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戰ふ獨 がの 少年 

山 田段郎 





昭ぉ 十六 年を、 閣邦獨 がを 訪閒 する 機を にお まれた おは 、 j 一一 巧 ホ 化 巧を 巧 あし、 シ ベリ 
ヤ鐵道 じよち P シヤを 通過、 一路 ドイツに 向； 5、 首都べ グリンに 第ー ホを 印した 《が 四月 
十一 ち をれ よな 戰 時ぶ ドイツ 及び イタ， ふまと して 社を 施設 や、 少网 ほの 鍊成 振ら 
を 視察、 と 巧で 旬 巧び シ ベ' リヤ經 由は て、 歸阅 すべく 豫 をして おつた とこ ス 、郷 ソ戰爭 に. 
よゎ 歸闽の 唯一の 安を 路 を遮斷 され、 一時は 常み 歐洲じ 滞 巧を S しまし ち . J かし、 幸 
ひに も 南米 經 由に で歸网 される 方が 十數乂 あつたので、 もの 一巧に 加 はら、 九月 一ニ リベ グ 
リンを 出發歸 朝のを じつき 言た。 常時 歐洲 よな 歸阀 する 路は 二つ あつたので て 一っ ま 
ポグト ガグの リスボン じ 出ス化 米に 波 も、 アメリカな 諮を 横斷 、辜が 岸から 米阿姬 
にで 上海に 直行、 上がから H 本船に て歸 へる 路 と、 を 一つは やは クポグ トガグ から 巧 米の 
アグ ご チン 阀 の ご ノス； レスに 彼ら、 こ デス 山脈を 越へ て チリ 1 网のご パー フイ 
ソじ 出で、 棄 航路の H 本船に て站 へを 一つの 化より を かつた のです。 ア メリ. 力は をのな 
巧を H 威 化が かをり おく、 外 巧巧咖 が W 外の 一般人の 通過は 殊にむ づ かしく、 殆ふ どす，^ 
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能 だっ たので、 苦な く おは 巧 米 鞍 S おを 選んだ 2 です。 茜に？ なら、 をを ざ 

なう わりす るが 要 もない のでず が、 やは 6 勘亂の 世が が 勢' I にあっ ては こぅしん コ 
1 スを繁 ょふ 宴が をっ た？ す。 こ S 《め 指 S 少しも 祿视 しを った ス ペィ 
ン 、ブラ ジグ.、 ァグ ゼン チン 等の 阀 々の 事悄 呼で 窥 ふこを 巧來 たのは々 をの 旅 わ のんき 
な收穫 であつ たと 菩ん でぬ ます。 

東 巧を 巧 おして からべ グリンに 到着す るまで ' J 度 二週間 ホ あつたのに 护途 はブ巧 一二 H 

こべて ンを出 敬」 V 、 獲 军二旱 五 H 到 零る 葦皇 H 。 を S 船 去 巧る こと 

\卜 お H 、 H 本を 出で'‘ 日本に 歸へ るまで 約化ヶ 巧、 はからずも 地が を一迴 らした ことに 
をった のでした。 H 本船で 太 やが を横斷 のを ホ.‘ 十二 ぉ八 H ゥ HI キ なの 南方 六十 狸の 附 
近を 腕 巧 中、 H •米英 屬 S 5 接」、 米英 《擎を 農 詔して ホた 私は、、 むから 快 
戏を 中ぶ と问 時に み も、 む も引締 今る のを どぅす る こと も出來 3 せんでした。 無 队備の 船 故 
敵の 飛 巧 磯、 艦艇に 敬 見され、 ば をれ までと あらゆるみ 仕度を と、 のへて、 一お祖 國日才 
へ 直 斤した のでし ち 霞へ 着いて 替 いた 祖网 円本のを を 楚 時の 感激が、 家に 私の 

■ふを 離れる ことは 出 ホ 今 せん。 ’ 

お* り.‘ この 旅行を 終へ て 後.‘ この 限で 見、 巧で 閒 いた 戦時下の 濁が や 其 他の 圃 々の 有樣 



一 の 中 か > ，。か 阿 巧が 知つ て 欲しい と 化 ふ ものを、 まとめて みた ものが 本醬 です。 

I 本 巧を 逝して 我がみ 阀巧謙 おが.‘ 赃邦 濁が のとる だら や、 其 他の 网 々の あの 姿を 知つ て 
i これた 賊み 益々 巧を 赋 きもを 練り、 み 體を锻 へられて、 立派を H 本少阀 民と なる のに 幾々 
•でも 巧ぶ とこ スが あるならば、 おの 此 上ない 菩び であな ます。 

昭和 十 セが 十二月 4 

山 田 巧 
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をと を つても IK だぅ すら 寒心 一貢の 終ら、 二十な の 朝、 おは 柬お驛 から ド 細 行の 念 行列 卓に 乘 
ら 住みを たお お 化 _ y はらく 《お別れを しで、 31 n ッパ 訪問の 旅に 堅し う， J た。 巧潍を 過ぎ 
力 頃から、 美しい を 2 星が まだ： 巧を いた； て、. よく 峭れ たを 寞 きくをび 美 も、 T 度 私を 化 
っ；.； 謹. つ ず类 。こ § ま 美し S はいつ 辜 A な Q ; s 中 K ミつ て’ ぬて、 こ 《旅行 中 
時々化ひ出し.ては日本をなつかしむのでした。 

ド關 から 二十 九. n . り 夜、 朝鮮 S 川 行 S 船に？ て H 萬 地を 離れる こを をら ましち 船が 池 
-{ を 離れ、 下關の 町の， 衆々 の 灯が 寨を さくをつ てつい じ 化え をく をる ちいよ く內 地と お別れ 
;v .. だとを. ふこと がは 心' して 來 ろした。 

一， fp 、 早く 贴を さ，^ して 中 化に 出て な？ ちもぅ 朝 S 山々 がす r 白の 前に 姑え ミ ましち 

S をは 樂 2筆， ところぐ 化 是で蔓 す。 船-か SS ミく とを 装は 滿洲 S ぶ 行の 
が 1 む 帝に 乘ら '込み ましち 朝 璧れ震 轟？ 6 を幅義 くて、 乘ら ごこら は 火 へん 化よ く、 莫 
洲 途中で 乂 える S や cm もぶ と畫 ら變 つては ゐ 喜ん 夕た . A が 辜 作つ てあつて、 こしら へぶ 
が 一が もがつ てなる のが 眼に つきました。 

..をり？ と 之ヒン でれ ホを お. 〇 .かへ て、 3 ろい/〜 滿洲 《峨 巧を 管？ け、 滿洲网 の 阿 化の 
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端、 ロシャ との 岡 境の 师、 滿 
洲 おじつ いたのが 凹 月 二日の 
午後 二 時 頃でした。 日本では 
ちろ.^^^^^^ ほ か / ^ と 暖 
かくな つで 來る •頃な の 
じ、 この 滿洲あ 
は だ 萬が あ 6 
を f 力 力ち. 

かちに 浊つ 


5 が洲 がまで 


シ ベリ ャ ヵら 吹いて 來る化 風が ビユ 1^^ と 吹き まくつて むる' のです。 外を や 傑^^で み體 をつ、 
んで 、今る くな つて 驛 前の ホブグ まで 走らました が、 かきつける 風は、 がいと 云 ふよ 6 も 串を 昇が 
引き もぎら れさ うに 痛く、 呼吸を する こと も' 旧來 をい 程で し 力 o' しかし、 述 物は 殆んど おやが 瓦で 
出 來てゐ てな さも 化く、 中は 暧巧裝 睛が大 へんによ く 出 來てゐ 寺し 力ので、 暖かな ホ ブグの 中じ乂 
つた 我は ようやく ほつ としろした。 こ、 で 一晚沾 つて 菊 R いよ {シ ベリ ャ鐵 道に 乘ら 込む ことに 
をつ てゐ したので、 をの 晚 この 宿で 最後の H 本 料理を たべて ゆつ くらね 3 した。 , 
潔 朝、 H を さ 嗅して 見ます と、 よく 晴れて はゐ すが、’ 風は 相變ら ずは げしく 化いて ゐ 令す。 n 
本と 同じ か 增のお 汁に 最後の 別れを して 驛じ巧 さ 今した。 班關 のず 綾き をず ずせ てから、 H 本から 
持つ て 巧た お金を 圣部 7 メリ 为 Q2 (=4) 化 取ら 挽へ てし S 言た。 こ、 ま。 は 円 ま おを で 
よかつ 力ので すが、 ロ シャ化 入る と 円本の おを は 使へ ない のです。 をして、 をれ と 同じ じ 円本の 言 
葉 もこ、 をで、 ー ホ P シャの 网に乂 ると、 もう ロ シす語 か 英語で をければ 通らない のです。 しかし 
よかつた ことは なと 一所の 巧 巧で ドイツに 斤く 円木乂 が 六 人 わ々 ことでした。 阿 巧 S 口の 午後 ニ ホ 
この 滿洲 を 今で 巧た ロシャ のれが じ お 速と 人と ドイツに 歸 へる ドイツ人 S 人と n シャの チタと を ふ 
町に 巧く 満洲 闽の領 巧さん とが 乘ら达 み 咬し 力。 驛 長さん やを の ほかの 人々 と 別れて いよ {シべ 
リャ 揽斷の 旅に ついた のでした。 


澗洲 おを 出 敬し 力 p シャの 巧 あは、 約 二十々 ばからで n シ ャの阀 巧の w、 オト ポ I グ とを ふと こ 
スへ 着き 寺した。 お 達は こ、 で n シャの 彼 人 や 枕關の 人々 のい ろ，〜 の檢 をを うけて、 奇 たお ホに 
巧り 込んだ のが 午後 五 時 頃でした。 、 

ロシャ のれ 車は 線路の 幅が H 本のより もずつ とおく 五 W も あら、 单體も H 本のより 大きい ようで 
し 力が みんな 木造で、 おも あ 号ら よくを く H 本の 方が よほどよ く出來 てむ 咬した。 お 達は ドィッに 
つく 皆' で 八 R 閒巧单 に 乘ら續 ける わけです。 な觉 がに 行き 咬す と 円みでは 一寸見 常らない 磯を 仙 こ 
い 料理を 出して 來 るので す。 をして めが 朝から 晩ろ でを ので 始めは 靑 んでゐ したが、 だん-^ に 
飽きて 巧て、 とう/.^ いやにを つてし まひました。 をの 上 新しい 野 おや 果物が みし もを かつた ので 
すから 尙 巧でした。 

時 問は 巧 H 1 げ閒づ 、がくら せて ゐ した。 ボ I ィやが 掌は P シャ 語で をければ わからな いので 
すが、 お 達の ために" シャの 旅せ 協 かの 人が 一人 乘 つて ゐ て、 英語で いろ〜 \ と 川 尊を して くれ 
した。 をの 人が 时 々ニ ユ ー スを もつ て來 ては、 私達 一巧に 誌して でさつ ののは 癖し かつた 一つで し 

ち‘ - 

このを をが で 巧つ てゐ る烛單 等を がふには、 ロシャ のがを (グー ブグ) でなければ だめな ので、 


シ ベリ ヤ銳道 


この 食を 苹で 巧って ゐ る煙帶 等を 巧 ふには、 ロシャ のがを (グー ブグ) でなければ だめを ので、 


お 蓮は ロ シャの 旅 巧 協會の 人に、 アメリヵの 那をグ I ブグに 取換 •へて、 もれら の ものを 另ク てむ ま 

お。 

四月 四 目の 朝早く、 シ ベリ ャじ乂 つて 始めての 一 雷 大きを 和 チタに 着き 今した。 こ、 で滿洲 岡の 
領事さん が 一人 ドが しました。 日本人が 二 111 人出 迎へ K 巧て おられた 樣 で、 H 本 語の 話し 戟が 脚え 
たのは 乂 へんな つかしく おひろ した。 

チタを 過ぎる とが 夕をシ ベリ ャの 曠野です。 どこ 今でも^^ 續 く、 廣 い^^ 商 巧には 令だ帮 が稱 
つて ゐ て、 をれ が ホつ てを の 上を 炊き まくつて わる 化 風は、 滿洲 里と 同じ やうに 寒い と 云 ふょら も 
痛い おで、 朝から 晚妻强 い 緊聲を かきとばし y , ゐ ましち かたい 结 じっ、 まれた 廣 いが 卜 野原 
にはを は 1 つるを く、 ところ に 木が 一、 二 本 ある ばからで す。 巧を はこの シ ベリ ャの裔 がを ゥ 
ラグり 化を 越える まで 六 目 間、 ひた 走らに をら つ < けて ゐ まし々。 もつ とを をの 問には とこ ス^,^ 

じ 乂 きな 町が わ 4 すち 装は 巧 SS だを と 致な •から 地が 線を 出て 辈 線に, < る ホい 太陽 
をめ づ らしく 眺めて はゐ 3 したが、 刚 けても おれても お 円々々 同じ 赏を なのには あきて しま ひまし 
の。 お 速と 人の H 本人は 每 H の 様に 化つ て、 いろ..^ の 話しを してた < おで おきてた ベて ゐる だけ 
でし 力。 げ 々火き を 町に ついて 一一 一十 かから 一げ 脚 化化单 して ゐる閒 化、 プラット ホー ムじ 降らて を 
步 する のがた < 1 つの 樂 しみでした。 をのう ちに、 巧が はゥ ラグ 川 脈に さし か、 らました。 

をのが じな つてが らくぶ 6 でが がを 姑の 化、 ょうやく 人の 住む 化が じ ホた 礫な 威 じがし ました。 
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ク ラグ 山脈を 越えて 始めて 川を 化る ことが 出 巧-? 一^した。 この 邊 はと こスぐ 小" がと けて むて、 加の 
樣な ものが ぶえ、 人を も 少しは 見えて 巧 し 力。 川の 流れが 大きく ぶつて 巧た 頃、 謀 もす つかり 消 
え、 太陽の ホが 暖かく さして ゐ るのを 化て ほつ としました。 

■モス コ 1 にて 

四 ぉ 九 R の 夕方、 巧 軍は ソグィ ユッ トロ シャの 首府で ある モス n I に猜き 皆し 力。 立派な 驛に降 
ら たお 達は 巧 单を乘 6 おへる ために 一たん 外に 出 令し 力。 をして、 ロ シャの 旅 巧 協を のはから ひで 
一巧と 人は 火き な パスに 乘 つて モス コ I の巿 巧を 1 廻らし した。 鐵筋 コンク リ ー トの 鞭々 とした 
建物、 もれが 大抵 五六 階から 十 階 化げ 商 さで、 道 幅 も廣く 立派で、 をの 通らを きれいな 無軌道 霜を 
が 音 も 立てず、 盛んに 巧つ 力ら 來力 6 してむ るので す。 自酣享 もな 級 ホが たくさん ぶつて ゐ 今す。 

力 この モス nl の おじは 世が で 一番 立派な 地下 鐵 遊が 縱横 
に 走つて ゐ るの も、 モス コー 巧 巧の 自慢の 一つ 
です。 私達の 乘 つた バブ 
は 一番 にぎやかを 通ら. 

^ '.4 

% 
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若#./* を 


バ を 過ぎて、 やが 
‘ •一. て大 さな 故强へ 
出 今した。 を こ 
は 非常に 廠 いと 
ころで、 ロシヤ 
闕の 記を 口には 
大ぜい の 人が 集って、 式 
をした が、 3 力ょ く 単 除の 
か 列 式な どが あると こスで 
’ す。 この 廣 煤の 中央 化、 みの n シャを 
築き あげみ レ I ニンと ~で ふ 人を うつて 
あるん きな ホ 派な 游が あら 4 す。 ガラス 張な 
のがの 中 化 もの 音、 のをで 入つ てむ る さぅ で 
の 雄 物の 入口には お隊 さんが 二人 あを してね 
4 し 力。 ちの おの 後 じがぶ を クレムリン {因 殿が 一段 
となく 稍え てむ ます。 ない が 彼に 脚 まれた 中 K むつて ゐる 


すげ らしい な 殿の 中で、々 の ロ シャを 柄 岡して むる スタ ー リン や モロトフが ゐ るのを 化 ひ、 なんと 
をく 重々 しい おか じうたれ，？ K した。 , 

巧 化を 一巡した 私達は、 夕を のかめ に、 モス n 1 の 中 か 巧 じある 一巧 立派を ホ テグ、 メトロ ポリ 
タンに 行きました 。もこは すばらしい ホ テグで、 鹏き あげた 大理 おを 敷きつ めた おい ホ I グ 、二階 
迄ぬ いた 商い 天井、 きらびやかを 飾らを つけたが い 立派を をを 等、 何から 俩 まで 眼を みはる もの ば 
か. 〇 です。 しかし この やうな 立派を ものを 化、 をして を こに 出入ら してね る荐紳 つた 人々 をぶ たお 
は、 シ ベリ ャ鐵 道を 述 つて ゐ ると き、 ところ でが つ 力 巧 巧の 窓へ、 みすげ らしい 風を した々、 す 
供が、 籠に 野菜 つ 火 おは 潰け たもの) や 卵を 入れて 寶 つてむ た 葵を 化 ひ 出して、 なんとも 云へ ない 
いやを 舶持 にを つたので し 力。 . 

一休みした あ 逮は迎 へに 來た 火き な バスに 乘 6、 过 たれ 审 におる 力めに 戰へ かひました。 夜の モ 
ス n — の ホ； めは また 一層き れいでした。 ホ や 巧の ネォンサィン、 目の さめる ょうを 伽り の带 燃を つ 
けた 襄：： 等、 圣 くの 不夜城と おつの 感じです。 バスがん る 街 巧を 過ぎた とき、 一二 十 人 ばからの 少年 
が 鞭 然と 隊伍を がんで 一人の 引率を に 述れら れて化 ホ 揃へ て ホいて ゐ るのに 巧 かひました。 一所に 
驛 で おつて ホて 下さつ た H 本 大使 節の 方は をの 少年 除の ことを 次の 様に 話して； h さいました。— 
今、。 シャ では 化が の 阿々 と M じ樣 じ、 巧 少年の 敎 がに 非常に 一生懸命に なつて ゐ 3 す。 なか 
でも かがには きもん としたか 化の ドに ょく 訓紳 をして ゐ ます。 をして このみが 速を 逝して 强 いロシ 


I J リ もび ロシヤ のれが で 


「今、 曰シャ では 世 おの 岡々 と M じ樣 に、 巧 少年の 敎 がに 非 おに 一生懸命 K なつて ゐ过 す。 を か 
でもみ がには きもん としたか 化の ドに よく 訓紳 をして ゐ ます々 をして このみが 速を 通して 强 いロシ 


ャの网 を 作り上げょうと 考 へて ゐ るので す。 今 通つ たのは 少年 勞備 をです が、 こうした 少年 勞 働を 
に 寺で も 一生懸命 訓練して ゐ ます。 ごらんの 樣に火 へんはら きつて ゐ るで せう。 こうして 鍛 へられ 
た 巧 少年が 大きく をつて、 ロ シャの 岡の ために 働く やうに をつた 時の ロシャ は、 見 違へ る やうを 立 
派な 网に をる ことで せう 〇」 と 0 

、 

巧び ロレ ャの 汽車で 

モス n 1 に 着いた 時に 降ら 力驛 とは もがつ た 別の 驛 から 又 巧が に乘 つて、 この 始めて 見物した 外 
岡の 都 境 モス コーを 後に して 出を したの がちの R の 午後 十一げ でした。 藍 間の おれが 出た ので、 す 
r にお 裏には いつて ね 令した 9 顯朝 眼を さ.； して 窓から 外を 姑た 私は、 今までぶ た 鼓 色と； 5^ つて 
むる のに おがつ き奇 した。 ぶの 建て 方が 日本の 股み に似て ゐ て、 を 根を どもな 黃で をつ かしく 化 ひ 
寺した。 をして、 侧 にある ホ 巧 か R 本と 岡 じがが、 つ；^、 へ 式を のです。 なは 珍ら しく 化つ てょ く 調べ 
てぶ 令す と、 こ、 はもとの ポ I ランド 阿を のです。 背さん も 御が じの 様に ドイツと ロ シャの 閒じ狹 
1^<れ のこの ポー ランド 阅 は、 昭 が十闽 年の 九 パ、 ド， イツとの 戰爭 のために、 わづ かご 一迦阿 ばからで 
化れ、 をのた めに この 阿は ドイツと ロ シャが ホ かづ、 に々 けて し 寺つ 力ので す。々 述 つて ゐる とえ 
ろは 新ら しく。 シャの 領主と なつた ところ だつ たのです 〇な はこの ポ I ランドの + 地を、 を ロシャ 
のむ がが ホつ て わるのを 化 ひ、 戰 巧には かけて はなら をい とがに 威 じました。 


職 ふな) がの かが 
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濟 せて、 いよ/、 盟邦 ドイツの 岡に 入る ことにを つたので す。 巧び n シャの 巧 巧に 艰 つて、 お 達 
はこの 岡に お別れして ドイツの 锁±に 向 ひろした。 


ドィツへの 第ー ホ 



la 


ドイツ へのが ー ホ 


: S グ '段い 束另术 トイ クグ 'がゴ じが 巳う L 大 

% 

ドィッへの 第一歩 

- ■- I I - 1-^1 1 I • • t - . — - 1 1— 一 —— I I ■ I I , I - I 

約 二十 か 位 走つ たでせ ぅ。 とじ かくを 中で あった、 めと、 2 脚 境で ある 力めに、 何もぶ ぶを いとこ 
ろを 走つ て、 いつの 4 じか ドイツの 國 境の 町マグ キナ， ij 云 ふところ K 着いて し-^ ひ 皆し 力。 こ、 で 
み 度は ドィツの 彼 乂や秘 關の乂 の手續 きを 濟 ませる のです が、 この 剧 境の 町 マ グキナ にっいて 始め 
て 見る ドィツの 軍人さん やおが 人さん がを の 商い 上 K 體 格が がっち 6 して ゐ て、 もれに 服裝 がきら 
っと して ゐ るので、 尙 立派に ぶえ、 賴 もしく 思ひ奇 した。 今 3 で 見て 巧，^ した ロ シャの 人 も 體が大 
きくが つちら しては ゐ令 すが、 をん とる くきり つと したと ころが あら-^ せんで しり。 を、 こくら V 
ると、 ドイツ人は 動作と 云 ひ、 態度と を； 3 申し かなく、 こぅした 一寸と したと ころを 見た < け でも 
ドイツの 强 さを 知る ことが 出 巧る のでした。 

こ、 で お 達は 食券を か 頂きろ した。 ドイツでは 食料が 切符 郝 だと 云、 ふこと を閒 かされて む 寺 
したので、 おめ て 入っ たな 達 旅が おじ 111 H かの 食を しか おれを かった ので、 あとを どぅす るの かと 
あ 3 皆した。 然し、 をれ は 厳 r じ 解つ たこと をのです が、 ベ グリンに 着いて から、 僅かの 時間に 手 
激 きをず 寺せ て、 もの H のぅら に】 ヶ月 かのを をを 賞 ふこと が 出 巧た のでした。 

この 闽 境の 町 マ グキナ でのず 賴 きを おった おは、々 度は ドィツの 巧 巧 じ乘ら 4 した。 ドィツの 誇 
る鐵道 だけ あって、 鄉鐵 製の がつ ちらした 車です。 四 巧 十一 日の か 前 二が マ グキナ を 巧 敬し 力 この 
巧 本は、】 おな の： HI 指ず ドイツの ホ府べ グリンへ 巧 ひ 咬した。 あれた み 做を ゆっ く 6 した 骇 誤の 中 
にがた へて 的 r じね 3 した。 黎朝 、眼を さ，^ すと、 巧が はもぅ をポ ー ランド 脚を を 地して、 ドイツ 


碟ふ 巧が のみ ザ 


U 


の 阿の 中を ひた ホら に ホつ てゐ ます。 一时训 
巧 十が 化の 速さで ホつ てゐる この わ 巧の 巧 6 
ふ 化は、 シ ベリ ャ鐵 道の 巧が とは 今 力 違つて 
お 動 も かを く、 るで' 婿べ る 様でした。 

朔食をと6になを巧に斤き.？^<すと、 .ボ1ィ 
がを 券を おれと 云 ふので す。 旅 巧を の 食券は *ん 
T 度 H 本の 郵便切手の 様で、 をの 一つ】 つに 化 
バタ 五 グラム、 パン 五十 グラム、 み 五十 グラム が 
と带 いて あつて、 をれ を 切つ て 波す のです。 

. の 

切が を 波さなければ パンや バタを 持つ で 巧.^ ッ 
せん。 ロシャ のれ ホの 中では をのょぅ を もの 
を 渡さを くても、 餘る ほどい ス^^^の ものを 
もつて 來て くれたのと 違つて、 ドィッでは 切 
符を 波した々 愚 だけし かもつて 來 をい のをぶ 
て、 戰巧 をし でむる 阿の も 一つのを を 知る こ 
とが 出來 IX した。 又 ロ シャの 汽車の 中では か 
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て、 戰爭 をし でむる 阀のも 一つのを を 知る こ 
とが 出來 した。 义ロシ ャの巧 車の 中では 肉 


'，も 

も 



をた くさん 化つ でぬ ましたが、 ドイツでは みがみ くみ 券 巧 グラムを 出して、 ごくが い 一が しか 持つ 
て來 をい のです。 をして 出して くるが 理 がジャ ガザと ぶつ 葉 ばからで す。。 シャ のれ おの 中では こ 
うした 新しい 野菜を ど 一度 もを ベを かつた おは、 久し 振らに 靑 いものが 力べ られ るので ほんと に媳 
しく 化 ひ した。 をれ に ロ シャの やうを あぶら こい 料 削と 違つ て、 あつさら してなる のが 俩 よらで 
しわが、 しかし ドイツに ゐる閒 この 野 巧 ばからの 料理が 夕 かつた のには 父 脚 口し ました。 やは 6 い 
ろ/、 取を はせ る ことが よいので、 一方に かたよつ たが 理 はすぐ 飽きて しま ふので す。 

巧が は ドイツの 化 部 地方の 平 邸を 走らつ < けてゐ ます、 おからぶ る この 地方の 姑を は、 大陛 的な 
感じが し 3 した。 なは 円本の やうに 小さく 區切 つたので をく、 すべて 大摧 まで、 一つの あか 川が 遙か 
盛く までつ < いてゐ ます。 種が きも、 とらいれ もを 部 機械 や蹈の 力を 化つ て化榮 をす るので す。 出 
來る だけ 機械の 力を 利用して、 みい 乂 ホで たくさんの 收稷 をす る やうに 考へ てむ るので せう。 

化 適を この 忿巧列 巧は やがてが ベる やうに、 ドイツの ザ かべ グリン ホに 入って 巧き ました。 べ少 
リンの 中央に ある フリ I ドリ ツヒ •スト ラ I ゼ驛の プラット ホ I ムに 降ら々 のは 阿月 トー H り卜後 
二け でした。 東 巧を 出が してから T 度 十五 H 目で なは y がすべ グリンに 威激め 第ー ホを がみ 出した 
のです。 


Y ル 


ン じて 


がふ 獨が のみが 


が 一先 づホ テグに おかいた 私は 早速 化物に 出 
かけ 皆した。 お 役所の わくさん ある ゥィ グへ 
グム •プラッッ (が 場) から ヒット ラー 總統 • 

の も 匹の 商を 通ら ポ义ッ タマー •プラッッへ 
と ホき した。 始めて 化る ベ グリンの 巧 巧、 

H 本で いろ--^ 閒 かされ、 違た 本で ぶたべ グ ぉ 
リン、 やは 6 をのと ほらでした。 がは 撫 然と ホ 
して 道路は 逆 幅が 巧く、 鋪裝 されて とてもき の 
れいです。 殊に 速 物が 查部五 階 速で せ I さがき 
音つ て わるのは、 いかにも ドィッら しいと こ 
ろが 現 はれて ゐ した。 るつ とも、 查部五 階 ベ 
雄と 云 つても、 敎 をの 屈 化と デ パー ト だけは 
五 階ょりも を ほない のです が：..。 

巿內张 巧は 鋼鐵 製で、 線路は 網の：：；！ のがに 
四述 八達して む 呼す。 H 本では 一寸ぶ 常ら を 
い 二階 速の 巧み 自動 単が このが 內雷 をの 通ら 




37 無 あ峨化 者の 裳へ ゎ詣リ しで 


P 迦 八達して ゐ 寺ず。 日本では 一寸見 當らを 
い 二階建の 乘合 自動車が このが 內電 革の 通ら 

をい ところを たく 乏通 つて 蔓 す。 このを 冀で f 早く 出 菱と云 ふので、 馨 こを あ t 
ょくは あらま せんちべ 言ンの 中、 むと 四方の 郊外と をつ をいで むる 地下 靈 、をれ じ鐵 道で 經懲 
して ゐる馨 Q ょい S 電車 等が、 路面と 地下と を 驚 S ミゐ ます。 こ SKS ス /、 のを 通 
機 關が猶 達して ゐ るの もこの ベ グリンの 特徵 の】 つで あろ 今せ ぅ。 

ホ 中を 步 いて ゐる 人々 も、 皆 きらつ とした 服裝 をして ゐ て、 ァメリヵ 式 や 7 ランス まの 言を 雖 
美 せ S たくを 服装， をして ゐる おを 見かけ 畫ん でしち？ をを 割食ぢ みな i をして 巧 
き來‘ して ミる ベ T ン では、 又 だら おない みす ぼらた 襲を し 《人 《一な ぇ 出 S 畫 

無义戰 死者の 墓へ お詣 りして 

暫 らふ 刚御厄 かじを る こち ィッ 闽へ寶 て、 をつ 最初に をし t たこと ち無蠢 死を のお 
の參 邦で-^ た。 ベ グリンに 化む ず纔 き やらみ 方面への 挨 f」 す畫た 後、 早速 參 4 しち ごリ 
ンの 中、 む、 襄な ゥン ノノ！ デン •リンデンの 通りに ある 無 夕戰囊 の f 云乂 のは 前の 贼洲 大戰 
で 亡くなつ た戰 糞、 つまら ドィッ 阿の ために 舊 となら 装ぶ々 の靈を ミつ て あるので す。 あ 

今ら 大きくな S 奪ち 謗 S 丈に w 蔓 r か 京、 を S 军字 器き を ミ 6 ミた。 を 

してが がの 天 かを じくの いて、 をの 碑と 十字 化 じ 化を わて、 ある 様が、 なんとも 云へ ない 化 股を 



職ふ狗 がの みが* 


威 じで し 力。 私は をの 卿の 前に 
立って ふから ドィッの ためじ 犧 
碑と なられた 人々 の敲じ 默騰を 
がげ 違した。 

碑の わらじ 松 岡 元 外務 大巧 
のお參 6 し 力 時が げた 大きを 化 
環 も ありうした。 をの 外 ヒット 
I ラ總統 からの 化 環 やを の他乂 
小い ろ-^ の 花束 や 巧 環が 一ぱ 
い 供 へられ、 參 がの 人々 が 後 か 
ら^'-^ とつ < いて 也から お詣 6 
をして 行く のでし 力 0 

この-を建物《がには兵隊^1,んが二人、 化ら{;\け0乂お0やぅじみ動きをしをいで、 震とき 
でゐ享 。こ S ホ 峭お 查部 9: 義 Q 時には、 驚隊と i 隊 とを 先頌 SK 乘っ 力ま 畏 引率され 
たお 隊 が、 f とゥ 某- •デ ごッ V デン 街を 練っ て 管れ て 零す。 これは 邸を 《方々 の麗 
に對 する ドィッ 例の 鄭 显を舶 持を 观し たもので あるを ぶ した。 


た 

刻 

の 

お 

咐 

ホ 

篡 
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10 巧 巧 ドの ベルリン 


たお 隊 が、 堂々 と ウン ター .デン •リソ デン おを 練つ て 送られて 來 皆す。 これは 戰 死した 方々 の 溝 
に對 する ドイツ 阿の 鄭重を 氣 巧を 现し たもので あるを を ソ 4 し 力。 


空襲 下の ベルリン、 

前に お 話を し-? K したやう に、 n シャと ドィッの 闽 境を 通過して マ グキナ を出發 した 巧 巧は す f じ 

窓の々 1 アンを おを て、 中の がが をを をい やうた をち 燈 火を 制を のです。 なは いよい 
よ 戰爭 Q 网へ來 力と 云 ふ 威 おし-^ お。 外を ぶ-^ して A な 一つ 見えません。 なは 何時 英阀 のが 巧 
機が 來を をらない ので、 をの 選を してね 令した が、 をの 晩藉も あら 畫ん でしち 
ベ グリンに 着 si ますと、 どこに 囊が あつ 力の か 解ら をい 程 街は 盤 然として ゐ ましち 日本 
の 新 もに よく、 へグ ，ン に囊が あつ 力 ことが 出て ゐ ました 《で、 よほど 街が 壞 され ミる のを 化 
つて 來て ぶを 力 0 です が、，^ るで 違つ たこの が 付い 力べ てンを おて おは 不思議に m ちた のでし 
ち稱に 着いた ちの 晚を囊 Q 巧の 用意を しで 言 t ちか、 別に 何もを いので これ 莫 おこ 
とはを いでは ない を S ましち おし、 若いて かを 度 六日 目の 四を ミの ちみめ て— 
染 にを ましち をれ をべ グリンを 立つ て歸 へる までに、 何十 囘と 5 囊 にあつ 力ので た。 
けを ち 英阀の 娘 巧 機は 明るい うちは かして 巧ない のです。 をれ はべ グリンまで 巧る のに どう 

しても ドィッ 阿 ミを S 」 富 良 f を^、 を こ K はで 3 を— 部 f 藉機 部隊が 待機 
してむ て、 轟です とす r 23 れ S がされ をら で え ちれで、 囊 Q みる 時は H が がれて か 
ら 一一 时削楚 つて、 サ X こがを らまず。 をれ は 藉を攀 出して をべ グ， ン妻約 二簡を 


贼ふ おがの か华 
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るからで す。 サイレンが 嗚 ると 人々 は 着物を きて、 地 T 室に 降らて 行かを ければ をらない 规則 にを 
つて ゐ 呼す。 一つの 迹 物には 大化 地下室が ついて むて、 を 
の 遮 物を 贈の 防を 室に をつて むます。 おもを の 夜 始めての 
を 製だつた ものです から、 サイ レ ソが嗚 つてから 大急ぎで 
着物を 着て 地下室 K 降らて 巧き 違した。 

■ 東を の サイレンょ々 も、 もつと 强い載 かの 惡い 太い ゥー 
ゥ I - -、^と切れ<.-に問をぉいて嗚つてから、 五かか 
十か位 た つ と遠く の 方 で ド ン ド ン ^ ド ド ン と 云 ふ 高射砲 
の 音が 閒ぇ 始め す。 「あ、 ホ 內に乂 つて 來 たを、」 と 思つ 
てむ るう ちに 高 か 砲の 音が だん，'.^ 近くな つて 來て 、とう 
おの 稍の 近くの 商 か 砲 で、 盛ん 化獨を 打ち出し まし 
力。 ダン-^ とい ふ 音と】 所に 彈が パン {と 破裂す る 音 
で 耳を つんざかれる やうです。 をの 度に を ダラスは ビ リツ 
ビ リツ ビリビ リツと ゆれ 4 す。 この 烈しい 音の 閒じ ブゥ I 
ン とを ふ金熙 的を プ "ペラの 音が 閒 えて 來 違す。 英國の 飛 
巧 機 だを と 化つ てゐ ると、 やがて ゴォー ソと云 ふ 化 ひ < 
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ビ リツ ビリビ リツと ゆれ 3 す。 この 烈しい 音の 間に ブウ ー 
ン とち ふ金顆 的を プ P ペラの 音が 閒 えて 來 ます。 英國の 飛 
巧 機 だると 化つ てゐ ると、 やがて ゴオ I ン とま 乂化 ひ. < 


マ.' 




‘ん V 


\ > \\ きが 閒え ました。 あ、 どこ 
.'、 い ''''\ 

夕.‘ かに 爆獨 がを ちた の だを と 化 
つて ゐ ると、 益々 烈しくな か 砲の 音が する 
のです。 しかし 地下室に むる ドィッ人は 割 
\ \ かに ザ氣 なやう です、 を 眠らを したり、 話 < "つた らし 
\ '、. でむ 嗦 した。 だが 始めて を藥 にあつ たおは、 この 物凄 
■„ い 苗には、 あ よい お 持は し 3 せんでした。 

'しかし、 が：！ もを うし 力を 藥化 あつて からは、 だん {にがれて 來 
まして、 八；！^ 明に をつ て创 合に ホ氣 にを- 〇、 後には 時々 をを 仰いで お 
る やうに をり 咬した。 たくさんの ドィッの 照を 燈の 削に 狹 3 れた英 阿 
の骗行 機を 兑 出した 時は、 巧 岡を なか/、 やる をと 化 ひました 。が々 
巧 阀の飛 巧 機から な ド まれる 照明 彈 によつ て、 巧峭 をべ グリンが がが ついた 
やうに 明るく をる のには びつ くらしました。 もれで か をら のな さから 明るく 
をつ たべ^ リンの ぶ 喪を エ媒 、速 物、 鐵お 等を ねらつ てが 彈をぷ すよう です' 
が、 げ 々ねら ひがは づれて 巧ぶ 化 あたる ことがある さう です。 ながべ グリン 
へを いた 二 H 前の ホ摧 のけ、 ゥン タ ー .デン. リンデン 巧 じある 阿立 ォペラ 劇 おに 燃禪か あたつて 
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がら/\になつてし1^ひ1^した。 空襲は夜が明けか、る一、 二時間前に大抵終つてし1^<ひ1><す。 を 
れは 夜が あけを いぅち K ドイツの 岡を おて しまは をい と、 ドイツの 飛 巧 部隊 や 化を 部隊 にげ 落され 
る 危險が あるから です。 足 もとの 明るい ぅちに 歸 るので はを くて、 足 もとの 聰 いぅ もじ 英 岡の 瓣巧 
機は さつ さと 歸 つてし iK ふので す。 

空 架の ある 削は とにかく 地獄です 。もれは どこへ 刚違ク て 落ちる かわから せんから。 しかし 前 
にも 云つ 忠 ょぅに 英闽の 飛 巧 機は 大體 明け方 近くに をつ て、 去つ てし ふ 何げ 巧に をる と 解除 
にを ると を ふこと がわ かつて ちれが 樂 しみでず。 解除の サイレンが 長く をら ますと 皆 巧 ふして をれ 
から 一し きらぐ つす. 〇 と 眠ら す 。ドイツで はを 樂の駕 朝は 學 校、 を 社、 巧 所 等は 一脾閒 おを く 姑 
4 る ことにを つて ゐ ますから 10 

朝に をる とが 晩の 火を 藥 など 誰も かも おれた やぅに 皆 働き 巧し ず〇臺 所の ホでは 朝食の ための 
化 事が 始令 らうす し、 勤めに おる 人は 勤めに 出て、 昨日の ことは 忘れた やぅに 皆 明るい 元氣を 顔で 
をの H の 活動を 姑め 3 す。' 何と 云 ふが がきの ある 國民 だら ぅと 赏化 我は 威ん し 4 した。 もちろん 戰 
爭が始 つてから あつたを 藥 のた めじ 惯れ ては むる ことで せぅ けれども、 しかし をれば か 6 ではを 
く、 もつ と 大事を ことは 皆 用な が あるから だと 云 ふこと がわ かつた のです。 

つ^<6を盤があれば必ずサイレ ンがな6奇す。 警備の人が見巧ふ^^とはをいのですからをれを絕 
對に倍 じて ゐ 3 す。 をして サイレンが 嗚 れば轉 をは 巧の お張ら じつき ますし、 防を 部隊は 部署に つ 
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く、 もつ と 大事を ことは 皆 用意が あるから だと 云 ふこと がわ かつた のです。 

っ今6を樂がぁれば必ずサィ レ ンがな6咳ず。 響備の人が見巧ふ^^とはをぃのですからをれを絕 
對じ 信じて ゐ 3 す。 をして サイレンが 嗚 れば蠻 をは 巧の 見張ら じつき ますし、 巧を 部隊は 部署に つ 


き、 が 巧 自動が もす ぐ 出られる やぅに 準備し ます。 一っ 建物の 中の 人々 は H 本の 隣組の やぅに 消火 
防 譲、 巧 譲を どを々 擔 して、 防を 室で 待機して むろす。 前に も お話し したやぅ K 、 チィ レンが 
鳴っ てから 五 かか 十々 化た \ をければ 英 岡の 飛行機は、 ベ グリンの 巧 巧には 入って 來を いのです か 
ら 、をの 問 じ 充分 化 度を して、 ね るげ に 必ず 化る と K おいて ある 大事を ものを 入れた カバン (をめ 
中には 一寸した 食事の 巧な 或でして あらます} を 持つ て、 地下室に 降りて 巧けば ょいので す。 を こ 
におれば 絕對 におを と 云 ふわけ では あら せんが、 奇づ 巧を をのです。 おし 地下室 化乂 って ゐ て、 
燃彈 にあた って 死んだ 畔 は、 戰 化と 問 じ やぅに 扱っ て くれ すが、 地下室に 降らで 行かを いで 死ん 
だら 慢巧 をし 力- 〇し哇 しても、 俩 もみて くれを いのです。 こぅし 力 こと 化ょ つてべ グリンの ホ 民は 
「われに 川な あ 6」 と 云 ふこと をはつ きらと a じて わるた めに、 お 付いて むる の だと 云 ふこと がわ 
かった のでし の。 

ベ グリンに むる 训 、なは ぶ樂に 何十 凹と をく あ ひ、 T 找は 梅から 一ニ ニ听 離れた 所に 難 もて あ 寺 6 
火き を I 巧が したので、 円々 も やられ たかをと いふ おがし 咬した が、 化々 こぅした を 架を ぅけを がら 
化は いっも 無 ホでした。 をれ からべ グリンには 三. 巧 人 ばかり H 本人が 賠ら すが (をの 中には 戰爭 
前から がる 乂も かをり ゐ うす) 奇だ 一人 も愤 巧を したら、 父 化んだ 人は あら 今 せん。 恐ろしく をして 
烈しい ぶ 典の あるべ グリンに がる たくさんの H 本人が まだ 一人 も燃彈 じあた つてむな いと 云 ふこと 
を かると、 燃邮 などと を ふ ものは さぅ 诚义 にんた る ものでは ない と 化 ひえした。 ベ グリンの々 部の 
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乂 U 約 四 巧ぶ 十 巧 人と 公 はれて むま 
すが、 このん.々 を 巧 やつっ ける おの 
爆彈 を、 到底 もつ て來る ことは 巧 ホ 
4 せん。 爆彈が 或る 域 所に 落ち、 を 
のた めじが 人 かの 死傷 ホを 出した と 
しても、 もれは 凹げ 五十 巧みの 何人 
かで あ 6 ます。 をの ためにの ぜ 五十 
お 人の 人が 巧 〇 みに あのる やう じ考 
へて 騷 いでむ ては、 ベ グリン ホ查體 

が 滅茶苦茶 にを ってし まひ 过 せう。 

日本の 神社な どに 巧が 力く さん おな ませう。 お 達が 神社に お 詣らに 行き 3 すと、 この 姆が おを を 
して 飛んで ゐ攻 すが、 をの 下を 逝 っても をの 贿の袭 化 山滅夕 じあ 力る ものでは あら 4 せん。 下 度を 
樂も をれ とぉ じです。 ろた なじなる とょく ぶが な 6 ますが、 ひどい 帯に をら ますと 必ず どこかに 雜 
ちる ものです。 が、 しかしを の 落 お 化 も 滅夕化 あたる ものでは あら 違 せん。 私が、 ベ グリンに かる H 
本の 新閒 社の ま： 5 に 遊びに 行った とき、 をの 支 おの ホが、 「川 出さん ベ グリンのを 製の 威 じは どう 
です る」 とお 哥ね K なら したので、 私は す C に 「 T 度 R 本 化ょ く あるぶ の やうです」 と 答へ 4 し b 
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ちる る グて寸 る しるしを の落谨 にる 滅夕化 あたる ものでは あ. 〇 ません。 なが、 ベ グリン 化 巧る H 
本の 新 削 社の ま 巧に 遊びに 行った とき、 をの 支局の 方が、 「山 旧さん ベ グリンのを 樂の 感じは どう 
です う」 とわ 等ね に をら-^ したので、 おはす C に 「了 度 日本化よ く ある おの やうです， 一と 答へ 寺した 


とこ ス 、をの 人は 「をれ は大 へんじ 面白い 見方です ね... .J と 云つ て乂笑 ひされ まし 力。 燒夷强 はべ 
グリンで も屋 よに がらた のをを の 家の 蛹 人が 毛 ホに くるんで、 述 6 に 投げで ほめられ々 と 云 ふ 話を 
脚き 寺し 力が、 燒夷彈 はは やく 處 腹を すれば なんでもを いと ドイッ人 でも 云つ てむ tvw。 ベ グリンで 
は 開 戰巧來 千 数 巧の 燒夷彈 が 落ら 4 し 力が、 をのう ち 約 九 割が 未然に 處 削され たと 云 はれで むます。 

H 本で も 今戰爭 をして む 4 すので、 敵機は 义 必ず 來る ことで せう。 近 化の 戰 巧では 國±阅 巧 も 第一 
線です。 しかし、 いくら 敵機が 巧ましても、 前に お前し し 力 やうを お 持で いつも 用な をし で 居れ 
ば、 空 梨な ど々 しも 恐ろしい ものでは あら 今 せん。 ベ グリンで 經驗し した 空樂 からして、 爆彈を 
どは 烏の 糞 やおの 稼を もの だとつ くぐ 化 ひ すと 巧膊 に、 用を さへ あれば 何でもな いとち ふこと 
がは つきら とわ かつた のでし 力。 

ドイッの ベ グリンに くらべれば、 イギリスの ロンドンの 方が もつ と 烈し S と閒 いでね 皆す。 神 阿 
H 本の 人達が を 製の ために、 あわてた 6 逃げ 力ら しては、 ホ、 おの 笑 ひ 物に なつて し"？ ふこと をは 
つき 6 思； 5 陋 し、 し つか 6 と用藏 をして 「さあ 來 い」 とみが 哇 へて むれげ、 たと へ 敵機 か來 寺し で 
も 何も 巧來を いと 思 3 身ず。 

ベルリンの 術 上で 

，ベ グリンは 前にを お前し し 力 やうに、 巧線電 が、 地下 鐵 お、 ホ巧帶 が、 バス 等が が じょく 潑逮 
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して、 がと かとの 閒を 細かく 走つ てむ 3 すので、 朝 や 夕方な どかな りが かつては わ 4 すが、 お 巧の 
やうに 殺人的を 沿雜は あずらぶ 4 せんで し 力。 もれは 一寸 ホ けげ 葡单か バスが 逝つ て ゐる岛 おに 巧 
られ 3 すので、 円 分の 巧 かう と 化 ふところへは 乘 りおへ をし で 大巧は 巧け る やう じ 細かく ホつ てゐ 
て、 一 一一 か步 けばもう 次の 電車 通らに 出られる からです。 をして、 この 電車 やバ 入が お 互 W に述絡 
しでね て、 一 かの 切符で どの 乘 物に も乘ら かへ が® 來 るの も 便利を ことで し 力。 

道路は 幅が 旗い 上に 立派を 鋪裝 で、 搞 除が 行き 师 いてきれ いでした 。火き を おお 樹が 至る ところ 
じ' おを てあつて、 をの 上、 巧 巧の 廣 場には 必ず 小さを な 尉の やうを ところが あ.^ 3 す。 を こ 化は お 
摘が あな、 木 もたく さん 植を てあつて、 ベンチ 每で備 へ かけて 化な 出來る やう 化を つて ゐ 3 す。 こ 
の ベンチは 長くて 何人も 腰かけられ るのと、 一人し か 腰かけられを いのと 二通ら あらます。 あが あ 
る 時を の 一人用の ベンチに 腰かけて ゐ iK すと、 もこへ 一人の 輪 人が 來 3 して、 切が の やうなる のを 
出して 「五ぺ ニッヒ (日本の 五 銭 化の お金) を 下さい」 とを ふので す。 おは をん のこと だか わから 
4 甘んで した か、 化に も 大ぜい ドィッ人が ゐる ものです から、 出さを いで へんに 化 はれても いけを 
いと、 しかたを く 五ぺニ ッヒを 巧して やら 3 したら、 をの 婦人は をの 切符を 私 化 波して、 4 た 巧の 
ベンチの ドィッ人の とこ スへ 行つ て、 私と 问じ やうを ことを して ゐ るので す。 どうも 嘴 こを つたの 
でょ く 課へ てぶ 今イと 、もの 一人用の ベンチを 化 用した 人は 一同 五べ ニ ッヒの 料金を 挪 ふの ださう 
で、 もの 麵 人は をれ を 化め る 人な のです。 ないぶの ベンチは をの やうを ことが をく 巧みです。 私ょ 
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ベンチの ドイツ人の ところへ 行つ て、 愁と 同じ やうを ことを して ゐ るので す。 どうも 氣じ なつたり 
でよ く說 へて ぶ すと、 をの 一人用の ベンチを 化 巧した 人は 一同 五べ ニ ッヒの 料金を 拂 ふの ださう 
で、 をの 捕 人は もれを 化め る 人な のです。 長い 方の ベンチは をの やうを ことが をく fl もです。 化よ 


ベンチに 腰かけて 料金を とられた のは 生れて 始めて でした。 

ベ グリンは 日本の、 槐 太と ロシャ との 闕境 である 化緯 五十 度の 線よ らもる つと 化の 方 じあたら ま 
すので、 冬の 間が 大變 長く、 をの 間は 大お每 日々々 灰を の 雲が 化く 一面に をを お ほつ て、 太陽の 化 
を 見る ことは 殆ん どを いさう です。 長いを の 問 じくら ベて、 夏が た 短く、 なは 五月の 終ら 頃まで 
かに 出る 時 じは をの 外套を 着て 步 いた 化です。 ですから をの 長い間 あ 咬ら 太陽の 化に なまれない ド 
ィッ 人は、 短い なの 問に 巧め て 太陽の ホに あ 力る 様に して ゐ す。 休 H などべ グリンの 郊外は、 巧 
民の 辭で一 ぱいで、 殆んど 皆 草原の 上に 半视體 にを つて 日 化が をして ぬるので す。 咳 力 晴れ 力 日を 
ど 巧 內の公 閒や廣 場の ベンチは、 人が 大 ぜいむて のん びら と 日光が を やつて む す。 一寸見る と隨 
分べ グリンの 人は 呑 おの やうに 巧え ますが、 さう した 太陽の 光に お れ をい ことを 考 へます と、 お 
の 蕾の やうに 化 ひ 今し 力。 H 本の 採に 一年中 太陽の 化に お まれて むる 闽 は、 なんと 幸せ だら うかと 
思は ず K は ゐられ せんでした。 をのた めか、 足の 惡い 人が かなら 多い おでした 。よくが 七 を 巧 か 
の 手で 動かす かさを 单じ乘 つて、 ホいて むる のでな く. まつて ねる 人を おかけました。 また、 せむし 
の やうを 人 も 時々 化かけ ました。 や はら R 光の 化 6 ないせい ではを いかと 考 へられ-^ ず。 

五 パの 中顷 にを ると、 やう やく 木の 新が がが てが 路樹が 一せ いに うす 綠 になち すが、’ やはり 义 
陽の 光の おいため か、 円本の やう じ 新が にを つてから 阿 もな く、 濃い 綠の樂 じな つてし まふ やうな 
ことが なく、 このうす 綠の W が 非 化 にないの です。 をして、 木に よつ ては 波く をらない う もに、 を 
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をむ かへ るの も あるく らいです。 

この 化路樹 がう す綠 じっ、 4 れた顷 のべ 
グリンの 氣 々は. 货に すばらしい ものです。 
どこの 巧へ 巧っても、 火き を お路樹 がみん 
をう す綠じ かざられ、 をれ が T 度 トン ネグ 
の やうに 巧 路をお ほ つて、 もの 葉の 間から 
太陽の ホが さして ゐる樣 はほんと うに 繪の 
やうな 美し さです。 郊外は こうした うす 綠 
の おや 体が ぶる ところに あら 皆す ので、 こ 
の新綠 のげ にべ グリンを 訪れの 人は 永 化に 
美しい ベ グリンを 化 ひがす ことで せう。 し 
かし、 この美し い綠 につ、-? ^<れ たべ グリン 
も、 九月 巧には もうを のき ざしが 化え て來 
るの ださう ですから 舶の 毒で をら ません。 
このためで せう、 お 物で も充 かに 巧 物の が 
がつ かを いうち 化 化 入れる やう 化を ると ち 



ぶ） ベルリンの 巧 上で 


るの ださう ですから 氣の 毒で をら ません。 
このためで せう、 を 物で も充 かに 果物の ホ 
がつ かを いうち 化 取 入れる やう 化なる と 云 


ふこと です。 ドイツでは リンゴは たくさん あ- C \ ますが、 相當 大きく をつ て、 これから 熟さう とする 
町' には、 もう 太陽の 光が 弱く をつ てし 奇 ふので す。 ですから ドイツの リンゴは Itv ついと 云 ふょら も 
ほんとうの リンゴの かがしを いのです。 この やうを ものを たべを ければ をら をい ドイツ人の ことを 
あ ふと、 日本の 兹 まれて わる ことを つく と あらが たく 感ずる のでした 0 

この やうを 美しい 新綠 のべ グリンで なほ 一 暦な を 喜ばした ことは、 いろ-.^ の 小な が ホな にた < 
さんね る ことでした。 さ 寺 をを や 形の たくさんの 珍ら しい 小 烏が、 新綠の 木み の閒を 美しい 鳴 
帮 でさへ づらを がら、 とび 1 t < わ クてゐ るの もべ グリンの なつかしい 思 出の 一つです 。をして、 これ 
らの小 烏を ベ グリンの 人み は大 へんに 可を いがつて ゐる やうでした。 郊外のを の おの 木には 大巧 小 
さを 小 烏 用の 化 箱が しば. 〇 つけて あら 3 す。 こうした ところ じ も ドイツ人 のち 然を あする お 持が あ 
る ことが うかが はれ 音した。 この やうを 環境に 巧つ たべ グリンの モ供 達が、 小 烏を いぢめ てむ ると 
ころを】 度 もぶ を かつた ことは、 當然を ことで せう。 公 閒や廣 場の ベンチに 腰かけて なると、 をの 
化 もと 化 で 小 烏 や摧が むらがつ て來 今す。 をの 小 烏へ 大人は もちろん 子供 4 でもが を やつて、 小 
なが 离んで をれ をつつ いて むん のを 眺めて 樂 しんで ゐ した。 ベ グリンの 中央に ある 火き を 公閒テ 
イ I ァ •ダグ デンには たくさんの リスが 化し 飼 じを つてむ 今す。 なは ょくもの リスに がを やつでむ 
る 人を ぶ ir {し 力が、 リスは もの 人の W や 手の 上 じの つては おいし さう にがを なべて ゐ るので す。 一 
巧は モ 化が 俯を やつて わるのを 化た ことがあら IK した。 
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W 動物と 云へ ばべ 火 リンには 、火 


がが じたくさん ゐ ます。 ドイツ人 


は 乂が乂 へん 好きで、 またよ く W 
巧い がつ でゐ す。 もしで このぶ 
じまでを 券が 出て ゐる ことです。 
もも スん棋 巧 ださう です。 朋 りを 


い 足の 短い ダ ッチ！^ ゥン ド、 エァ デ ー グ •ブ リャ 
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■ ^ Jr レグ 


み 心 を 
产 .警 


等が をく、 大きい のはを ると 小牛 化の もょ く步い 
でゐ ts した。 ベ グリンの 人達は 一寸 外に 巧る のに 
も、 買物に 巧く のに も 述れて 出る やぅです。 をの 
ため かどぅ かは わからません が、 面白い ことには _ 
ベ グリンの 巧 線、 化で 織、 ホ電 、バス 等の 乘 物に 
义を述 れて乘 つて、 よい ことじな つて ゐる ことで 
す。 ですから 電車 や バスに 乘 ると 大巧 一、 二阳の 
犬が 乘 つてむ ます。 けれども 乘 物に 乘る 時は、 必 
ずがを つけて、 口輪を はめる こと 化を つてぬ.？, < す 。脚. 
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犬が 乘 つてむ ます。 けれども 乘 物に 乘る 時は、 必 
ずがを つけて、 口輪を はめる こと 化を つて 忍ます。 脚. 

〜 ，1 ■ • i # iv < »•! —-MJrfsB ■- 

おつた 乂が乘 物のを かで かして 人の 邪駿 をし をい ことには 威、 むしました。 大きを 火が 混んだ 電 巧の 
中で、 人の 間に 挟ろ つて 巧 倦. 王く 坐つ て わるのを 見で、 質に ょく 訓練した もの だとな ひ 令した 。 H 
本の 火は をん とを く W かつて ホ さうな 恐い 威 じがし 4 すが、 ベ グリンの 犬は どんを， 大きな 犬で も か 
して恐しいと感じたことはあら1^^せんでした° 

あるが、 なは 二、 S 人の 人と 一所に 或 料理屋に 巧つて 夕食を たべろ した。 きれいを 室內に 大ぜい 
の 人々 が樂 しく 誌な a ながら 食事を して ゐ ました。 室の か 方では 樂± がご 一人で 音樂 をして ゐ るので 
す。 なを 速れ の 人と 一所に 夕食を 始めました 。ところが、 おのと をら の 席に むた ドィッ人の テ ー ブ 
グ のでから 火が 突然 プン^^-^/ \ とかえ たのです。 ょく 訓練され でゐ るとは ちへ、 や はら 動物です 
から 何 かに 驚いた のでせ う。 このぶ が 化え たため じ あちらこちらの ブ I ブグ ので じむた 約 十 巧 ばか 
らの乂 が 一時に ヮン--- とがえ 始め 寺し 力。 を 堂の 中に ゐた乂 々は、 犬を つれた 人 もつれ 
をい 人 も 一 おにち ひ 出して し-? ひ iK し 力。 お逮も おかしく をつ て 笑 ひ 出し 今した。 始め この 科规屋 
に 入つ たけは こんを にたく さん 火が この 中に わるな どとは 化 ひ.？ H せんで したが、 これで、 をん ど L 
ての 人が 乂を 述れて 巧て ねる ことが わかつ 力ので す。 もら ろん この やうを ところに ぶを 速れ て乂つ 
て もさし つかへ をい こと K をつ ては む iK すが、 をれ が あまり 夕 かつた こと、、 一度にを 部の 火が が 
え 立て 力ので おかし かつた のでせ う。 ぶを 述れた 人 速が、 シ I シ！ とちつ でを だめます と、 たくさ 
ん のた はもとの やうに 化の ドに 化つ てが かにな つてし 4 ひ嗦 した。 化は ホ 人 速が 巧 測を たべて むる 
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胜 閒も おとを しく 坐つ で ま 人の 云 ふこと をき. いて ゐる 、よく 
颗ら された ドィツの 犬を いぢら しく 思^ 今した。 

べ少 リンで もう】 つ 面 巧い ことがあら 皆す。 をれ まドィ 
ッ 婦人は 赤ん 巧を H 本人の やうに おんぶす る ことを し 咳せ 
ん 。抱く か、 さう でなければ 乳母 率に のせる のです。 でず 
からべ^ リンでは 乳が 率を W いみ 人が たくさん ゐ 寺す。 を 
して 乳母車 ごと 電車 令 バスに 乘つ でよ いこと にを つで ゐる 
のでず。 ホ電や バスの 軍 掌さん が 乳母車を 引いて ゐるお 客 
と 一所 じな つて、 をれ を 電車 K 乘 せたり 降した らして ゐる 
のをよ く 見 咳した。 今た、 お 線 電車 や 地下 銳の プラット ホ 
I ム I 巧く 長い 階段を 击 つたら 下らた なず る 時、. 乳蜡ず 
を 引いた 人は もの 侧じゐ る 誰れ じで も、 ホ傳 つて 載 ふこと 
が出來 るので す。 よく 軍人さん や ナチ ス黨の 制 ぉ 
を 着た 人が もの 乳母車を、 プラット ホ ー ム じ 上げ .* 
たら、 今た 下したら ずるのを 手傳 つて ゐ るのを 見 
かけ 音した 0 



リリ ベル リンの 巧 上で 


を灌 ホ- < ，かもの 割 巧 車を、 プラット ホ ー ムこ 上げ 
力ち、 ろた 下したら する のをず 傳 つで ゐ るのを お 
かけ した。 


ベ グリンの 中央に ある 大きるな 闆 テイ] ア .ダグ デンみ はづれ にある 動物 關 (ッオ In ッ ^ シ玉 
1 ン •ダグ デン、 ベ グリン ホ 民は これを 肺 巧に ッオ I と 云つ てむ 寺す) は 世 巧 的 じを ホぶ であら 4 
す。 この 動物 岡の 特徴は 世界中の 力く さんの 種類の 動物が ゐる ことと、 をれ 等の 動物が 化んで ゐわ 
ところと 巧 じ 様を 肖然の 寺、 のを 活 をして &る ことで あ す。 ム 野の 動物 閒の何 倍 も ある やぅな 
敷地 ぞ ち ぃス， \ の 動物が 廣い 桐の 中で、 のん ぞ支 陽の ホを' がび てゐ をち おや 木が ぁ 
る1度ライオンが住んでむたとこスのやぅじかられた野外の摇のなかを、 ライオ ンやトラが何十把 

も、 あつち こつち と 跳び 令 わ 
つ' て 辟 6 寺した。 なが 乂 てむ 
今した 化 小な が一阳 とんで 巧 
した。 をれ を乂た ライオン 
が 離れた ところから お 紙と び 
か、 ら 3 したが、 小 q はさつ 
と 娘び ぶつて がき 寺した。 ラ 
イオンが、 この やぅに，；：：： かじ 
跳び われる 稻 もこは がいの 
です。 オット セイ も ニ ト_ も 



巧 ふ 巧 かの みが な 


ぇら わて、 これ も おや 播 をう 今 
くと ら义れ た廣い 池の 中を ゆう 
とみぎ-? H わつ てゐ 今した。 

共 他、 を、 が、 袖が、 ゴリラ、 

オラン ゥ 1 タン、 狼、 キリン、 

お、 熊 等々。 力、 な 類の 中で 
も 燃な どは おを あしらつ 力す ば 
らしく 大きを 槛の 中を りかに、 

飛び わつ て した。 ぶ 物す 
る 人々 じ、 こうした 動物の 円然 
のま、 の 牛- 活を ぶさせる やうに 

工夫して あ した。 特に お 白い となつ たことは 山 ホの 小屋でした。 木戶が あつても こを 閒 けて 誰 
れ でも 中に 入る ことが 出來 るので す。 小展の 中には 山羊が たくさん わて、 人達が やる がをおい しさ 
うに 食べて むる のです。 た片 ホの 刷の 中にはげ 山羊が たくさん ゐ て、 もこには 小さを ホ 供が 入れ 
る やうに なつて む す。 子供達は をのが 山羊を だい々 り、 をで たらして 遊んで むる のです。 小さい 
時から こうして 動物を W をが る ことを ち然 にわから せる やう 化して あるので した。 
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震の ち 


ホの ル提 


うに 食べて むる のです。 奇力片 ぶの 刪の 中にはが 山羊が たくさん ゐ て、 を こじは 小さを ホ 供が 入れ 

る やうに なつて む Its す。 手供逮 はを のが 山羊を だい 力ら、 をで たらして 遊んで ねる のです。 小さい 

がから こうして 動物を 可嚷 がる ことを 自然に わからせる やう 化し V あるので した。 

• . .// ろ — •'V* 夕 3 1 4 s' ^ c£7t <5.‘ / -""v . 

寺た、 動物 脚の 隣 6 じある 水 族 節の 中 じは 化が 中のを らしい め おがた くさん 集めて あ 63 し 力。 

いろ/、 の あに まぢ つて H 本のみ 化 や 細が 巧 4 したのは をつ かし かつの j つです。 このめ 頻 のうち 

のヤ 々おは 袍の 化る のです。 ドィッの 眞中 、しかもべ グリンの 都を の 中 かじ おのかが みいで むる。 

なは をく 不思議は 化； 3 ましたので、 ょく 削いて 見 3 すと、 巧 巧 で 新しい 海水を お H 海から 運び、 こ 

の 水 巧舘の 中で 赔 おを 補を つで、 これらの おの 化を ホ かして わるの だとを ふこと でし 力。 戰巧 をし 

■て むても、 この 傑を 細かい とこ ス 

寺で おを つけで、 をのた めに 特娜 

の 巧 化を つか つても、 ベ グリンの 

人々 のた め K おしみを 絕 やさを い 

やう じして ゐ るとの ことでした 0 

'水 族 紙の 二階 化は ヮニ 、ト ヵゲ、 

へビの やうな 爬蟲領 が たくさんむ 

今した。 蛇を どは 南の ホの 乂路、 

轟 蛇を どよ くこん をに 多く 化め た 

もの だと 化 ひ した。 をの 中は 暖 

巧裝码 がよくが ホて わて、 ワ ニの 


.若み 
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室じ乂 ると 装いく らいでした。 

一二 階 じは な 蟲 '额が 飼つ て あ 61^ した 。 H 
本の 蟲を ども ゐ嗅 した。 而 白い 葬は こうし 
たお 蟲類 もむ 然の 、のを 巧を してなる こ 
とでず。 ょく 臺 所の 隅の しめつた とこ スや 
緣の 下を どに 出る 油蟲や ゲジ， 〜やヮ ラジ 
蟲を どが、 T 度緣の ドや讓 所の やうに こし 
ら へて ある 箱の 中に 飼 はれて ゐ ました。 

た、 幅の せ 今い 長い ガラス 筋の 中に、 一ぱ 
い 蜜蜂が 谁を 作つ のら、 蜜を 貯 への 6 して 
ゐる のが ガラスを 通して ぶえ る やうに して 
あら、 をの 入口 じは や はら ガラスで 蓋を し 
た 長い 雄の やうな ものが おの 外に おて むて 
蜜が の 出入ら が 手に とる やう じ わかる ので 
す。 化 様を お蟲頻 で 円 然の吨 巧を をの 寺 
、に觀 .お 阳來 る悚に エホして わらました。 


の ハインケ ル 巧 巧 機 - T - 踢 

ハイ ン ケル 乘躁お 機の 爆禪投 卞の瞄 I 巧 



ハインケル 飛行機 工場 

このへんで、 戰 '爭 をして ゐる ドイツの をを 少 
しぶる ことじし 咬せ ぅ。 ドイツは 今、 背さん も 
知つ てゐる やぅ じ、 日本と イ タリ I と ホを おつ 
て、 アメリカと イ午 リスを 巧手に 戰巧 をして わ 
えす。 ですから 戰 をのた めじな 非必 粟を 大跑や 
禪丸や もの 他の 其 器を たくさんから をければ を 
らを いのです。 中で も 近代の 戰爭 にを くて はを 
らを いものは 飛行機です 。ドイツの 郝巧 桃は 化 
がで も おぶな すばらし いょい 飛行機 だとを はれ 
てね.^ すので、 もれを 製 遇しで ゐる ェ踢の 設備 
をを るた めじ、 1 H 牌さん もよ く 御が じの^ イ 
ンケグ 飛行機の ゴ踢を 巧れ 寺した 0 
ベ グリン からち 動が で 約 一げ 阿、 オラニ エン 


蜜蜂の 出入ら が 手に とる やぅに わかる ので ィ 
す。 此樣 なお 蟲 '频聋 で円然 の化活 をを の 令 
、に 觀镑 出來る 様に エホして わらました。 






ブググ 町に ある この 工場の 前にを いた おは、 
これが H 踢 かと 化つ てび つくらして しま 
した。 火き な 門が あつて、 をのの ふじ 一つ 大 
きをを 派を 雄 物が あ 61^ すが、 もれな 外は 眼 
に 入る ものは が ばかち で、 工場ら しい 雄 物は 
一つ も 化え 咳 甘ん。 私の 乘 つた 巧動审 はを の 
門を 乂 つてを の述 物の 前に 止ら 違した。 この 
が 物は 事 お 所だった のです。 かを 9 の伞 配の 
支配人が お 化え になつ て、 エ喊の 中を 化せて 
ド さい iK した。 工場と を ふのは この かの 中に 
ところ ^ 化述 つて ゐ るので す。 をのた めに 
一つの エ踢 から 他の H 場 じ 巧く のじ も 円動单 
で 巧 < のです。 これ だけで もこの エ踢が どん 
をに がいか < おわから じなる でせ ぅ。 をのぅ 
もの 一つの 迹物じ 入らます と、 を こは 少年 H 
のをぶ 所な のでした 。養ぶ 所と 云 つても を 巧 

r » ! ‘II • / . . • 


巧, 


ノ 、イ ン ケル 巧 巧 機：! こ礙 


をに 廊 いか ピお わから じなる でせ う。 をのう 
もの 一つの 述 物に 入らまず と、 もこは か伞エ 
の黎成 所を のでした。 養成 所と 云つ でも 學校 

- - ■- mill-i-i- ■- lion— 

の やうに たくさんの 敎 室が あつで、 少年 達は 熱ムじ 飛行機の ことにつ いて 勉强 して ゐ 4 した。 をの 
速 物 じつ. といた 別棟は いス /\ の 工作機械 のが お 所でした。 大ぜ いの 少年 達が 熱 ふじ 工作機械 につ 
いてが おを してむ 寺した。 一つ/ \ の 槐械の 前 化 ヵー ドが あつて をの 日の 成績を 記乂 する やう じを 
つてむ 今す、 こうして 熱ム に勉强 をし、 货習 をして 腕を みがいた 少年 逮は 、やがて 大人に も おけを 
いやう を 技術を もつ て、 立派を 飛行機を つくる やうに をる のです。 

この 少年 達の ほかに、 この 工場には々 モの勞 側 おもたく さん ゐ るので す。 ですから 巧 モの勞 側 ホ 
の ためば からでな く、 少年 や 女子の エお のために、 大きを 運動場 やぶ 派を プーグ や室內 の體秘 場を 
どの 運動 設備が 充 かに 旧 巧て ゐ 皆した。 一 H の 勘務が 終つ た 人々 は、 皆を こへ おつて ホての び..^ 
と、. りかの がきを 逃 動 や遊戲 がが 來る やうに なつて むる のです。 述 動の あとでは、 其 處に緻 いて あ 
る 入が 踢やシ ャヮー バスを どで 汗を をが して、 すが ノ 、しい お々 じを つてみ 化歸 へる の ださう です 0 
父、 この 述 物の 中には 機を 室が あつて、 いつも お稱 おさんが この H 瑞じ 側いて ゐる 人たら の 健が じ 
化な してむ て おれる のです。 ‘ 

この. 丄踢 はがに きれいで おが 火き くと つて あ 6、 をの わめ 仕事場が 大 へんに 明るく、 衞 ホのに も 
中し々 をく、 なかは 解 然として むてと ころ^に 巧 化の が 柳を どが 巧 かれで、 氣梓 ょく 化 事が 山 巧 
る やう じして わ 6,5,^ した。，^ た、 か 社の が 物を 胎 がかの 刚 にうまく が阳 して あな、 もの 山、 化が を 
つくつ た 6 して、： J 化】 つのな 间の やうに なつて ゐ ました。 この 立派な すばらしい 設備を ホ 〇たエ 
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場で 製作され る 飛行 槐 が、 化み 
を おどろかす やうを 化 能を もつ 
てゐる ことは 常然 のこと だと 化 

巧 働を 仕 道路の 手入れ 


ひ 今した。 (ち 巧 倒 ホ 化 女モの 邸が 配逮 

勞働奉 化 

ドィッは々、 たくさんの 巧 モが戰 賜 化 出て ゐ すすの 
で网內 では 側く 人が み々 少 くるつ てゐ 4 す。 をれ で、 
をの やぅな 人手の 足らを いとこ ス へは々 子を たくさん 
使 ふやぅ にを つて 來 ました。 巧 巧 お 革の 革 掌さん や、 
地で 鐵 道の 驛 貝さん を どは 寺 だ樂を 方です が、 わ 巧の 
巧 掌さん 咳で 女子が 働いて む 3 した。 混合つ たれが り 


な を谢举 化 


使 ふやう にを つて 來 ましの。 巿內電 革の 巧 掌さん や、 
地下 鐵 道の 驛 貝さん を どは 違 だ樂を 方で' すが、 わ 巧の 
巧" 馨 さんまで 女子が 働いて む 今した。 混な つたわ 車の 



中の 人 速の 世話を して. むる々 子の がが さんを 乂 ておの 雜 にも 化 ひ 4 した。 4 力、 ベ グリンの が 上で 
女子が 郵便 お 達を してむ るのを 义奇 し々。 前に お話し 今した やうに、 ェ踢 ばからで なくこう した 方 
面に を ドイツでは 女子が 述んじ 働いて ゐ て、 人キの 不足を 補つ てむ るので す 〇 

八 パに をつ てから、 なは ベ グリンの ホ內 おがの が 掌さん で 栽い 巧モ や々 子が、 なれを いずつき で 


巧樹お 化； g が 化の 邮達 



切符を きつて むる のをょ く 見 音 
しの。 不化潍 じぶつて 閒 いてぶ 
咬す と、 學ホ のぶ 休み 利用の 巧 
側を 化 だと 云 ふこと でした。 を 
の 閒が帶 さん 達は 休む S ださぅ 
です。 こぅしで ドィッ人を 體が 
おな ひじ 助け ぁゥ てこの 火戰巧 
を 勝ち 化く ためじ、 一生懸命に 
をつ てゐる Q です。 

巧が が；^ とと ふことは、 ドィ 
ッ では ホが じ 火. 切を ことの 一つ 
で、 中等 學 巧を 卒業した 人は 巧 



モ でも かすで も、 が ヶが刚 必ず この 巧 側 お 化を し 
をければ ならを いこと にを つてむ ます。 若しもの 
巧側恭 化を しを ければ、 上の 學 校、 大 をを どに 進 
むことは 出來 をい のです。 巧す は 十八 歳から 二十 
おが 違での 阿に、 た、 ホモは 中等 學 校を 卒業して 
を ほ、 上の 學校化 巧く 人 だけが 義 おにな つてむ-^ 
す。 をして を 部の 人が 查 阿に あるを 化 隅の 合 お 所 
化乂 つて、 规律 おしい ホ活 をして この 勞侧奉 化を 
する ことじを つて ゐ ます。 

この 勞側秦 化は 前に お話し した 人 ホの たらを 
いとこ スを補 ふ ばからで をく、 ドイツ 阅 のために 
もつ と 必要 だと 云 ふ 化 事を して ゐ るので す。 巧モ 
の 勞側お 化 阿： 3： は々 は殆 んど戰 場に 出て、 軍隊と 
】 所に をって 卜 ；： 锁 地の いろ {の 化 事を して ゐ 


す。 をの^ め 蝴內で 今 寺で 巧 子が やって ゐた 仕事のぅ ちで、 女子で も 出 巧る 方 巧に 女子 巧 働 奉仕 國 
が 盛んに 巧 躍して ゐ す。 女子が. 働 お 化 脚の もっとも 巧 要を 仕事は 胜 みの ホ 俾 ひです。 々ドィツは 

ちかの 阿內で ドィツ人を がのを がを 作ら 出さを ければ ならを いのです から、 農を の 化 事は 大 へんが 


が 巧 谢 ホ '化 


す。 をの ホめ 蝴內 でみ まで 巧 子が やつて ゐた化 事の うらで、 女子で も 出 巧る 方 巧に 女 モ勞働 奉仕 國 
が 盛んに 巧蹤 して ゐ 寺す。々 子が 働 奉 化 脚の もっとも 巧 喪を 仕事は 醒 みの ホ 傅 ひです。 々ドイツは 


自 みの 阅內で ドィッ人を がのを がを 作ら 出さを ければ ならを いのでず から、 農を の 化 事は 火 へんが 
しくを つて 來 した。 をの 上、 働き 盛らの 興モが 大部み 戰 巧に 巧つ てむ 4 すので、 人手は 一 唐 足ら 
なくを つてむ 4 す。々 子勞 側を 化 脚な はこぅした 搜 をを 助ける と 云 ふ 大きな 役 倒を もつ てむ 3 す。 
化 入れの 手傳ぴ 、なに 出た あとの 家事の 手 傅 
む、 幼兒 、赤ん坊 等の 世話、 み 苗の 世話 等み 
子の 動く ところは いくらでも あら す 。玻閒 
のがい を 化と 夜の 规雜 正しい なが 生 巧と じょ 
つてけ かの 修黎 にもを る ことを ちへ て、 を 仕 
脚： 3： は 一生懸命に 化 事に、 はげんで わるので 
す。 

巧 車のを からぶ る .=川 の 中に、 巧 述の跑 夫に 
^^ぢって、 ホい頭ホをかぶつたおいみ子が働 
いてね るのを よく 站 かけ した。 この ホい 规 
ホを かぶつた み 芋が 巧 働が 化 脚 U なのです。 

こうして 人 ホの 化ら をい ところへ どん 伞 

化 脚 U が 巧つ て 巧 動して わ すが、 をの 他を 
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中 も 休みを 利 州して いろ--^ をぶ 惭に 俾 つてむ るので、 戰爭 をして なる 關 とは 思へ をい ほど、 ド 
イツ 啊內 はいつ もと 少しも 變つ でなない と 云 ふこと でした。 

‘ ベルリンの 國坟學 校 

六月の 中 羽、 お葉 燃 ゆるが かを か： おの' 1 H 、 あはべ グリンの 或 岡巧學 校を S 人の H 本人と 一所 K 
訪閒 をし した。 學 校の 逃 物は かをりみ いやう でした が、 もれを 出來る だけ 使つ てゐ るの も ドイツ 
らしい ところが ぶえ 寺した。 をのを 校は ぶ 地 障 じある 第二 闕お學 校と まつて 女子 ばか 6 の學 校で し 
か。 

あかに 化 違は 校 お 化 牛-の お 部 庵に 行きろ しみ。 が 常の お 年の 如 人の 校長 先生に お訪ねの おおを す 
せ たが、 ドイツの 阀ほ學 校に ついていろ {と 伺む 咬した。 闽民學 校は 八 年 問で 課 同は 錠 術、 阅 
語、 地理、 膝 化、 测 巧、 體 操、 手工、 岡 叢、 唱歌、 を敎 で、 この 他 K 五が からの々 子に 育兒 法、 を 
理衞 生、 を 事が 加は 6、， 八 年になる とおに 遺 傳學が 加は る さう です。 この 課目の うらで 日本と 變つ 
てむ るのは 宗敎 とわ子の 課目のを な 法 等で せう。 この 游 一一 网巧學 校は 生徒 數約 一千 人で、 職 员は二 
十四 人、 戰巧 前は 五、 六 人の 巧 子の 先 ホが 居 6 寺した やうです が、 を部戰 線に 巧つ てむ 4 すので、 
今は ホの 先生 ばからで した。 いろ/ \ お 話を 伺つ で、 私達は 校長 先生の 御 案 內で敎 室を ぶて 廻ら 3 
し 力。 先っ 始め じ 一二 年生の 算術を ぶせ てに き 4 した。 化 化が 出し 今す いろ'^- の 間 題を 子供達は 手 

と b デ C を； 民 こを 富ら ました。 日本を 同じ やうを のには なつかしく おひろ した。 こ、 で 一寸 巧 


が 


ベ ルリ ンの闊 找學が 


今は々 の 化生 ばか 6 でした。 いろ/ \ お 話を 伺つ で、 お 達は 校長 化生の 御 案 內で敎 室を ぶて 廻ら 3 
しで。 先づ 始めに 一二 伞 化の 算術を ぶせ て-風き 令した。 先生が 出し 4 すい ス< ，の閒 題を 子供達は 手 

を あげで 元氣じ 答へ て 居ら 4 した。 日本を 同じ やうを のじは なつかしく 思 ひ 咳し 力。 こ、 で ーイ面 
白い と 思 ひ したのは、 ドイツでは 引算が をい のです。 ですから 買物を する 時で も 加へ 算で やる の 
です。 たと へばと 圓 五十 錢の 品物を 買つ て 十圓の お金を 波した とき、 お 店の 人は 品物を 持つ て 巧て 
もれを 買ウた 人に 渡して と圓 五十 錢と 口で 云 ひ、 ホに 五十 銭を 出して 品物の 値段との を 計を 八圓と 
云 ひ、 た 一圆を 出して 九圓 、さらに 一圓 おしてを 部で 十圓と 云つ て 品物と 釣錢を 渡す のでて つ 
ろら 巧 ふ 人が 渡した 十圓 を、 商人は 品物と 釣銭と でを せて 十圓 にして 持つ て來 るので す。 をの 時 決 
して 引算で この 釣銭を 出さず 必ず 端数の お金を ホ々 に 加へ てが 物と 釣錢 とで 初めの 金额 にして 波す 
のです。 ですから 學 校の 算術で も かう した 評算を やつて ね 寺した。 ホに 見 呼した のは 八 年生の 圖盡 
でした。 を ぁを 為を して ゐ ましたが、 目 本の 皆さんと あえら 變 つて ゐ せんでした。 をの ホに お 達 
は 六 年生の 音樂の 授業を 乂 4 した。 絕對音 威敎巧 じょら 兮す 和音の 練習と 合唱と をし で 化せて T さ 
した。 ドイツは 御 ホ かの やうに T 1 ト ー ゲ エン、 バツ户 、シユ ー べグト 、ヮ グナー 等の お么を 
音樂 家が 出た 闕 です。 ですから、 音 樂の阔 と 呼で 云 はれて むる < らい 音樂が 盛んです。 がの この や 
うな おぶ を 音樂象 達を ホんだ ことを ドイツ人は 皆 誇 ゎと してむ ます。 ドイツ人 にと つては、 音樂は 
なくて はなら をい ものを のです。. ドイツの 一寸した を 庭には 大巧 ピアノ かゲア イオ リンが あり、 ち 
た ラジオは いつもょ い 音樂を やつて む兮 すので、 こうした ところでが ウたモ 供 達 力. 卜 がに 音樂じ 
したしみ、 をれ を やる やうに なつた ことは おがの ことです。 このを 校の 六 年のを 樂の巧 業を 化"^ し 


がふ 糊が のみが が 


たげ、 これば からは H 本は IK だな けて むるな と 化 ひ した。 いろ/、 のか诗 の 練％ に 棘ん ど ピアノ 
を 化は をいで やつて わるので す。 一通ら 紳 巧が 終つ てから お 速の のめに 女帮- '二部 か 巧で P 1 レ ライ 
をの 他 二、 一二の 曲を 歌つ て < れ奇 したが、 さすが 音 樂の阔 の 子供達 だと 威ん する ばかりでした。 を 
の敎 室に お別れし たお 達は、 最後 化 やはり 六 年 ホの 體 操を 見 咬した。 ドイッでは 體 せを ホ おじか 耍 
にして ね兮 すので、 學 校な 外の み 年 脚で も 盛んに や 〇てゐ るので す。 をして ろた 述 動の 設備は たく 
さん あつ て 悼 巧は 嘘ん に をれ を 利用して む 令す。 ベ グリンの が 外 にある あの ォブン ヒックス タデア 
ム等も 查部巧 巧に 閒 化して あらえし 力。 一一 おばから 化物に 巧き し 力が いつも 一般 逃 動 場は 大ぜい 
の 人がぬ て、 いろ-^ の述 動を して ゐ した。 ドイッでは 體脊 はもと から 盛んでは あり したが、 

ヒ ブト ラ] が總統 じを つてからは、 益々 盛んにを な. しの。 岡は 學校 でも 五、 六、 よ 年は 體 操の 時 削 
が 一 逊閒に 五 時間 も あるので す。 もと/、 ドイッ人の 體 格は ょかつた のです が、 體 ザを 嘘ん にして 
からな ほ 立派を 體格 にを つて 來 今し 力。 六 年の々 子が 體扱 着を 若て リズ ミヵ グな述 動を してむ まし 
たが、 どのす も、 どの 子 もょ い體 がを してむ した。 . 

立派を が つららし 力體 格と 元氣な あかるい 朗らかを 性格と を 持つ ドイッみ 阀巧じ おし、 い ス{ 
威ムし したお 達は、 塾す ぎに 子供達 や 化生に、 渝 化な 化 ひ 出を 感謝し を がら、 この 學 おに お別れ 
をした のでし 力—。 • 

X • X 


が 


避 雛 おが 化 待所訪 が] 


をし 力ので した—。 

X X 


避難 兒童 收容巧 訪問 

空が 晴れて さへ &れ ば、 をの 夜は 大抵 謗の 飛行機の 樂擊を 受ける？ リン 始め 大都 かの 子供達 
に對 して、 第二 賢 £ 脊 に 彼い 讓を挪 つて & ら れるヒ トラ 18 は 命を 下して、 み裝 のをい 巧 
をを よ 地へ 子供 逢を 夕數 をつ てむ 寺す。 勿論 もれは 円 ホです から、 ベ グリンを どで も 4 だ隨 かずが 
述 はおら ろす。 す 供 逢が 送られる ところは、 をから 健糜化 としてぶ ない 所 や、 組 お 場な どが 選ば 
れ 、をの ± 地の 寺院、 ホブグ 、をの 化 大きな 速 物が 化を 所に あてられ てむ す。 おはの パの 終な の 
ぶる H 111 人の H 本人の 方と 一所に をのせ 隙を 化せて-のき した。 

ベ グリン、 アン グタ ー 驛 から 巧 巧で 巧 巧へ 巧く こと 四が 間で ヮィ マ ー グと云 ふ驛へ 到着、 こ、 
から 〇 動が で 一げ 問 ばからで H 1 ゲン ド グフと 云 ふ 川が に 着き"^ した。 木造 一一 一階 述 のこの 述物 はこ 
の 地ぶ ナチ ス駕 巧を お 養 化 所で あつた さぅ です が、 巧が 達は 巧 旧 化しえ みいて ゎ哥 したので な. 巧收 
が 所 こした のです。 十 ぷ から 十 g ： な で 9 な 二が 二十 人馀 6 がら 4 した。 山の 中で 何の 鞋化 もな 
い H 々をを つてぬ る々 な 速は、々 H は H 本の おを 様ポ 巧る と 火 茜び、 私 迷の 円 動苹が 化え ると 平を 
ぉな 歡邢 をが げて迎 へて くれ 寺した。 だ 小卜 の ある この 山が は 冬の お 候です が、 をれ でも 女な 遂は 
おへ 译ら てな 速を 取 岡み 「ャパ ー ナ (H 本人と 云 ふこと^と ナチ ス ぶの 敬禮 をして 乂 巧び でし 
た。 所 じか ド 十 S 指 お：：；；、 廷 十ぶ の 巧莱の 建. 速が この 收が 所の 職り です。 ホ 化 速は 殷人 が一 





部语こ 一巧 ス寢 ぉきを して ゐ ました。 若 物と 0 巧 品と 勉强の 道具を 入れる 戶 棚が 一個 づ 、典 へられ 
てあつて 私達が 入る とす 供 達は， U かの 戶 棚を 脚け て、 をの 中の 整頓ぶ りを 化せろ のでした。 一部 庵 
おにを の 子供 連に ょつ てが のぶ 前を 扉に はらつ けて あ した。 食堂、 臺 所、 お 業 室、 病室な どを 
ぶて 火 誰を に 巧き 4 した。 全部 のぞ 供 蓮が 一堂に おツ てな 達の ために 歌 や 遊戲や 行進 等を して 見せ 
て くれました。 お 暇を しやぅ とすると 所な さんの 礙靖 でを 部の 子供 逢が r バンダイ’ 一を 唱 へて 下さ 

\ 

ヮイ マ ー グで 一夜を あかし 
たな 達は 翌 目を こから 數里離 
れ てむ るチユ ー リンゲン のが 
が地帶 にある 溫な 場へ 巧き 今 
した。 途中 自動 享で ドイッの 
誇る ァク トバ ー ン (自動 卓專 
用 道路) をな 二十 巧で 走った 
炎 化な 化 ひ 出は みんじ おれる 
ことの 出來 をい 一つです。 世 
ホ 化ぶな いチュ ー リンゲンの 



つたのは 摇 しかつた ことでした。 
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職 ふ 巧が のみ ザ 日 か 


-ッ トラー ュ— ゲント 雜 巧が にて 


寅の 二】 巧 の 巧 


某む こおな 中の かお 達 




句ぶ 巧ぶ.-' 

募舉拓 

V バ を..；.- .護み 


おを 左 ホに 眺めて、 はてしなく 絕く曲 一々 たる アウト バ 
I ンをか 適な ドライブを しを がら 巧く こと 二げ 間餘 
ら 、ホに がれて； 史 におが 地帶を 逝む とやが て溫 を' お K 


着きろ した。 


バ グ ァ ス ^ ゥ ゼ ン の ヒ ト ラ ー ュ 1ゲ ン ト離習所には 


巧 お 十 人 ほどの みおが 收 がされて わて、 お 途も晝 をを 


一所に 巧き ました。 を 事を してなる 脚に も 女 化 達は 端： KH 本のが 少が 脚に ついて お 達に' 赞閒し し 
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バグ アス^ ウ ゼンの ヒ + ラ I ュ I ゲント 離 習 所には 
巧 お 十乂 ほどの ホ 兒が收 をされ て わて、 お 途も畫 をを 


一巧 じ 頂きました。 食事を してむ る 脚に も女兒 達は 盛に H 本の 巧 少年 闽 じついて あ 達に 赞閒 し哇し 
た。 別棟には 五、 六 人の ユー ゲントの 巧な が 横 型 飛行機の 製作に 一を 懸命 でんた。 一隅に ある 模型 
の 飛 巧 機を 指して これは 巧 阀の戰 聞 機 だと か、 爆擊機 だと か 云つ て說叨 して おれ 寺した。 かぅ した 
ことにょ つて 少年 違に 航 をの 知識を 絕 えず 敎へ这 んでゐ る やぅでした。 

巧に 巧く こと 二十 か 化で タ バグ ッの溫 泉 場の ホ ブグに 着きう した。 こ、 は 巧 おば か 6 と 十 人 巧、 

ユ I ゲントの 制服を 若て なか-^ 巧潑 でした。 部 崖に 入る と、 部 馬 長が 「載を かけ， 一の 號 をを かけ 不 
動のを 勢を とつた ところで ナチ ス 式の 敬禮を する のです。 大きく をつ たら 何になる のと 脚 < と 巧 口 
を 揃へ て 「軍人に」 と 元 菊に 答へ し 力。 查員 誰を にがつて お 達の ためじ ドィッの 軍歌を 歌つ て X 
れ ました。 綺 へる ときには やは な 「バン ザィ」 の 連呼で 向 動が を 化な 寺いて 抛ず AJ - すると 云 ふ 騒ぎ 
でした 0 

11 R 閒 にわた つた チユ I リンゲン 地方の 避難所が 训の樂 しい 化 出を がに、 をの 盤 円 午前 のれが で 
ベ グリンに 歸 へら-^ した。 ■ . 

ヒツ トラ 1 と ドイツ 

ドィッは 前の 歐洲 大戰 のとき、 二 巧 巧 人と おふかく さんの おい 巧 子が 戦. 化した のです。 をして、 
戰 巧が おつて からの ドィッは いろ-- - の ものが 不 化し、 殊にな 巧が 少 くを つて 阿の 小は 滅ぶ 巧ぶ じ 
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なつで しま ひ 令した。 化带の 無くを つた 
人が たくさん 出 ホ、 を べるのが 無くて： 化 
の 人 も あり、. をの 力めに 网內 では 暴動が 
あら こもで 起る やら、 火 へんを 騷ぎ でし 
た。 お 命は どしどし さがる ので、 ついに 
は パン ー切-む ふのは 巧 マ I クのお 化を 何 
かも おして やつと た ふこと がが ホる やう 
じを. つてし 令 ひろした。 こうし 力と きに 
岡 巧に 推されて 大統領に をつ たのが、 ホ 
ぶな ヒン デン ブググ 元帥 だつ たのです。 ヒ ンデグ ブググ 元帥は どうかして ドイッを もとの やうを 立 
派を 阀 にし やうと 一生懸命 じを つて 化萍 をして むた のです。 しかし 阿內 には 咬 だ共產 主義のを へを 
もつ た 人々 がむ 甘して、 ヒン デン ブググ 元帥の この 立派を 化 事の 邪聰 をす るので した。 こうした 的 
雜を ドイッの 力めに 一み を祖蝴 ドイッに がげ て、 か產 主義の 人々 を 一が し、 もとの 立派を ドイッ 國 
に 立 憤 さう として 起ら 上ク たのが ヒット ラ ー であ 63 す。 

ヒ ッ トラ）は前の大戰のとき 一 お卒として刚部戰線に從おして、 ホ柄を立て違し力が、 をのとき 
ダスの ために 兩 眼が 見えを < なら、 搞院 K 收を され 咳した。 病院に むる 阿に 戰巧 はお したが、 



が 


ヒツ トラ ー 結?^ と ドイツ 


ヒット ラ ー は 前の 大戰 のとき 一 兵卒と して 两部戰 線に 從 軍して、 ホ 巧を 立て 令した が、 をのと き 
ザスの ために 兩 眼が 見えを く をら、 搞院 K 收を され 寺した。 病- 院 K むる 問に 戰巧 はお し 力が、 


をれ からの ドイツ 剧の殺 子を 閒く 力び じぢ つと して ゐる ことが 巧がず、 この ドイツを 元の やう じす 


るには どぅし たらょ いかと、 寢 でも 起きても を 
へて ねた さぅ です。 やぅ やく 失 巧す る ことを う 
ぬが 打て 退院した ヒット ラ I は、 をの 當げ 岡內 
じあっ た、 數 々の 愛闽刚 隙に ついて 調べろ した 
が、 どぅしても 白 かの おへに 合 ふ蝴體 がを かつ 
たのです。 をのが やは 6 戰 がに 巧つ てむ した 
お i 逮の 小さを 闽體が あり 今した。 隅 貝は ゎづ 
か 六 人だった のです が、 をの 阿 腊の考 へて ねる 
ことが ヒットラ^ ~~ の考 へと みつて むた ものです 
から、 睛 r じと 巧 同の 態 U として 乂刚 したので 
す。 了 化々 から 一一 十五が 前の 一九 一九が のこと 
でした。 をれ からの ヒット ラ ー はち々 の 生きる 
おはこれ だとを へ、 け々 の おへを どん {化 岡 
じ 敬 おして だん--^ に 哉 U を ふやして 巧き irs し 
た。 をして 載の 义前も 「お 族 社 か ホ お ドィッ 巧 


ヒット ラー 總統巧 巧 
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.ラ I ユ I ゲン 


侧£ と夕 かけ 踞 U か 
ら椎 されて 哉 巧と なら 
違した。 この 「は 族祉 
おホ義 ドィッ 勞働 態」 
を お 速は ナチ ス駕 とを 
つて ゐ す。 とこ スか 
をの 常時の ホを 黛の 人 
々は、 この ナチ ス 溝が 
ねたので は 円か 達は だ 
めだと 考 へ、 いろ ^ 
腿 姐を 加へ たのです。 
をのた め ナチ ス駕 と、 
か 鹿 溝との 問には が々 


巧窗 中の ヒッ 

圃爭が あつて、 ある 時を どは ミュンヘン とを ふ 都で 一度に 十六 人の ナチ ス 黛の 人々 が おされた こと 
がわら 4 した。 しかし さぅ し 力 ことがあ ると 益々 ヒット ラ ー は元氣 がが 它、 この 惡い考 へを もつ 力 
人々 じぶつ かつて 巧つ たのでした。 をのた めに 一時は 問 違つて 監獄に 入れられ、 ナチ ス驚 もが 散を 
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が あら 今した。 しかし さう した ことがあ ると 益々 ヒット ラ ー は 元氣が 出て、 この 强い考 へを もつ た 
人々 じぶつ かつて 巧つ たのでした。 をのた めに 一時は 間違って 監獄に 入れられ、 ナチ ス驚も 解散を 


命ぜられた ことがあな iK した。 

をの 後 ナチ ス黨の 難： 貝は ふえる ばかりで、 一九 S 一一 年 ついにな 萬 人を 數 へる やぅに なつて しす ひ 
咬した。 をして 励內 でも ナチ ス黨 でを ければ だめ だと 云 ふ與が 多くな つたので、 をの 惦の 政膊 はや 
めを ければ ならな < なら、 げ の火統 觸ヒン デンプ > ノグ 元帥は、 ヒット ラ ー を 首相に しみので ず。 を 
の 年は 两泮 紀元 一九 三 一二 年と 云； 5 今す から、 今啤 から r 度 十 年 前でした 。ところがを Q 韻华 、火統 
領ヒン デン ブググ 元帥が JJ く 


なられた ので、 ヒット ラ ー は 
總統の 化に ついて、 太' 統斌と 
首相の 化带を 一所に する こと 
になつ たので ず。 をれ からの 
ヒット ラ I はほんと にか-が 惜 
し 身ず ドィ ッ 別ろ ために 敵き 
寺し がび 

をれ からの ドイツは 化るな 
るう もに よくを つて、 々寺で 
の ドイツとは 咬る で 逃つ たず 


賊 


む 


敢 






靴 ふ 微かむ みが 加 


I 1 一: 一、.- 

■ J.M 


'ザ-.. た 




巧の 泌励 



前の 歐洲大 
戰 のが、 二な 
银 人の 戰死お 
を 出し、 をの 
後の 物を 不を 
のために、 常 
が 生れた 赤ん 
巧が 巧 おの 榮 
養不 をから ど 
ん 死んで 
巧き、 ま 力を 

黎不 をの 靑ぃ頗 をした 子供達が ドイツ 阀 のに r はいに をつ 
てわたので すが 了 お共帖 から 一一 十一が たった今 H 、 當 時の 



黑" 

哉 


ばらしく ホ 派な、 をして 强い 阿に なつて しまつた ので 
す。 闽內 のかを 潑の 人々 は 一が され、 ほんとう によい 
网 として ホれ 變 つたので す。 

ホな の骑 巧- 



氏 S しこ '£ つ C ■ムを こ- 


シャを 巧を にして 戰爭 


5 了 


ヒツ トラー もを がと 卜* イツ 


黃 すなの 靑い頗 をした 子供達が ドイツ 阀內に r はいになつ 
てわたので すが T 化 其 時から 二十 一年た つたみ H、 當 がの 



榮養不 をのを 供 達が々 若い 兵隊さん にを つて 立派 K イが リス、 アメリカ、 ロ シャを 巧手 じしで 戰等 


せの 体を のを 



をして‘ ぬるでは あら 甘ん か。 この 一事 だけを 見 
ましても ドィツ 阔が 立派に 立睛 つたこと がわ かる 
でせ ぅ 0 

ヒット ラ I は ドイツ 闽を よくす るた めには、 ホ 
づ 子供達を よくしなければ ならない とを へて、 ヒ 
ツ トラ I 靑 少年 刚 (ヒット ラ ー •ュ ー ゲント) を 


つ < り、 もこで 靑 少年を 鍛鍊 し、 訓練を ずる やぅ 
にし 令した。 モ供途 をよ く 育てる じは か 親を よく 
しを ければ をらない と 云へ ば、 巧を 丈 ホに 强 く、 
をして よい お 巧さん にす るた めに、 巧のを や毋の 
學 おを 造ら、 巧 親を 化め てはいろ--^ のこと を敎 
へ 力ら 運動を させる やう じし 今す。 岡 民を もつ と 
健が にしを ければ いけを いと 思へ ば、 す r じを 補 
の 運動 踢を こしら へて㈱ ザを 盛んにし ます。 3 た 
脚を 自動が とを ふを いよい 自動 巧を わくさん 遇つ 
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が 


て阀：！？にわけ、 をの〇動がのためのな動車が用逆路 (アゥト . バーン) を述なして阿巧じ健账と樂 
しみと をな せ 力 化 適を ドライ ゲ をず、 める と 云 ふやう 化、 何から 何まで 國 民の ため、 をし で ドイッ 
國 のために 考 へて 化 事を して 來 たのです。 をの 他に 軍備を さかんにして、 飛 巧 機 や戰が 等の お 器を 
たくさんを つて ドイッ 网を 巧を K しました。 こうしで 剧 巧の 考 へて むる ことを どしどし 巧 村して か 
き 3 したので、 國 巧は ヒット ラ ー のす る ことなら ば 大丈夫と ちつて、 巧 ふして ヒット ラ ー の 云ふ虽 
6 じ 働いた のです。 この やうに ヒット ラ ー と國 民と が一 致 協力した ことが、 今 H の大 ドイッ 國を造 
6 あげた 火き を 原因 だと 思 ひろす。 

しかし、 ドイッ 圆巧 は. 今でも ヒン デンプ ググ 元帥を 火 へん 化した つてむ 令す。 をれ は 今の 立派を 
ドイッ 國を造 6 あげたのは、 ヒン デン ブググ 元帥が をの もとを つく 6、 をれ を ヒット ラ ー 總統 が巧乂 
けついで を ほ 一 暦ょ くした の だと 云 クてゐ す。 ですから とこのを 庭に 巧き 3 しても、 必ず ヒット 
ラ I 總統 の寫眞 とならべ てヒン デン ブググ 元帥の 寫眞や 給が 飾つ て あるので す。 これは ドイッ 网民 
が ドイッ 巧 建の 英雄を したつで むる 氣 持を 現は してむ るの だと 化 ひ 今した。 

今 ドイッは 國 のを 力を あげて、 イザ リス、 アメリカ、 ロシ ヤと徵 つてむ 聋 す。 前の ホ 州大战 こな 
れ たこと をょ く 知つ てなる 閒 民は、 今度の 戰 をは どうしても 勝 力を ければ いけを い、 敗け てを る も 
のかと ちつて、 一生懸命 化 働いて むる のです。 をして 今た、 ヒット ラ I 總統を 信じて ゐる闕 巧は 歯 
統の言 ふ 通らに 動いて、 おに かぢ りついても 勝ち 拔 かう とーム にを つて わるので す。 

戟爭 をして むる ドイッ 网を 訪れて、 いろ-^ の ホ 而を站 せて 巧き ましで をは、 こうした 力 强いド 


がイ ダリ 


のかと をつ て、 一生懸命に 働いて むる のです。 をして 3 た、 ヒット ラ I 總統を 信じて むる 國 民は 曲 
統の言 ふ 通らに 動いて、 おに かぢ りついても 勝ち 拔か うと ーム にを つてむ るので す。 

戰爭 をして むる ドイッ 闽を 訪れて、 いろ-^ の 方而を 化せて 巧き ましたを は、 こうした 力 强いド 
イッのを をぶ て、 ほんとうに 賴 もしく 化つ たのです。 をして 円本と 手を 挺つ て 世 おの 敵で ある イザ 
リス、 アメリヵを 倒す 奇で涵 張つ てで さる やう ふから 祈 6 咬す と同晚 に、 ドイツは 必ず 勝つ と 云 ふ 
ことを はつ きらと 償 じる やうに を 61^ した。 ■ . 

イ タリ 1 ^ \ 

ベ グリンに しばらく 居ら 兮し たおは、 六ぶ 十 化 H 今度の 旅行の 第二の 目的地で あら すイ タリ ー 
へ巧ぴ 令した。 途中 ミュンヘンと 云 ふ 都 脅で 一二 H ば からぶ 物して、 二十 1 1 H の 夕 お ミ ュンへ— ン から 
出る 口 -T マ行の 巧 革に 乘る ことにしました。 

をの 朝、 朝を のために ホブグ のを 堂に 巧き 15^ したと ころ、 をのを をに 思り した 人達が 皆繫 おし 
たがを して、 ラジォの 放送を 熱 ふに きいて むる のです。 何事が 起つ たの だら うと 閒 いて 見 すと、 
ドイツと ロシャ とがつ いに 戰爭を 始めた と 云 ふこと を 知らせて ぬるので す。 をして ラジォでは々、 
ゲッ ペグ スち傅 大巧が ロシャ との 戰 おの 规 ホを 說刚 してむ るので した。 をれ を 聞いた 時化は、 これ 
は H 本に 歸 へる ことが 出來 なくを つてし まつた と 化 ひ 1 f < し 力。々 での H 本と ョ I n ッ パとの 巧き 
きずる 道で、 一巧み をを をして 近 かつた シ ベリ ャ鍊 おが、 ドイッと P シャ との 戰 巧の ためじ 逝れ な 
くな つてし ^5 つたから でず。 けれども、々 ベ グリンに 蹄へ つたと ころで、 H 本に 歸 へる ことが 出 巧 
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るので はを いのです から、 豫が 弛ら イタ リ I 巧を ぶ 巧す る ことにし 3 した。 をの H の 夕方 おは ミユ 
ン ヘンの 驛 から ロ ー マ 巧 のれ 巧 に 巧り 寺した。 

巧が がみ 巧 化巧ァ .グプ スの雜 にさし か、 つて 來る明 じを ると、 H 本の 山阀に 似た おた が 多くな つ 
て來 ろした。 ドイッの が 野は 俩 もない 廣 いがです が、 や はら、 この 山の 地方は 山水の^ め れ 
て、 下が H 本 化かへ つた やぅな 威 じがし 音した。 をの 目の 午後 十 時 頃、 れ 車は ホぶな ブ レンネ グ峭 
の 驛じ蒋 きました。 こ、 は ドイッと イ タリ I の阀 境で、 時々 ヒット ラー と ムッソ リ I 二が をつ てい 
ろ'-^ 相談を する ので 化が じ 知られて ゐ ると ころです。 山の 中の 驛 とは 化へ ぬ 立派を 驛へク いの 气 
がは しばらくを こで 停 巧し 令し 力。 おはこ、 で ドイッと イ タリ ー の お 巧 乂の檢 をが あると 化つ てむ 
4 したと ころ、 今 3 での 闽 境の 枚が とは もがつ で 別に 調べられた をの もを く 非常に 樹單 でした。 

か 後 十一が お、 奇だ 肌寒い この ブ レンネ グの驛 を あと 化して、 巧を はいょ-^ イ タリ I 闽じ向 ひ 
今した。 同じ 車で 乘ら がへ をし じを の 、口 I マ-^ で 巧 かれる やぅに なつて むる の も、 や はら 同 邸 
國の ためだと 思 ひ 寺した。 

發朝なは目をさ1<<して化1><すと、 巧单はイタリー岡の中ほどじある、 フ ロ ー レ ン スと云ふ都に昔 
いて ゐ^< した。. 驛の巧 モが辨 常 やら 果物を どを たくさん 黃 つて ゐ 咬す。 私は ドイッで あう 6 果物を 
力べ る ことが 出 ホな かつた ので、 早速 小さを 猫に 入つ でゐ る* ん ぼを 巧つ てた ベ 寺し 力 o ' 久し ぶら 
じたべ 力 果物の 化は 下 度 H 本の もれと M じ やぅで、 火 へんを つかしく たべる ことが 出が ました 。 I 


化 


マに て 


たべる ことが 出來 なかつ たので、 早速 小さを 猫に 入つ てゐ る禪ん ぼを 巧つ て 力べ 今し 力。 久しぶ 6 
じたべ た 化物の 化は T お H 本の をれ と M じ やうで、 火 へんを つかしく たべる ことが 出來 寺した。 


おおは さら じ 南 じ 向つ て をら し 力。 イ タリ！ 
の鐵 道は を 部、' 雷 氣機關 をです から、 この 阿內の 
旅は 火 へんに 渝 快でした。 がをから ぶえ る . U 川の 作 



ら方や 梁 物の 木を どの か 6 方が、 火々 H 本と 似て 
む した。 南に 巧く じした がつ そ、 太陽の 光 •億 
く、 を さも だん に 加は つて ホました。 

ロ ー マ じて 

六 巧 二十 lllH の お 午、 おは 第二の 问的 地で わら 
今す ィタ リ ー の 首 化 P 1 マの 中 かがが 場へ 降り IK 
’i しで。 ベ グリンと はちがつて、 をいだ の あ 盛らで 
ぉ す。 强い 太陽の 化が 1 H 中 お 6 つけて ねて、 T 化 
巧-南 岡を 化は す やぅを この ロ ー マは ベ グリンと' は述 
巧 つた 明るい 威 じめ 都 かで あらます。 巧路樹 もょ く 
_ 繁 つてなる の もべ グリン ふ もがつ てゐ した。 

こり マは をからを えた もい 郝 なので、 とこ 
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ス どころ じがの ぶ殘 りの 述 物が あるのは なんとを くを つかしみ をな え 今した。 4 た ホ 巧の 奇わ 6 を 
とら かこんで 裔い 城壁が あら、 をの 中が 蕉ホ 術、 外側が 新 ホ 街と なつて ゐ 咬す。 この 城鹽 のために 
巧が はべ グリンょ らも 盤 然とは して ゐ皆 せんが、 をれ だけい ろ-^ 變 つたと ころが あつて を か-..^ 
面白い 都です。 

この P 1 マの 夕 物の 一っに 啦 水が あり 嗅す。 ベ グリンの 巧の 一寸した 廣踢は 小さを を 岡 じを って 
ゐ今 すが、 この nl マは この やぅを 廣場や 巧 巧には 大巧 喷 水が ありうす。 をして をれ が. がに たくさ 
ん あるので す。 ですから ロー マは、 ータ喷 水の 都と も 云 はれて む 咬す。 いろ-,^ の 形を し々 これら 
の 噴水が 装い 口 I マの 街に をし さを 添え、 道行く 人々 の氣 持を 休 嘆せ て くれる のです。 今は 戰爭で 
すから 夜は 燈乂 管制の ため 暗いです が、 戰爭 前は この 噢水 じ照刚 がして あって、 すばらしく 美し か 
つ 力との ことで し 力。 

口 I マの 銜 にはべ グリンの やぅ にがお 電単や 地 T 鐵 道は あら 寺 せんが、 をの かわりに ホ內電 巧 や 
バスの 他に 無軌道 電車が たくさん ホって むろす。 車 腾もィ タリー 人の 巧みの やぅ K きれいでした。 
をして これらの 乘 物は 殆ん どを 部が、 をのぅ しろから 乘 つて 前から 降らる やぅに なつて む 寺す。 乘 
つてから を こじ 腰かけて ゐ るが 掌さん に 切符を がつ て赏 って、 始めて 爬 かけじ かける のです。 降り 
る 時は 前の 方に 巧つ て 出口に あるべ グを自 々で おしてが を 止めて もら ひ 今す。 

をの 他の 乘物 としては 馬車が をい ことが 眼に つきう した。 夕方 陽が おらて からこの 巧が に乘 つで 

新 ホ 巧のを 阔 等を 1 4 わらし した ことは、 栽の 樂 しかつ カークです。 


る 時は 前の 方 じ 行つ て 出口に あるべ グを自 々で おしてが を 止めて をら ひ 身す。 

をの 化の 乘物 としては お 車が をい ことが 眼に つきう した。 夕方 陽が おもて からこの 巧が に乘 つで 

新 ホ 街の 公圃 等を 一 わ 6 し した ことは、 棘の 樂 しかつ カークです。 

化 こお 話し 令した やうに、 この イタ リ ー は大 へんを いので、 日中の 一時 頃から 四が 巧までの 閒大 


抵の 人は 休み 皆す。 をして 强い 太陽の ホを さける 
ために、 窓の 戶を閒 めて 室內を 暗く して、 蕾寢を 
する のです。 あろり じ 寒い ので、 さう でもし をけ 
れば 疲れる のでは をい のでせ うか。 おも この ロ ー 
マ やを の 他の 都 貪を 化て 廻り ましの が、 晝は 大巧 
ホ テグに 歸 つて 休み、 夕方 今た がかけ る やうに し 
てむ しの。 

ィ タリ <— ムツ ソリ* 二 

こうした 太陽の 化に めぐ ろれ たこの ィタ リ ー で 
は、 別に 手を かけなくても 作物は 火 へんにょ く 出 
來；^ す。 ですから ィ タリ ー の 人々 は 化 白から あちら 
働かを かつた めだ さう です が、 ムッソ リ ー ニと を 
ふない 人が 出て々 の やうな か 派を ィタ リ I 阿を 化 
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ら 上げ 力ので す。 ムッソ リ I 二が 始めて 內閒總 
理 大臣に なつた 時、 ィ タリー をが 巧に 向つ て、 
「なの 父は 鍛冶屋で お H 鐵を きたへ てむ た。 お 
も 父の ホ傳 ひを して この 腕で 鐵 をき 力へ てむ た。 
なは これから、 この 鐵 をき 力へ た 腕を もつ て、 ィ 
タリ ー 网 民を きたへ なほす の だ」 と 叫んで、 をれ 
での 惡 かつ 力 ことを、 どし なめて 巧つた の 
です。 ィ タリ. 1 は 化が の 人が が 梅と となの 阿と 云 
つてむ 今した くらい 秩 がが 亂れ てむ 4 したが、 ムッソ リ ー ニが 立つ てこ S 网を がめ 始めてから、 を 
ぅした 惡 いこと をす つから 改めてし 奇ひ 3 した。 ですから 私が ィク リ I 阿を あちら こもらと 旅行し 
3 した 間 乞食を 一人 も站 かけを かつた の も、 この ムッソ リ ー ニ. の 大きを 手柄では をいで せぅ か。 を 
して 今は 立派を 强い圆 にを つた イタ リ ー は、 日本と ドイツと 手を 据 つて、 アメリカ、 イみ リスを 相 
手に 戰 つて ゐる のです。 前の イタ リ I を 知つ てむ る この 网 巧は、 立派を 阀 になつ たのは、 ムッソ リ 
1 二の おかげ だと 云つ V 「ド ー チュ (總 理：} と あがめで わます。 

スバ ジオ 山の 植林 事業 


をの 立 胶をィ タリ I 阅を きづき 上げた ムブ ゾリ ー ニ 苗 巧の し した 化 尊の 中で、 すばらし. いこと 
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スバ ジオ ルの 始 林審樂 


スバ ジオ 山の 植林 事業 


みの 立派を ィタ リ I 阀を きづき 上げた ム ブソリ ー ニを 相の し した 化 尊の 中で、 すばらし いこと 
を 二つ ほど 皆さんに お話し 咬せ ぅ。 / 

ロ ー マと フロ ー レンスと 云 ふ 都の 中閒 に、 アッシジと 云 ふ 小さな 阳が あり 寺す。 この 町は キリス 
卜敎の 偉い 化 帥さん サン. フランチェスヵ とを ふ 人の 狸て た、 - 
ホい 立派な 敎會が あろので なぶを W です。 この アッシジ 刖の ぃぶタ ダ 
裏手に ある 山が スバ ジオ 川を のです r • ‘ 

この スバ ジオ 山は 山を 體がお 川で、 木は 1 本 もない 充山だ 
つたので す。 ムッソ リ ー ニせ 和に なつてから、 


フ アシスト 黨の 中に あるい ろ-^ の義 巧が 
の 中の 槛林 義勇が (木を 抓を る ことのた め 
に 働く 部隊) に、 この スバ ジォ 川に 水を 抓 
るる やぅに と 命を したので す。 をれ ； 
を閒 きかつた 人々 は、 あんを お 川に 
木を 聊累る ことは 的來る ものうと を パ 
つて、 权對し 今した さう すずが、 ム 
ツソリ ー ニが 相は をん を 寺；： 萊 には 
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お向き もせず 化が を どし' ^ と 巡め 4 し 

ち 、 

化づ 姑め じ、 スバ ジォ 川の ぶ 上 咬で 
〇 柳 巧の 孤れ る 迸が を 作 6 嗦 しの。— をれ 
が出來 てから、 をの 義巧 がの 人々 はの ホ 
化の' 亂 離と 脚帖を おいて、 一 乂四义 化の 
蜗 さに 火き な' ソンマ ー を 持つ て、 おを く 
だき 始めた のです。 をして、 何 H も か、 
つて 一乂凹 方の 蚁 さの むを、 小 お 化に 小 
さく 細かくく だいて し"？ r < ひ した。 化の 
こを にく だけた 踢 所へ、 ょく H 本で 
もぶ 今す、 おの 刚に 化睾 むる やぅを 强 
い 單を椒 をて、 もれが 小石の' 閒 じ® をは 
ら 、何が か 後に 化の か 川に よって - H が 出 
來 るのを 待つ たのです。 こうした 踢 所が 
この 川々 做に 何； 円ケ 所と 云 ふ ほど あるの 


ですから、 乂 きを 化 巧 だつ たと 化 はれま 
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N 



來 るのを 侍つ たのです。 こうした 踢 所が 
この 川々 備に 何が ケ 所と 云 ふ ほど あるの 


ですから、 乂 きを 化が だつ たと 化 はれ 3 
す。 四、 ぶ 年た つて か々 十； か 出が てから、 
杉の 阳を がを 寺した。 をの 化 率を 始めて か • 
ら十年 稍た つた さう ですから、 杉の 巧を 抓 
宏 てからは 网 、お 年た つてむ るで せう。 な 
がを の 川に つで 牠 がし-? したと ころを 巧 
3 すと、 すく-.^ と 一一 米 ばか 6 に 佈び力 杉 
の 若木が、 ずつ と 山の ぶ' 上 でつ < ぃてゐ 
るので す。 ムッソ 二 首 巧は をの 菲 業に 
ついて、 ホ S やうに I ; ム つて おられる さう で 
す。 「たと へ 五十が： 日 年後に ムッソ リ ー ニが 
化し ス アシスト 幾が C びても、 この スバ ジ 
才 山の 杉が はいつ-? でも 繁 つてむ て、 フア 
シスト 撰の 條 たを 巧が を 永久に 殘す ことで 


あらう。」 と 

X 
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リブ トリ 


才の 關壑地 


この スバ ジオ 川の 抓が 事業に も 負けを いす ばらしい 事業に リット リオの 閒懇 事業が あ 64 す。 口 
1 マから ナポリと 云 ふ 池へ 巧く おを は、 途中で リット リオと 云 ふ 新しい 町の 驛 じが 巧し す。 この 
リット リオと ち ふが よ、 ムッソ リ I 二が 首 和に をつ てから 出 巧 上つ た 叫で、 ホく から あつた 邮 でも 


をく、 また 円然に 人が 集って 出 巧た 町で も あり 咬 せん。 をく 人 
が 必要な ために こしら へた 町を のです。 どぅして この 町が 出來 
たの かと 云 ひます と、 この 附近から P 1 マの お < 咬での 击 地は 
一體に 化く、 水の 流れが わるいた めに、 一而に おっ 力 巧 地が を 
く、 ものた め 恐し い マラ リャ 蚊が たくさん 敬 ホして マラ リャ搞 
じか、 る 人が お 年 非 おに 多 かっ 力ので す。 こぅした 衞生 上に ょ 
くを い、 この 十一 地を もつ とよい 小-地に しやう と 云つ て、 ところ 
に 溝を 掘ら、. をの 雑を また 大きな 川の やうを 如 割へ あつめ 
て、 をの 川の 適當 をと ころに 火き なモ ー タ I をつ け、 この 水を 
巧 對侧の 一段 商い 骗 刺の 川へ 吸 ひ 上げて、 おへ 流す やう じして 


しま ひました。 この モ I 夕 I の冰焊 が 第る ところに あつて、 始 
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終 二. 媒 父は 一 ご 摩の モ ー タ ー が姻 つで 水を 吸 ひ 上げ、 商い ♦ぶへ 流して む 
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リツ トリ オのド 巧 地 


な 對侧の 一段 商い 视 刺の 川へ 吸 ひ 上げて、 おへ 流す やう じして 
しま ひ した。 この モ I ターの 小 接が おる ところに あつて、 始 



f 



終一壤 父は 一一 蕩の モータ I が姻 つで 水を 吸 ひ 上げ、 巧い •ぶへ 流して む 
ました。 雨が 降つ て 水が 夕 くを ると 二莖 父は 一二 皋のモ I タ ー が姻 つで 
水を くみ 上げる の ださう です。 この おお、. 濕 つた 机 地が 乾いて、 をれ 
な來 マラ リャ 蚊が 出を くを つたので す。 ところが このと 化に ムッソ リ 
J 二 か 相は、 か 物を つくる ことにしました 。をのた めに 人の 巧んで む 
なかつ たこの 地方へ、 人を 盤め なければ ならを か C わので、 化 業し 力 
人 や 七 地の 狹 くを つ力携 ぶの 人々 を 化め て、 阀巧 移民 脚を つくる こと 
にし まし 力。 を こで まづ 第一 巧に をの 人々 の 化む ぶを つくらを ければ 
ならません ので、 この 地方のと ころ に 新しい 町を 述 なし した。 
をの 一つが リタ トリォの 町です。 を こには 搜あ 物を 化め る ホ 巧、 摘院、 
學杖 等を 雄て、， をの 人達の 化を を 造らを し 力。 もうし V 化つ みお 化に 
ょつ て、 何も 出來を かつた この 地ぶ は どし ぐ閒染 され、 稱 々の 作物 
が 出來る やうに をり ました。 おが 化 令した マッヵ レ ー ぜ地乂 の 閒雄地 
はが 島と 棚葫 e 川でした。 ほ 動が で 二十々 ばか 6 ホら 脅した が、 ちつて 
而のを門川でとこス~^~^に火きを带動化楼機がぁ6、 をれを力 
こんで 十 人 化の 人が 盛んに 麥 のとら 入れを してれ ました。 父 荫い姻 巧 
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なの 中 かじ 火き な铜詢 ：饥エ 巧が あつて、 術な 则 とたく 
さん 作つ てむ 今した 〇 この やぅを 閒错 地が マから 
ナポリに 巧く を 中に たくさん あな 4 す。 

スバ ジォ 川の 椒 がず 業 や リット リォめ 閒 報が 榮を化 
をして、 新しい 阀ィ タリー の 巧のを を 化る ことが 出 巧 
えした o ' 


イ タリ 


の 少年 


ムッ ソリ ー ニが ィタ リ ー 阀の首 和に をつ てから、 寺 
づ一齊 初めに、 次の ィタ リ ー をが むつて 立つ 巧 少年の 
敎 ザに 力を入れ 寺した。 もして おか 伞の敎 が 訓練の た 
め バリ ッラ巧 少年 蝴 をつ くら、 ィ 々リ ー のか 脚权を 入 
阐 させて 立派な イ タリ ー 峭民 になる やう 鍛雜 する こと 
にし 身した。 後に リツ トリオ 巧 少年 蝴 にかは つてから 
も、 八 威から 十一 一一 歲每 での 少年 蝴を やは 6 バリ ツラ閒 
と 呼んで ゐ 音ず。 ではを ぜバ リツ ラと^^ けた かと 云 


ひ 咬す と、 これ じは ィ タリ！ か 年の 燃 ゆる やぅを 愛网 私の 物語らが あつたの です っ 



1 註 


と 呼んで ゐ 音す。 ではを ぜバ リツ ラと；^ けた かと 云 


ひ 今す と、 これ じは イタ リ I か 年の 燃 ゆる やうを 愛 阀必の 物語らが あつたの です。 

'イ タリ！ の 化 部が 都を デ エノ ゲア S パン マト ー ネの废 場に、 もずに ル おを つかんで、々 にも お 


げ つけ やぅと おら 上げ、 敵を にらみつけ 
た 少年の 銅像が あら す。 このみが が * 


7 


化" バ リツ ラと 云 ふ 

ぶ 前な のです。々 
か 約 一二 巧库 前、 
をの 常げ の 大网才 
I ス タリ ー のた め 
にい ス の 無理 
を ことを をはれ て 
も、 時の 政府は ど 
うする こと も出來 

を かつた のです。 デュ ノゲァ の 化 | ;!^は、 をうした聴 
の おいか 化の や 6 ぶに が慨 して、 げが 巧たら ば才 I スタ リ ー にな 巧し やうと、 ぢ 
つと 巧つ てむ した。 

一と w 六が 十二 W おりの ことでした 〇ォ ー ス タリ ー のが 除の 一部が すなに も デュ ノゲァ ホの 城外 
じすえ つけて あつた 火恤を 引が スし 、フランスとの 戰 踢に述 ぼうとし した。 をして か 六が に 引か 



戰ふ 巧が のみが 了 3 


せた この 火跑 を、 わづ かの 巧で が 6 ながら 市の 中 かにと おしか、 6 ました。 をの H は 肌を さす やぅ 
な 冷い 風が、 鶴つ く 術と 化 じ おれく るつ て、 をん となく 不氣 化を 俩薄 かお 6 さぅな H でした。；^ 六 
'却 引きの 乂 施は、 T が パン マト ー ネの廣 場 じがた 時、 あのが が 犯の 中に め 6 这ん でし 4 つで ービク 
とも 動かな くを つてし う ひました。 おが 巧は 巧を はげ 3 し 小の 抗を 鞭で た、 いてみ 4 したが 大袍は 
一寸 も 動かぅ とし 音 せん。 街の 人々 はこの が 様 じあら こらから 化つ て、 を' 2 皆 わなを 取 岡んで し 4 
ひ した。 r づ してむ ると どんな ことになる かも かれを いと 阳^ つた 巧が 朽 は、 人々 にむ かつて 
「ホ傳 つて おれ」 と賴み 寺した。 しかし、 人々 はた < ニャ-^ と 巧 ふ ばからで した。 おつた 巧が を 
は 鞭を おら 玉げ て 人々 を 追ひ挪 ぶと し した。 をのげ です。 ボ '口，〜 の シャツを 着た 来 化の みがが 
小 おを つかんで 人々 の 前へ 化ました。 年は 十一を 化、 右手を 横に、 化を が 娘つ て 「やつつ け やぅ か、」 
と 人々 にがつて 叫び 脅した。 「やつつ けろ」 の靑萊 が 終る かがらを いぅ もに おが おは 鞭を 振な k げた 
皆、、 節を 巧 ホに 染めて 火' 地 化 倒れて し 今 ひ した。 

I ハ リツ ラ、 诏 歳」 人々 はヮ アツと 歡帮を あげて、 翔を 化い のォ ー ス タリ I おを 化 岡んで、 おを は 
げ 、を r り、 化 測 じして、 火 晒を 化ら 返し 4 しの。 デュ ノゲア 巧 巧は この ことを 脚いて々 まで ぢつ 
と巧徑 をして ゐた 恨みを 一時 化燃發 させ、 火が を 組んで ぶ 器を モ にして 立 も 上つ たのです 。をして 
オ ー イタ リー のが 備 おを# 所で 巧 も 破ら、 デュ ノダア を 市 ほの ホに 化 巧し、 ついに イ タリ ー 獨ホ戰 
爭 へと 城が つて 巧つ たのです。 デュ ノゲア の 染物屋の 小 化さんで あつみ バリ ッラ 少年の' 巧 敢な巧 動 


が、 この 火 単 業を をし 遂げた 元を 造つ たこと をィ タリ ー 阅巧 はちれ る ことは が ホ せん。 をれ か々 
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爭 へと 繼 がつて 巧つ たのです 。デュ ノダァ の 染物屋の 小僧さん であつ み バリ ッ ラみ 年の 巧 敢を巧 動 

ち この 火事 業を をし 遂げた 元を 造つ 力 ことを ィタ. リ 1 网找 は总れ ミミ 出が ませ も をれ が々 
もな ほ 銅像と なつて 殘 つて ゐ るので す。 

もれから 一二 巧 年、 「ファシズムの 少年 闽はバ リッ ラ 脚と 呼ぶべし」 と ムッソ リ ー ニ 首相が 巧め のこ 
とに ょつ て、 バリ ッラ 少年の 巧 敢を巧 動は 永久に ィ タリ！ 少年に 愧 つて、、 むの 鑑みと をる ことで せ 
ぅ。 を こ' リッ トッ ォ巧 少年 闽と 改められても、 がに バリ ッラ陋 の 名を 殘 して わる ことで も、 ムッソ 
リ ー ニを 相は ィタ リ ー か 年に 大きな 期待を かけて むる のです。 

リット リォが よ 利ぶ 少年 阿は、々 から 六 年 前に 新ら しく 出が h. つた 刚體 です が、 をれ な 前の バリ 
-ッラ 常 か 年 脚は み 年 脚、 か々 圃 、靑が 脚、 處女刚 の！： つじ々 れて むて、 六 族から 十八 歲 での 巧少 
’ 中が 义 脚す る ことにを つてむ 寺した。 をして、 まとして 體脊 、訓練に 力を入れて ゐ たのです。 

しかし、 をの 後 新ら し < 巧 巧た リッ トリォが 太利靑 少年 脚は、 劇 巧の 年を 十八 威から 二十 一歲寺 
でと して、 この 年齡の 巧みが 巧々 を. ホのと つの 阿' にみ けて、 一 暗 訓練、 鍛鍊に 力を を、 r ことにし 
たのです り 

おの そ 脚 (巧々 お 六 i 八な) 

. - みが 脚— 特に バリ ッラ 脚と 云 ふ (八— 十ー ニ歲) 

•み々. 脚 (八 — 十の ぶ) 

巧 年 刚壬千 十と 變.‘ 


巧 ふ 巧が 0 みが 了 4 


を. 女 脚 (叶 一ニ ー 十と 蔑)— . 

十： 円 年 フアシ .スタ 脚 (十と 丄 j 十一 お) 

處かフ アシス タ脚 (十ん— 二十 一な) 

をして、 脚け は现化 約：^ 巧 旗 人と を. はれて ゐ 4 す。 脚の お前は 「なぜよ、 服 化せよ、 戰 へ’ 一と 君つ 
てむ 令ず。 信ぜよ とは、' 加岡ィ タリ ー をな じる ことで あら、 服 化せよ とは、 ムツ ソリ ー ニに 對 して 
服從 する ことで あら、 戰 へとは フ アシス トィ タリ I を速設 する 力めに、 あく 音で も戰 へと を ふこと 
をのです。 

リット リオが み 年 脚の まを 化が としては、 精神を 鍛 へ、 備巧 じよつ て 體を鍛 へ、 がお敎 ザに よつ 
て巧二のィタリー阀：：^としての準備を巧化することにあるのです。 をの化め小をが中學校と述絡し 
て腾 がを 施ん にし、 キャンプ 年} S 、 化 触の ための 轉地ホ 巧、 お 上及陀 上の 锻鍊 旅が 等を 盛んにして 
次の ィタ リ I をが 巧つ て 立つ 巧み 年 巧 かを、 をし く、 をして 强く する ことじ 一生懸命に なつて むま 
す。 

イ タリ I のが 都 ホには 必ず リット リオ 巧 少年 脚の 支部の 大きを 述 物が あり、 をの 中 化は を 補の 尾 
內 隙が 設備が 充 かに あつで、 元 おのよ いイ タリ ー 巧み 年が 盛んに 逃 動じ、 體 がに、 水み じと 體を鍛 
鈍して ゐ In . した。 をして、 ムッソ リ ー ニを 相の 强ん でゐる やうを 立が をイ タリ ー 阿 K 化なる ベく、 
々、イ タリー ホみ 年は 力强 くぶ も 上つ て わます。 





々、ィ タリー ホみ 年は 力强 くぶ も.！： つて わます。 
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南 イタ.. r じて 


ィ タリ I の 旅行の 中で、 一潘 おの 朗の 中に 巧つ てむ るのは 南ィ タリ I の 旅で あらます。。 I マ か 
ら むがで 南に がく こと 契げ IT を こは ィ タリ— 第一の 泌 として、 ミ靈 地と してが ぶを ナポリ 
の 都轉が あら 皆す。 

•ナ ボリ 蹲に 沿つ たかぶを サシ タグ. チァ 火 通り じある ホ ブグ じの つて、 おから 後の ナポリ 鱗 どぶ 
したを き、 化は ず 「お、 すばらしい、」 と 叫んで しま ひ 今した。 M いおを した 火き を ナポリ 鎖、 
を-の 機を へだて、 向 ふじ もび える ゲユス ビォス 火山、 あの ポンペィを 一夜で つくした をから 二 
中年、 みを ほを の 時と 同じ ホい 火を 大空に げき 上げて むる グユス ビォス 火 川のを の ホい 火が、 ナポ 
リ 蹲の 巧い 靜 かを 小波に ホい お 傑を ちらばろ： 器ない 巧の 影が 小波を もいて ぬる 機 ミを く 一 
幅の 渝を 曲る 樣 です。 を 旨い： 器 巧 も 赤い ごス ビォス たち 靑 いおとに 美しく. 飾られ カナ 
ポリ 潑に 沿つ カナン々 グ チての 大通 -0 を、 円本で みょく 歌 はれる 「サン クグチ 尸の 歌」 を 口ずさみ 
を がら ホい 力 ことは 旅 巧 中の 一巧を つかしい 化 出でした。 

この ナポリ 辨じ 沿つ て 、； J 度 ナポリの な對侧 じある ソグ レントの 町は、 避を 化と してえ た 遊 糖化 
としてぶ ない 卜こス です。 みは 戰 巧の ためじ 訪れる 人が をく、 町は さびれて ゐ 今した。 高い 化の b 
にある この ソグ レントの 町、 ほのお で數 へられる 潑んだ 海を 眼下 化、 はるかに 地中が の 水平線を 


f 


挑め、 わに ダ エス ビォス 火 川、. ナ ボリ 槪 等を 遙 
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にある この ソグ レントの 町、 あの お 音で 數 へられる 滋んだ 海を 腿 下 じ、 はるかに 地中 おの 水平線を 



邮 
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リ 
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眺め、 ホ じ ゲ王ス ビオス 火山、' ナポリ 潜 等を 盛 
くじ 化るな をは、 繪 であ'^、 靜 であり 4 す。 ナ 
ポリの 夜景とは 反對 に、 この ソグ レントは おの 
姑を がす ばらしい のです。 一度 こ、 を 訪れた 人 
は、 巧び ソグ レントを 訪れて 化た < を ると 苦 ふ 
ので r 歸 れソグ レント」 の W 諮が 巧來 たの だと 
をはれ てね す。 

しかし、 かぅ した.：：： 然の 美に めぐ れた ナポ 
リ にも、 〇然の 恐ろし さも あつたの です。 ポン 
ペィの 邮 、をれ は阳ホ 紀元前 からを えた 立派な 
都 称で あつたので すが. > 紀元 阿 〇 年. め この ポン 
ペィの 巧 後に ある ゲ エス ビォス 火' ぃか 大 燥がし 
て、 一夜に して 町を 做が、 がの のめに 地つ てし 
つたので す。 州れ てから 約で 八 巧が、 近 化に 
をつ てから 掘む 出して、 をの ま、 化 化が して あ 
す。 巧邮 のぶ 派を 道路、 二 千が 前とは 化は 


れ 


I 


巧 ふ 巧 かの かが 


78 




れ をい 逃を にはを く 慾 化の ほ' かは あ 6 ま 
せん。 お 破は 谢んど がれて むて、 おと 增、 
だけの みが 夕 いのです が、 をれ でも この 
ポンペィの 隨墟を 一巡ら しを すと、 をの 
おけの 人々 の ホ 巧の 様 そが わから す。 
このを かで 殆んど 巧れ ず じ、 をの 今、 掘 
ら 出された と 云 ふ、 ベッチと 弦 ふ 人の 件 
んで ほた ぶに 义 つてぶ 皆した が、 澡の迹 
て 方、 をの おすを.、々 と あ 寺- 〇獨ク V む 
寺せ^ した。 廣い 中庭、 卜れ をと ら聋 
く 廻 6 廊 ドを ど、 を か--^ 立派を もので 
した。 た 野外劇 場、 苛が をを ど 下 お 今 
の綻お 場の スタンドの やぅに 巧 來てゐ 
した。 町のと ころ に 水道が あるの も 
驚ろ かされた 一つです。 R 本の 錢 おの や 
ぅを か 巧が 巧が 數ヶ 所に あら、 巧で 逆ら 




■れ た乂 きなが 梢 やがい 化憩當 であ し 
〜。 

この ボン ペィの 晦 墟の乂 U に愧物 館が あ 
つて、‘ こ、 から 碱 おされ たいろ/、 の もの 
が贩 列され てあら し 力。 お" お、 を 姉 等の 
架紳扣 からを 事の 道み、 霉所逛 み 等の 
り §、 化 ハ 他の ホ 巧に 必 巧を 溢 かがた くさん あ 
しのが、 をれ を 化て 化は 现 化の 遊 具と 
みし も趨 つてむ をい のには 瓶スき 咬した。 
ぶげ などの やぅを もの もを く M じ 巧です。 
を めげ 化の 父 化 S が 速は すばらし いもの 
T で、 今は をれ に 力 くぷ 巧、 带舶 、ガス 等が 
加は つたく らいです。 をれ を 除けば 娩んど 
夕 .がと 錢 つてむ をい のを 知つ て々 く 北の 父 化 
ぉ； に 敬服して しま ひました。 この 晦骗を 化て 
^ 人 S 化の お 6 錢 つてが くを を、 がつ き 心と 



、, 
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が 化せられ たやぅな 威 じがし をした。 

lb 


ベルリン お戀 ‘ 

をの 最惡靈 では、 とぉに シベ ジャ鐵 道を 再び 逝つ て歸る ことにして むました ところ 前を 
お話し 言た やぅに、 ドイツと n シ ヤの戰 ずの たろ シ ベリ ヤ鐵 道へ 巧く 逆が ふさがつ て歸 、る こ 
とが 出來 をく をつ てし 寺つ たのです 。ところが イタ リ I のがを 終つ てべ グリンに をいて ぶます と t 
アメリカ、 南アメリカを 通つ て歸 へられる ホが 火み 居り 今した。 ベ グリン 化 戰爭が 終る 4 でむな け 

れば をら を S を 嘉 へて &言 たおを、 歸 へれる るのを らち 歸へ ろく 努力を して 堂 ことじ 

しやぅ とか、 むし した。 もれで 奇づ おみに、 义刚洋 を 波る 船の ことを H 本 郵舶か 社の ベ グリン 出張 
がに わつ て 尋ね した。 化 アメリカの ニユ I ヨ I クに 巧く 船は、 ポグト ボグの リサ ボンから 出 4 
す。 南アメリカの ブラ J 、 アグ ゼン チン 行の 船は、 スペイン 船が スペインの 泥から 出る とち ふこ 
とでした？ 化アメ 'リカを 通つ て歸る ことは、 外を をの ほかは なか/ \ むづ かしい とのこ どで、‘ よ ぶ 
止。 をく 南アメリカを 通ウて 錦へ る やう じみめ 4 した。 をして、 H 本 郵船の 方 化 スペインを 九月 姑 
めに出る船の室をとクてでさるゃぅにぉ願^3し皆した夕 

スペインの 船化乘 るの じは、 どうしても スイス、 ス ランスを 述 過して スペイン，^ で 巧 かねぶ をら 
ず、 た 南アメリカに 巧き 11^ しても ブラ ジグ、 アグ-古 ン チンを 逝つ て、 太 ホ 泮掉の チリから H 本の 


船で 乘ら なければ をら をい ので、 をの 通過す る祠 々の ビザ ー を 取る ことにし した。 ビザ ー とを ふ 
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も^ ルリ ン I けを 


: パ-’ V ,：, I む 1 ミ I - ノ H ーノ ； ミ 、ー ツ をががし V プ ぺ イ ン 哇で巧かね^\^なら 
ず、 今た 南アメリカに 巧き してる ブラ ジグ、 アグ' ゼン チンを 通つ て、 太 ホ 泮掉の チリから H 本の 


船 じ 乘らな けれげ をらない ので、 をの 述過 ずる 顿 々の ビザ ー を 取る ことにし 寺した。 ビザ ー とを ふ 
のは、 をの 闕の政 かが 化闽 人に 闽內に 入 つても ょいと 云 ふこと を證 明し 力 ものを のです。 をして を 
れは 大使館、 な 化 館の ほかに 領事 舘 とを ふの が あつて、 をの 領事さん がを の證 明を する のです。 戰 
爭 前は をの 領事さん の考へ 一つで、 極めて 御單 K ビザ ー を 出した のです が、 戰帘 になつ てからは み 
闽は スパイを 驚が して 一 々をの 本闕 に 閒を せて、 本闽 のが 許しを 得てから 出す ことにして むろす。 
をのた A に 私のを 過す る スイス、 フランス、 スペイン、 アグ ゼン チン、 チリ I の お ヶ岡の ビザ I が 
圣部 揃ふ哇 でーヶ W 化 上 か、 6 寺した。 と パ 十九 H にべ グリンに 歸 つてから 化 巧 ーニ巧、 ベ グリンを 
出 敬す る 寺で お H 催 化 や、 キ緻 きのた めに H をを々 てし まつた のです。 を 中で あ らに而 倒を ので 
いつをの こと 歸へ るのを やめて、 ベ グリンに 戰爭が 終る まで 居る ことにし やう か ともなつ たくらい 
でした。 ‘ 

けれども、 私と 同じ やうに タ ペインの 船で.、 南アメリヵを 通つ て歸る 方が 十と 人 稍 おら ましたの 
で.、 何とかして をの 方々 と 一所に 衍 ける やうに と 巧 力した， 結果.、 やう やくを めぶ々 と 一所に 九 巧 一二 
日， ベ グリンを 出 敬す る ことが 化 巧ました'。 

一巧 十五 人 (あとの 二人は 飛行 糊で スペインに 巧つ のので す。)、 と 一所に 化 パ ご 1 H 午後 九 時、 ベ 
グリンの ポッッ ダマ ー 驛 を出發 しました。. をつ かしい、 をして 樂 しい 化 出の 夕か つたべ グリン じあ 
後の おがれ をして ——。 巧 巧が 驛を 山る とがを ひ 合は したやう に、 ほつ としまし わ。 をれ はを 盤の 


巧ム狗 がの 少が 
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あるべ グリンを 離れた と 云 ふので。 
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•翌四 H の 午後 一 一時、 ドイツと スイスの 网携 である バ ーゼ\ と 君 ふ 町に つき 4 した。 この 町は 阀巧 
じあつ て スイスの 領 -fi です が、 この 师の中 K ドイツの 驛が あつても こだけ が ドイツ 颁 なので ず。 私 
遽一 巧は を こで ドイツと スイスの 巧 人 や 稅關の 方々. の檢 がを ぅけて、 いょ'.^. スイス 闽 內に乂 
した。 スイ スバ I ゼグ驛 化衍き 皆し 力お逮 は、 巧带ボ 出る まで 咬 だ 時刚が あらまし たので 驛 のを 堂 
にがつて 化ん ました。 この 十五 人の ホの お 世話を いろ--^ としてで さる 义が 、「巧さん 何を 飲み 寺す 
か」 とを はれた とき、 を 部の 人が 「ほんとの n 1 ヒ I を」 と 云つ たので 乂が ひし 寺した。 もれは ド 
イツでは 化 加 品 ばから 飲んで ゐ たもので すから；—。 を 料 切なを 出さなくても 白みの がきを ものを 
円 わじ たべられる お 巧 子の 川、 をして 4 たお 物の 山、 をぅ した ものが おな を 出せば いくらでも 巧へ 
るの が 不思議を くらいで しみ。 

’ 一 げ閒 ばか 6 休み 皆した お 逢は、 スイス-、 バ ー ゼグ驛 敬の 巧单 にの つて、 この 阀の 首府で あるべ グ 
ン にが ひ した。 スイス 岡は 御 あかの やうに 化が 化ぶ 商い 赏 をのよ い 岡で ず。 阀の 四方が 川で かこ 
まれ、 巧ぶ を アグ プス川 脈が おの ホを ホつ て 巧ら、 この アグ プス 山脈の 滞は あるた くさ ふの 湖が ス 
ィス网內のまるとこスにぁら呼す。 山、 水、 木、‘ の美しぃり然の货た化め；....5^^れたこのスィスは、 


阀內を 部が 〇然 の公间 とを つても ょい 巧です。 をのた めに 戰巧 前は 化 巧 中の 人が この 树 におび にが 


が 


イス 网內の 至る ところ じあ 6 皆す。 山、 水、 木、‘ の 美しい 白然の 吸を にめ れ たこの スイス ま、 


■网 內杳 部が 〇然 のを 岡と 云 つても よい 巧です。 をのた がに 戰巧 前は 化 巧 中の 人が この 阀じ 遊びに ホ 
たと 云 はれて 居ら 咬す。 をの 人達が この 网で 化つ たおを で、 かおが い ス/\ の 化 事を する ことが 出 
來た とを ふ 稍、 たくさんの 人が ぶ 物に 來 たのです。 をの 力めに 阀內 のす ベての ものが 氣 持よ く出來 
上つて おも tH -。 巧审 はを 部霄 お機關 がで、 客車の 二等 単 も H 本の 一等が の やうに ゆつ く 6 と樂に 
出 來てゐ て、 今 で乘 つた 巧 巧のを かで この スイスの 巧を が 一希 乘りム 地が よく 愉快で じた。 おか 
ら 見る 鼓 色は をく 英 しく、 をは 明るく 太陽の 化 も ドイツ よらは 强 く、 ものが 皆 生を'^^^ として わる 
やうでした。 空摧 がを い 阀へ來 力と 云 ふ 感じが、 餘程 この 阀の 感じを 刚 るく してむ るの かも 知れ 
せん。 夕方 この 阀の首 化べ グンと 云 ふ郝へ 着き 寺した。 

公使 俯の 方の 御 お 內でホ テグに ついた お 逢 一巧は、 ル しぶらは 燈 火を 制の ない 巧を ホ かう とちつ 
て、 を 速 巧 かけ 或した。 なが 明るく ついて むる 巧、 み、 野菜、 果物を どの 食物の 他、 ぶ 服、 n 用品 
等の が 物が 川の やうに 陳列され て ある 街を ホいて、 なは 揽爭 をして ゐ をい 阀 と、 戰 巧を しで わる 网 
とが 阀 蝶を 瞄 てで だけで、 こう も 連 ふ もの かと 化 ひました。 一ぶ わら 巧を 姻 つの お 達は 十一げ 前に 
ホ テグに 引 あげました。 この 阀は ドイツ、 イ タリ I 、 7 ランスに 陶 まれた 小さい 阀 ですから、 こう 
した 阿々 からい ろ'^ のこと を 云 もれる の ださう です。 特に イタ リ ー の 阿からの 注な によつ て、 午 
後 十一 時から が 火を 脚を する のです。 戰巧 をして むを いのに とおち へに をる のでせ うが、 もこは 火 
きを 阿に 脚 まれた 小さい 阿の おいと こス です。 イ •キリスの 娘 斤 隙が この 阿の 刚 るいのを 同 あてじし 
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て化イ タリ ー、 南 ドイッの 方を を 幾す るの だとを ふこと です。 化して 円々 の阅 のために 燈 火を 制を 
する のでは をくて 他の 岡の ためにす るので す。 しかも をれ をし をければ 大きを 阀 にどん を K にあ ふ 
かわか 6 ません から 〇 

この 闽は どこへ 行 つても 山と 水 ばかりで、 搜產 物の ほかは 何も 出ない のです。 おお、 お灿 、鐵等 
の 近 化の 义 化に をくて をら をい 物は、 一つ もを 出しません。 ものた めを ぅし 力 ものを 他の 网 (主に 
が イッ ださぅ です) から おはを ければ をら をい のです。 化 事が この 闽の 人-々 を 側ら かを ければ をら 
をいやぅにし-?^<した。 をのおお、 他の岡で 一 寸出來をいやぅを立派をものが巧ホるやぅにを64し 
た。 スイスの が 計、 これを どは 化が 的に あぶです。 た、 おを 持たを いこの 國で 船の ム臟 とも 云は 
れる 船が 用 デイ ー ゼグ .ユン デンを ども 立派を ものが 巧 巧、 化 お 中の 船に たくさん 化 はれて わう す® 
なが 南アメリヵから 乘 つた 乂阪巧 船の 船を ども この スイス 製の デイ ー ゼグ .ユン デンが 化つ てあら 
ました。 H 本の 船 も 大分 この スイス 梨の 機械を 化つ てゐる さぅ です。 化の 中で おの 機械とは 一寸 考 
へられを いやぅ です が、 この 圆の 人々 はぶ 事に をれ を やら 拔い たのです 。何事で も、 やれば 出來を 
いことは をい とち ふこと を赏 際に 示し < でさつ たやぅ を氣 がし 脅した' 0,4^ の 他、 お 器を ども 優秀を 
ものがた くさん 出 巧る とのこと でした。 とにかく 働いて、 硏究 して、 他の 网ょ らもょ い 物を 作り 上 
げ 、をれ を黃 つて 必要を ものを 貫 ふょら ほかに 仕方のを かつた この 阀の 事愤ボ 、こぅした 化が 的を 
立派を 機械を 作ら 上げる やぅに をつ たの ださぅ です。 . . 


が 


スイ ス にて 


立派を 機械を 作ら 上げる やうに をつ たの ださう です。 
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ベ グン ホで lllH ばから 遊び IK したな は、 一巧と 共に' フランス 阅に 入る 入口の 都脊 ジュネ I ブに向 
ひ嗦 した。 電 氣磯關 単の 稱る やうを スピ ー ド、 乘 り、 む 持の ょい 客が、 快適な 氣 かに 一巧が 皆 口を 揃 
へて、 との 本 K 連れて行 って 裳へ ばいく らお 金を 出しても 結構 だとち つて 笑 ひを ひろした。‘ 
途中 かぶな ジュネ ー ブ 湖畔を 通ら、 夕方ぶ 高い ジュネ- 7 ブ 巧に 到着し えした。 ジュネ I ブ測 水の 流れ 
おる 河：；： にある ジュネ ー ブ 巧は 湖水と 河を はさんだ、 ほんと に繪の やうを 都を です。 町の どこから 
でも 眺められる 湖の 中の 大きな 巧 水が、 中天な く 水を 嗔き 上げ、 をの 湖水の ほ とらの 銜路 にはく 寺 
を < お燈 がと もっ て わて、 繪の 中に ねる やうを 氣 かがす る、 美しい 都 貪です。 火き を 立派を 橋が 二っ 
あっで 兩 岸の 町を つを いで ゐ ろす が、 をの 二つの 橋の 間は 鴨 やなな などの 水 ながゆう {と 遊んで 
むる の も、 なごやかな 氣 々がしました。 . ' 

巧ない ことは、 この 邊 では フランス語を 話して わる ことです。 バ ー ゼグ やべ グンでは ドイツ語で 
話して ゐ し 力が、 この ジュネ ー ブの 附近は フランス語な のです。 スイス 阀 はもとは 才 I スタ リ I 
阅の領 七-であっ たのです が、 をの 网 のか 治の や 6 方に 反對 した この 地方の 人々 が一 所に をって、 
ォ ー ス タリー 阿の もとを はなれて 獨义 したので した。 この 時の 話に、 巧 名を ゥイリアム. テグの 
み 谣らが あるのは ょく 御が じの ことで せう。 をして ほんと じ樂 しい 渝げ 夕间 かを 网を造 6 h - げたの 
で、 をれ をした つて、 巧网の 地方の 人々 がだん-^ おつて、 っいに 今の スイス 岡が 出來 上っ てし 3 
つたので す。 化つ た 地方に イ タリ ー の 一部が あら、 た フランスの 一部が あら、 をの 地方の 人み 4 


皆ィい け 巧. パみ‘ け 


. んで 

け い： •づ 


. * 

It 




" r- ' ,• i, -•1 . . . 《 4, • ご •.,>. .. 

, ぶ'- いなピ を 蕾 苗を 

. 1 - 


-.* 

み 

の 

獨 

ふ 

職 






が でた くさん この 阿队 にを つたので す。 をのた めに この 闽內 では 化の ホの 火 部 <； 刀では ドイッ語、 イタ 
リーに 近い 地 ホでは イ タリー 能、 フランスに 近い 地ぶ では フランス； 前を 部し でな 4 す。 民族を ド.；；： 
ッ人 、イ タリー 人、 フランス 人の ほか ごくみ いもう 一つの ほ 族が あつ つて ゐる网 をのです。 です 
から、 この 阿の 巧 人 や、 外 阿 人の 化 補を する 旅が 策內協 をの 人々 は、 ドイッ語、 イ タリ I 語、 フラ 
ンス 新、 英 請の 阿つ の 言葉が 捕せ をい と 勤められを いとを ふこと でした。 この ことは 大變而 倒を こ 
との やう じ 化 はれ. すが、 この 阿の 人；^ の 大部々 が吉お 族で あつて、 S つの 网 語を 使つ てむ る^と 
とゼ がりの 人々 の舰 光地と なつて ゐ るた， めじ、 英語 も 話す とを ふことは、 この 网 巧に とつでは 常 
6 前の ことを のです。 です かふ ホ テグを どに 衍き 4 しても、 四 ッの闽 語の どれを 化つ でも 乂體說 が 
巧來 るのは お 速 旅が おにと つて 大變侦 利を ことでした。 - 
あが スイス 阅 じむました 閒に一 帶不化 誰に 感じました' ことは、 こ， の阀 巧が 戰 巧が 始奇 つたと きに 
ドイッ人、 イ タリ ー 人と フランス 人との 脚に いがみ々 ひが あつたか どうかと を ふこと でした。 を こ 
で おは H 本を 化 統の乂 にを のこと をお倘 ひし 3 した。 ところが をの 方は、 次の やう じ お 巧して ド さ 
いました。 「もと-../- この 阿は 问じ考 へを 持つ の 人々 が 集つ て 造ら 上げた 阿を のです から、 たと へ乂 
穗 がらが つて ゐ寺 してを 考 へて わる ことは 巧 岡 じを のです。 ですから 戰巧 にを つの ザ も、 ドイッ人 
と フランツ 人との 削に をん のこ ともなく、 4 たイ タリー 人と フ ラス 人の 閒 にもい がみ 合 ふやう を こ 
とは 絶對 にを かつの めです」 と。 . 


j 化 こ、 つたな 逢は、 辩朝 この ジュネ ー ブ ホを お 物 レました。 こ、 じは 阿 隙聯拙 本部、 闽際 
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とは 絶對 にを かつの 切です」 と。 


一晚こ V へ 泊つ たな 達は、 菊 朝 この ジュネ ー ブ ホを 見物 レました。 こ、 じは 阀際 聯盟 本部、 闽際 
巧 側が おな、 萬阀 赤十字 本部 等の 速 物が あるので あぶです。 戰が 前には、 こ、 で 化が 中の 人々 が碟 
つて、 いろ/ \ の 相談を したと ころで ょく 知られた 都を です 一 私は、 をれ 等の 雄 物を 化て 最後に 岡 
隙聯拙 本部を 乂奇 した。 昭ぶ 八が のが、 滿洲事 猿 S ことが 刖题 になつ て、. この 本部 $ が 中の 人々 
が 化つ て 相談し まし のげ、 巧が 阀 からが 岡洋 わさんが はる 本を 化を して 出席し、 多くの 人 
々の 前で を々 と H 本の あしい ことを おつし やつた のです が、 他の 岡の 人々 はり 本の 言 ふこと がわ か 
ら ず、 をに 牌 十二 對 一 ( この 一は H 本です が) で、 H 本の おしい ことを 巧みして し 咬 ひました をのが. 
が 岡さん は火ぜ いの 人々 の 前で、 H 本の おしい ことが わからを ければ H 本は この 岡際聯 邸の お仲閒 
入らは 巧來 をい から 脫 退し 貪す。 と 云つ て、 おを 立つ て さつ さと 歸 つて 來られ たのです。 をのが か 
ら H 本は すばらしい 敬脏 をと げたので すが、 なは この 本部を 姑て つくづくと をの 常時の ことを 化 ひ 
出した のでした。々 はこの 网際 '聯 邸に 入つ てなる 网 はほんの 儘 かば かなで あるのを 化 ひ、 この 本部 
のす ばらしい 雄 物 も をん にも をらない のでは をい かと 氣の 毒に おひ した。 ‘ 

九 パ 八 H 午後 四げ、 おはこの 化が 中に 知られて ゐる 炎し いお 色の 脚、 をして かぶな 网 スイスに お 
別れして、 ジュネ I ブ がの 巧 車で フランスに， 时ひ 令した。 


败れた フランス 





戶 

/少 

の 

が 

が 

ふ 

職 


一一 一つの おおを つけたむ おは 一一 一十々 ばから 走つ て、‘ フランス 蝴 巧の 阿 蠕の 驛アネ マスと； ぶふと こス 
へ 若き 咬した。 驛の 待合室に 入ら 違ず と、 正面の 雖に 今の フランス 闕 のま 诚 である ペタン 元帥の 像 
の ドに 「阀家 再建」 (•フランス 闕 を. 冉び 遮て 直さう) と 火き く 蕾いた ポスタ I が贴 6 つけて あろの が 

目 K うつら 建した。 昭和 十 凹 年 九 巧 一巧、 
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ドイツと ポ I ランドとの 脚化戰 がが 姑 寺つ 
み 肋、 フランスは イゲ リスと 一締じ ドイツ 

じ宣戰 をした のでした。 をの 結を 翌 昭和 十 
五 年 卷の戰 じ フランスは ドイツ 軍の ために 
さん に 化れ て、 ついに 貨府 パリ I まで 
み領されてし1^<ひました。 敗れカ フ ラ ン ス 
.'は 蝴巧化 一 霜信賴 されて むる 老將軍 ペタン 
■ 元 刖を闽 家ち 席に 立て、 ドイツと 仲 槪らを 
し、 フランスを もとの やうに 立派ぶ 阀じ 迷て 直さう と夕め 寺し 光。 をして 喊ほ にも 一‘ 生 懸命に をる 
やうに と、 こうした ポスタ I を贴 つてな 傅して ゐ るので す。 

夕方 この 阅 境の 驛アネ マスを 立つ て、 いよ-.^ フランスを 賴斷 する ことにを 6,^ した。 み 度の 麻 
巧では ドイツ、 T タリー み 他に 是非 フランス にも 巧つ て 姑の いと 化つ たのです が、 巧 除には を かを 



かいづかし ぐて、 た < 孤 過す る だけが やつとの ことでした 


4 ぃ 


.を*) 


お ホ u 


フ。\ 一 ’ • ノる VlVV" レ っぅ シクを 秒 麟夕る ことじる 6 咳した C 今度の ぶ 
巧では ドィツ、 ィ タリ I み 他に 匙 ホフ ランスに ネ巧 つで ぶたいと 化つ みのです が、. 巧 際 化は を かを 


た 

シ - 
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かむ づ かしくて 、力く 述過 する だけが やつとの ことで したで^ 
、發 朝、 眼を さ 1!^ して 见音 すと、 巧を は 地中海に 沿つ た南フ 
ランスを ホつ てぬ 令した。 この 地方は 有ぶな 葡萄酒のを 地で 
す。 御葫 巧 がむ をの 窓から 见 える 限ら 一而 じあり まずが、 惜 
しい ことじ、 雜巧 が一 ぱいには びこつて むる のです。 をして 
を こに 側いて むる 人は と ぶれば、 老人 やそ、 子供 だけで、 ほ 
を とがを とつて むる のでした。 この 有樣を 見た ときに 私 
は、 ドィッでの 捕が のを. 隊 さんを 化 ひ 出し した。々、 ドィ 
ッに捕 巧に をつ てなる フランス 丘 ハの がは 約 巧 萬 人と 
削いて むえ したが、 ベ グリンに ゐ ましの 岡に、 をの 
捕が 速が、 鐵 砲を 肩 K しの ドィッ おにぶ がられを が 
ら 、道 お 工事 や、 述築踢 の ± 木 工事に 側かされ でゐ 
4 した。 この ことは ベ グリン ばか 6 でを く、 ドイツ 
阿 巧を 旅 巧し 1一< したと き、 あつ もこつ ちで ぶ*? し 
た。 おい 側き 盛- = 'のこれら の 人 ふが、 肌 阿 フランス 
のた めでは をく •、ドイツ 网 のために 側かされ てね る 


. 4 : ンぶ款 ぶ 

鱗 後 f 

義 

み ぶが、‘‘ 







V " .. ぶ ■,! 

盛藏 か， 


なをで. Wv を 


- \tf -11; ■« 

i . 


声 . 


お^—. 己 知'. ぉみ 
! r » '> 後. A 

も •'‘ か V へ、 


だ i - 




ク f'. みい .ス 

■Ik、 .一 

S も 一 


，- i 
ぶ 心 


1 


のです。 をのた めに、 この 人々 の 阿 フランスは 
働き ホを 失つ て、 こ S やうを 氣のホ ¥ ことじを 
つてし-^ ひ 3 した。 この ことを ぶ，^ したな ぶ、 
ポ I ランドの ことと 化 ひを せて、 たと へどん を 
闽 難を ことにぶ つかつ でも、 戰爭 じは かして 败 
けて は をら をい。 どうしても 勝ち 披か をけ じぶ 
をら をい と强 く'^ 威 じ-? した。 

をい 歷 あを ネつフ ランス、 いス の 輝かし 
い 物語らの たくさん ある フランス、 この フラン 
ス には 夕 ない 人々 がた くさん が. した。 歷あ 
.の 上では グィ 王、 ナポレォン 皇が 等、 
美術^ フランスの 美術は 化が でもつ と 
.も 俊れ て 居 す) では ミレ I 、 グッソ 
I 、 グ ノァー セザンヌ 等、 音樂で 
は ビゼ I 、 グノ I 、 ドビユッシー等(殊 
に ビゼー は 力 y メンの 化 化 ホで お夕で 

すが) こうした すぶ らしい 人々 を 牛： んだ フランス、 たと へ ドィッに 化れ たと しても、 巧が 文化の 敬 
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すが) こ V したす ばらしい 人々 を ホんだ フランス、 たと へ ドイツに 化れ たと しても、 巧ホ义 化の 敬 
違に 大 含な 役割を しの フランスが、 一口 も 早く 速て おら、 な 前の やうな 輝かしい フランス 闽 となつ 
て、 化が の 人々 のために 戰 をで 破壊され た 文化の 巧 建の たみに、 巧び 活願 してで さる やう 祈らな が 
ら 、ぶ 殘ら 巧し い フランスの 旅を 終 つたわでした。 九 パ 化 H 、 か 後一が、 な 違の 乘 つたむ がは フラ 
ン ス と スペインの 境に ある フランス がの セレ ベスと 云 ふ驛化 到着し ました。 


ス 。ヘイン. じて 


嵩い 山に ょつ て 巧され た フランス Art ^ ペインは、 二つの 阿を つないで ゐる をい トン ネグの 兩侧に 
网墳の 肝が あ す。 地中が の おを お 手に 眺めを がら、 ゎづ かの がを つけた 巧 単は す r にこの 阀お 
の トン ネグに 入ら，^ した。 をる こと 數 々、刚 るく をつ た » でかを 見 iK すと、 もぅ スペイン 領 です。 
むがは スペインの 岡 巧の 町ポグ h ポグ にを きまし の。 こ、 でもな 逮は彼 人と 稅關の 人の 檢 がを をけ 
て、々 度は スペインの むがに 乘る ために 別 0 ホ I ムで 巧ら く 休み 寺した。 

この スペインの 驛 には フランコ 將职め 巧 像が 化ら れ てあら した。 フランコ 將 ザ、 もれは ドイツ 
の ヒット ラ ー 總統 、イ タリ I の ムッソ リ ー ニ ザ 相と 岡 稼に 化 前から スペイン 网內 にわた 典 產ま義 の 
人々 を一搞 して、 新ら しい スペイン 阿を がも浊 でた 人です。 ぶる からに おとなし さうな 溫い 節を し 
た フランコ 化 取、 しかし、 をのを かに々 スペイン をが 巧つ て、 ホ 派な 關节 せずには おかを いと 云 ふ 


#1 
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黛を をはし でゐ るを S 懷 をぶ たおは、 こ、 にを 畫 のみい 考 へを 打ち や f 、 H •绍 •ホ 
'と攘 へて、 新し S 嚴を 築き 是 やぅと 募して むる 闕 Q , ある？、 た 《をし く 化は ず じは おら 

'れ今 せんでした。 ‘ 

この ポ八ト ポグ驛 を 巧 おした のが 午後 二 時 四十 かです が、 巧滕 休んだ 時 阿は 二時间 半で し 20 を 
イ— フラン KAJ ■ス ヘインでは 一時 辟の 時間の 差が あるから です.。 スペインの 鐵 費。 シャ のと 同じ 
五些 ，巧の 廠い帖 の 線路で、 带 は木肇 7 シャの 汽車と 殆んど 同じで お。 汽車の 窓から f 贵 
む— をを なく 豐 をつ 送 じです。 議を白 か：^ で g ミを、 木を 薇 WQ ものが す、 廉 

路の侧 に 火き を サボ テンが あるの も 晒な かつ 力 1 つで し 力。 

やろ てな 速の もつ た 巧 憂 スペインの 二霄の 大きな 都會 バグ セ ロナへ きをち こ 占 H 
華 云へ 寞阪と 云つ たと ころで ザ。 地中海 化の どを をを 都で、 戰兼刖 はみ 阅の 船が 叟 らし 
て 71^ がに をえ た！ Hi です。* プ\.^ ら Q 迎へ Q 大型 ごに,^ ミ* ブ’グ 化 行き，^ 夫。 こ、 は 空 嫂が 
ない ので S 灯が 明々 とつ ’ S て， Q る？.、 一巧は 蓋！； びで* ブグに 雪.^ お。 な 達は 逃れ 立つ 
て 燈火巧 恥のを い袍を ゆつ くな ホき ミち こ、 でち 戰爭 をして ゐ ない 网の のん す おを を 
見ながら.：.。 をい スペインの 苗む い‘ 街击戚 姑は、 喫茶 巧を どが 椅子 や テー ブグを 人の ホく 鋪 道に 
，並べ、 を こで 人々 は凉 みながら？ , 1 ヒ 1 やお 菜 子を 力べ ミる ことです。 

發 円の 夕方、 な 達 一巧は この バ ^ セ ロナを 出發 して.‘ スペインの 苗が マドリッド へと むひを した。 

* 

変 十 H 午前 十一 時 巧、. マドリッドに 到を しまし 力 私達は、 公使館の 方の お山迎 へで 一 岛ホブ グに落 
付いで、 日本 公 ぉがに 參ら 今した。 お 達 一巧の ために あ 磨を 使が、 お嘉を 御馳走して 下さつ たので 


m 


ス ペイ ンの岡 牛 


黎 H の 夕方、 な 達 一巧は この バグ セ ロナを 出發 して.、 スペィンの 首が マドリッドへ とか した。 

翌十 H 午前 十一 時 頃、' マドリッド じ 到 蒼し まし 力 お 達は、 公使館の 方の お岀迎 へで 一岛ホ テグに 络 
付いて、 日本 公使 齡 に參ら 咬した。 あ 逢 一巧ので めじ 須磨 公使が、 が* を御馳 ぶして 下さつ たので 
す。 須 磨な 化 やを の 他 公使館の 人達と 一所に、 H 本で も 滅多 化 巧け をい やうを おいしい 日本料理を 
御馳走に を 6 ました。 お 遠が 大變 おいしい とちつ たのに 對 して、 公使は 「これは 栽が 日本から 速れ" 
て 巧た お 則 人が 作つ たのです ょ。 をして、 私の 都合 さへ つけば こ、 を 通る 日本人には 御馳走す る こ 
とに して ゐ ます。 皆さんが う いと 云 ひ 今す ょ。 をの わけは 無料です からね」 と。 一巧は 大笑 ひを 
しました。 . 

をの 円 お 達は この マドリッドに めらずに、 夜の むを で ヵディスと 云 ふ 泌へ向 ふこと にを つて ゐ兮 
したが、 奇だ乂 々が 岡が あ bIK したので、 をのう もの 一人の 方が 「スペィンぶ 物の 閒 牛を 見物に 行 
き 令 せんか」 とを ひろした ので、 一巧は す r に贊 成して 公使館の 人の 榮內で 剧牛踢 へと 巧き"？^ し 

ち' ’ 

スペィンの 闘 中 

スペィンの 閒牛 とまへ ば 化が 的に 巧 あです。 スペィンの 人々 は鬧 かの わる H は H 本の 相撲の やう 
こ 熱、 いに をな まず。 スペィンでは 岡卜 のこと を 「卜 。」 と 云つ てゐ す。 お义 な靑樂 「ヵグ メン」 
もこの スペィンの 翊 かを あつかつ たもので す。 脚 かを する 人を 脚 小 出と 云つ て、 上手を 人は 巧 巧の 
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横 御、 火關 S 言に ス 。へ.^ ン 小の 人に 知られて ゐ ます。 小は このた を 特別に 祠 はれて ぬで、 どの 
抽ふぞ •か强 S か畜 ふこと 4 ょく 知つ る 辜。 ですからを S ぶを ぶ 至ず 扇ぶ ミ 

嘲 W になる と、 をれ は 火 變な縣 ぎじを るの ださう です。 

なのぶ た 資裝屋 、，.ド リッぶ 《は •つれに あ ミき を 立派を をり も お。 T 聲巧 撰の や 
うに M いが 物で、 まわら 畜 スタンぶ ミミて、 ぶに 去.^、 でが い 獲の 劇 卜踢が あり、 
をの 闡中 場と スタンぶ 脚に 二 器の 柳が あつて、 をの 攝は 閱卜 まかく れ踢 所に なつて 蓋 
す。 ミ强 某緊 まだ 照らつ けて ゐ辜璧 けに 入場式が 葦ら ましち 劇 かは 火髮 方ので を 
明から 誓る S が 普 逝 ださう です をして 二畔標 《脚に 畜 化のを た ほす 《ださう です。 ない. 
スタ ご K は 殆んと 一 ぱい 《人が つを さ、 掌には やしき、 むま お。 やがて 需で ザバが 
の 反 圏が S 方化ゐ ま」 カラ ッパ隊 が、 SSS ラ ッバを なくを て、 踢內を 脚 Q ラッパを 嗚ら 

Lt たす ると 需 《左 侧 《方 0 叟 n か 喜 《ま 之 服を 養 聞かち か 現 はれて？ し ミ 入 
場 式が 始芝 《 S です。 最か襄 はれた つか 徒菱 人で、 す y 含 愛乘つ 交が ミミき、 
.をの 後から 二てば t 葉 S 人が 出て？ しちる 人達が 帮ま 《です。 巧た 苗 化 ホいだ 
をを て、 つば 0 を s 擊を かぶ 6 、 こま 嘉い上 f 、 ぴ つたな」？ ぼん . 
をはいた 黨 の服裝 をし ミ ましち ミ 後には 路じ乘 ミ 岡 牛 某で 招 巧で 和 ミ、 こ 
も 同じ 言を 服？ すが 赤い ホを 持委 、ミを 6SS がを がつ てゐ て、 临 子は つばの 驚っ 

^ 3 . f ■ 11 * - 〜— L r^>[^ ‘ I I In VP 1 I I I 


を かぶつて ゐる のが 違つ てむ 寺し 
と Q , ご 一 C 、 こつ ド づピを 岡 こ 一昇 ( 




巧^^^^ 


斯 スペインめ 则 


を 阿し やう 蠢裝 です-か 赤い 雲楚 ず、 ミを 6 減い がを 持つ 了ゐ て、 寧は つばの がいつ 


を かぶつて ゐ るの が途 つてむ 1 f < し 
た。 をして、 この おが 皆 順に 時い 
化で こしら へた 鉛の やぅな ものを 
つけて む 違した々 一巧 最後に 一一 一朗 
の おが 後に 火い 木を 横に、 丫度物 
を ひいて 巧る やぅを 形を して ゐる 
のをつ けて 出て 來^< した。 このな 
列が 場內の 中央から スタンドの •化 おの ホに 
向つ て衍 進して、 一段とつ き 出て ゐる スタ 
ン ドに 居る 人に おひ 崎み を 取つ て 右を を 後 
に ひき、 上騰を 前 じか. くめる、 をの 騎 出の 
禮 をして をれ から 巧 巧を' 一 拠らして おへの 

場所に 巧く のです。 入場式が おる と 野が 踢 
の 卡 'ならしと 巧 じ やうに 踢 巧の- をき れい 


に整顿 してい よ- 
の です。 


'これから 閒 叩 が 姑 まる 
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轉く すると ラ ッバ 隊が j i < ラ ッバを 吹 葵す ると、， 蚕 式 SK 出て 來た叟 S 隣 i がさ 
つと をに 一一き をみ。 とみんに 晶 Q 黑 いかが 駕 g おしで S を 勢 ひでをら 出 を た 。ス クン 
ふぶ 物な 一 おじが 手 やら 歡郎 やらを 送 6 ましち 牛は を 中 Q 前 《みを さを 赤い 雲つ けて ゐ 
ます。 こ S ? 少」 ばから f け S だ 3 ラです。 牛は を SQ た援 S 聲 立つ 5 內 をを 
を わつ てゐ享 。ミぅ ちじ 1111 KS をが 深— から 現を、 赤完 を— で 哀げて ホを 
誘 違し ち磬 、殊 をは 赤い 物を ぶる と餘 計に おこら 出す の ゼ^ぅ で、 劇 t をれ をぅ f 利 
用して ゐ るの だとの ことです 牛は 巧を つき出して、 赤い 菩 掛けて 突 巡んで f しちな ははつ 
としをち ミ 赤 5 布を 持つ た 人が！ がつ^ か 0 約に 突 さ、 れ をな 若と。.」 かし、 をの 人 
は ホい 惡 間近に？ 牛が 來た 時に さつと 體を わした たろ を 十 ホ 程 巧 過ぎて し 意を ち 
するとを 《人が 赤い ホを 蒙 方に 2 を すち をを ぶてを うた 突進して 零した が.、.^ はら 
前と 同様 じきれ いじ かを ょけて し 咳 ひ 違した。 かは 頭と 顺 とが 一所が 、首かない ためす r じん をら 
寞ら じ體を かわす rJ と-か 窠を S です。 です を S 」 て來 をを 馨 ちを 差を ら化體 
を かわせば、 かは 必ず 巧 過ぎて しろ ふので、 劇 牛 ± 達 ももれ をぅ をく 利用して ゐ るので ず。 牛は 目 
的を達する^ J と-か祟を S ???、 誘だ突かけて零すが、 いつをきれ£體をかわを 

C ン A ノ ミ 〇 ‘ 


てし す ひ した n 


1 •をう した ことが 一人で 五六 同、 をれ を ニー ニ人の 人が 入れ かわつ てす るので、 牛は ついじは 口を 開 



けて 火き く 呼吸を する やぅに なつて ホ 3 した。 この 時 言た ラ ッバが をら 4 すと、 をの 人達は 引ろ；； さ 


.つ こ、 占 义支 U ；, こ 11.11 クーな 


と-:^* い 見よ 1 を ンと〇 み 口. ご 


1 .をう した ことが 一人で 五六 同.、 をれ を 一二 二人の 人が 入れ かわつ て チる ので.、 牛は ついには 口を 開 



けて 火き く 呼吸を する やぅ じを つてが 3 した。 この 時 3 た ラッパが をら 4 すと、 をの 人達は 引を いさ 
がっ て、々 度は 手に 一一 本の おいが を もっ た 人が 现 はれました。 拾を もった 人は が 手で をのが を 高く 
あげて かを おびき 寄せる のです。 牛は もれを 化て 称 煙らを 上げて、 がを 持っ た 人を 回 掛けて ホっ て 
來 うした。 間近 4 で來 たと きに をの 人は 體を ひらら とかは すと 同時に、 をの 槍を かのを に剌 しまし 
た。 かは をのた めじを ほ 慾つ て あばれす わら す。 をめ ぅちは ラッパの 合圆 で、 今度は 前の 出入口 
から おじ 乘 って 政い かを ホに しの 人が 一一 人出て 來 て、 柳の 方に 帯っ でみ 稱へ嗦 した。 をの おめ 4 わ 
りじ 二 一二 人の 赤い ホを もっ た 人が っいでむ て、 をれ で 牛を おびき をせ るので す。 化る と 堪は眼 腺し 
がして あ した。 これは かを 乂て 驚ろ かを いため ださぅ です。 しかし、 圆 かには 鉛 や 目隠しを し 
たおで やる のと、 を にもっけ ない 馬化乘 つて かとた、 かふのと 二つ あるので すが、 なは 前の 方 だけ 
しかぶ る ことが 出來を かった のです。 やがて かは をの 巧を 目掛けて 突進して、 顺を 下から 持 上げる 
やぅに 烈しく 狎 して 來 ろした。 をの 時が に ホ つた 人は 持つ てゐ るが で 牛を つきました が、 かは を ほ 
ひるろ ず 向つ たため、 とぅ- 馬 もろとも 倒されて し哇 ひました。 をれ をぶ た 赤い ホを 持つ た 人は 
すばやく をの 赤い がを かにぶ せて 馬から 離して しま ひ 令した。 馬に 乘 った 人が、 盤 場す ると 最後 じ闽 
牛 ^ がた った 一人、 亦い ホと おい 劍 をが って 場 巧に 现 はれ、 お而 スタンド じ 向っ て一禮 をして 中 か 
に 進ん 出て ホ かひの 牛を 誘 ひました。 をの 人は かを 6 熟她 してむ るら しく、 あせらず ゆつ く 6 と 小 
町を わ おじかは してむ した。 がの をげ を おんど 離れず 腺を かは してね る樣 はがに 巧が でした。 しば 


♦ 


戰ふ 巧が の少ザ 
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らくを うして &る うを ホい 聖 さつを こて、 澳の 蓋の ホを 出 おの 前から 揽 のを 姻ら 3 t 
すち々 まで 化ら 立つ ミた 牛は 披れ たので せう、 おとを しくを つて じつとき て、 n でを 咬を し 
ミる たけに 2 ミ 2 言ち 岡 寺は ミ 時に 簿を 物乂 Q お ホに が" へて 禮 を」、 牛の 前 
じ 巧き お：， 劍を 持を こて 小を ねら ひましち をを をぶ てみ つて 來ま おが、 励 か ホ-は 體を 
をし を がら か S に 翔を つきさし t ち さすがを るを の 一 突 じ 參つ てし まつて、 也 こへ 力 

くと 倒れ V 」 2 to た。 寶は莫 一」 雪挈 S が をら やみ 喜ん。 お 5 臾 n を 一二 

頭の おが 出て？、 をを をく さらで つるいで 別の 口から 引きずつ て 行き 寺し ち もの 朔 生は 場 
內の 拍手 や歡 呼に 辖 へを がら ゆう-^ と 退蜡し 令した。 

この E は 六颈 の：：：- と. 、 かつた のでず が、’ をの g に 小 じ 倒されて 氣絕お 人が て、 •おが 削さ^ 

たこと が 高、 寒て ぶた 私は を 握險を こを しち 間を る 《を 命を がで るぐ 

が々 •あるとの こち 霜し つを . J た 人で ない とを かく やれを いのでは をい かとを へられ f 。 

をのた めか スペィンでは 前に 話し.^ おやう に、 閒 ミは 非 f 人 装 おる さう でを、 なは. が 際 
にを の 人達 ミつ ミる ことを？、 こうした 危險を おかす のでは.、 をて はやされ るの も 常が を こ 
と、 化ひ哇 した。 Z 

化ら 立つ を S を ばを 離れず ミじ體 をを しを •から、 上手に を をら つて &る蘿 だけは 英. 
尊を ものです かみれ た 午を 巧 刺して 倒す のはょ い氣 持は しません でした。 


w カ デ ス淮 もた ビラ ザ 


惠ネブ 叫を 夕建 L スがづ グーは よい 韻 持は し 寺せ 心でした 0 



カ デス 姬と セビラ 市 

スペインの 閒 かを 見物した お 避 一巧は、 をの 晚 午な 十 時の 十々 5 むがに あつて マドリッドを 出 敬 
し、 いよ-^ 乘船 化で ある々 デスに 向 ひ 今し 力。 翌朝、 おはれ 車の おから 化る 熱帶 地を 化は す や、 
を 風 及に、 眼を ぶは々 ました。 スぺ イシへ 乂 つたと きの 强 色よ 6 も、 おじ 熱帶 地に 近い ものを 感ぜ 
られ ました。 人の なさな ど ある サボ ブンが 線路の 兩侧 や、 をの 化 おる ところに あつて、 よく 繁 つて 
ゐる のが 眼に つき、 をの 卜； 擅を がな や ホで Jg られて あるの が、 水氣 のをい 乾いた 白い.；-: と 一所に、 
强い 太陽の 光線に 照り かへ されて、 股を あいて むられ をい 稍 まぶしい ので 中。 をぅ したと ころに も 
搜 夫が ホの 低い 牛を 相手に、 ゆつ くらと なを わがやして むる のがな ほおい ものを 感じさせられ 4 し 
た。 この 樣なホ 巧を をる こと 半 H 程で、 九 巧 十二 日の 盡 過ぎ 乾を はョ ー ロ ッバ 最後の 地、 をして 大 
巧 洋横斷 の 出 敬 地で ある カ デスに 着き-^ した。 この カ デスは、 她中 おの 啊喉 とを はれる ジブ ラグ. 夕 
グ の化两 じある 大ぶ 洋捧の 小さを 泌听 をのです 。火 巧洋化 面した 眺めの よい ホブグ •アト ラン チコ 
にが かいた お 蓮は、 ベ グリンを 出 敬して からの あわのく しかつた 旅の がれを、 ゆつ くら 化.^ 廿るこ 
とに し 4 した。 な 速の 乘る スペインの 船 「カボ •デ •ォグ ノス 號 J は 十 化 H にこの 难化濟 つて、】 一. 
十 H に 山 帆す る ことじを つたので、 約 一 迦训餘 りこの 师 化なる ことじ をら 3 した。 ニー ーー けしてから 
一人が 「セビラ ホ 化物に 巧く ことにし iK せぅ。」 と 云 ひ 出した とこ ス 、なにもなくて 闲 つてむ る 一 
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巧は、 早速 教 成して 十六 円の 早朝 ホ ブグを 
立つ て セビラぶ 物 化 出かけ 寺した。 

セビラ 見物 

朝 五 時す ぎに とびおきで、 朝を をす 咬せ 
ると す r に ホ テグを 出て、 驛の 近くの セビ 
ラ 巧の バスの 出る ところに 巧き 脅した。 大 
型 バスで 座席は を 部き 3 つて 居ら、 j 二十 乂 
化乘 れる悠 々とした 乘 6 ム持 のょ いがで し 
た。 午前 六が 一二 十 か々 デスを 旧 おした バス 
はかょ いスピ I ドで セビラを おしてち 6 ぉ 
し 3 した。 途中、 かな A 大きを 町で 十五 か 
閒位 一度 休んだ だけで、 あとは 殆んど ホら 
續 けて 九昭 一二 十分に セビラに をき 今した。 

下 お 一二げ 脚 餘り乘 6 通した わけです。 早速 
ホ' テグに 巧つ て 一 化み してから、 化を ホい 
て 見 寺した が、 外 脚の 巧は どこへ 巧 つても 



姑ん ど鞋 つてな-^ せん。 た < をの 阿々 の 特徴を 現は しでむ る 化です。 この セビラは、 巧 じ 明るい 威 




てぶ うした が、 外 脚の 街は どこへ 巧 つても 



殆 んど錢 つてな 聋 せん。 た < をの 阿々 の 特徴を 現は しでむ ぶ 化です。 この セビラは、 巧に 明るい 威 
じの する 巧で、 雄 物 も 殆んど 赤 やむ の やうを はつき りした をで 藻ら れ 、どことなくけば/、 しい 威 
じでした。 韶 過を にお 達は 巧 葵の おがに 乘 つて 巿內ぶ 物に 出かけ 令した。 

セビラ 巧、 とを へばい ろ-^ と 化 ひ 出す ことがあ 6 今す。 違づ 第一に、 靑樂 では 有ぶ を 「ヵ グメ 
ン」 この 物語 6 を この セビラで ずし、 今 力を のみに かられて むる 歌劇 「ホ ビラの 理を 姉」 もこの 巧 
の 物語 6 です。 この 化、 歴史上 有ぶ をのは イサべ ラ々 王の 化んで ねで 宵 殿が あら 咬 すし、 皆た コロ 
ン ブスの お 盛 も あるので す。 とにかく セビラは' スペインでは ホ' い 都で、 いろ/ \ の 物語ら や、 歷お 
卜 'の 數夕い 話が たくさん にある 都を です。 ですから、 スペインの 人々 は 「セビラを ぶず して ス ペイ 
シを 語る を かれ」 と 云つ てむ す。 T 度 H 本で 「 H 光を ぶず して 結槛を 語る を かれ」 とを ふのと 阳 
じ やうに 〇 . 

阿 蔡の馬 单に乘 つた お 速は、 セビラ ホの 一 恋 大きを をして ホい 敎 おじ 巧き した。 火き を 常內の 
中に た 小さを 敎 をが 逃つ てゐ るので すから、 どれほど 火き を述 物で あるか おわからで せう？ をの 
なをの 中に コロンブスの おなが あらました 。大きを お 造の 寡の 上 化、 刚 人の 人に かつがれ たおの 梢 
の 中 化 入つ てむ るの だと お 巧 人は 說 明し した。 大巧 泮を 始めて 渡つ て 巧 巧な 謝な や、 アメリヵ 火 
陸を がぶ した 條大を 人を スペインの 人が 巧 敬して ぬる やうに 見え 皆した。 次に、 セビラの 巧 殿を ぶ 
バ 物し した。 これは をの 巧 ホ义を スペインの 女王、 イサべ ラが 化んで わたと ころです。 中 おがい く 
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つも あク て、 波ら 廊下 じょつ で 雄 物と 雄 物を つないで ゐる がは、. がに 美 おでした。 內 部の 稱 造を ど 


K . け カ デス 港と セ ビラ ホ 


つも あク て、 波ら 廊下 じょつ で 雄 物と 速 物を つないで むる おは、 が じ美带 でした。 內 部の 稱 造を ど 
をとは 化へ をい 立派な もので、 化、 酸、 天井な ど、 モザイクの やうを もので 貼られて あら、 ス ペイ 
ン らしい こつた 建て かたでした 。女王の 括た と 云 ふ 部屋、 をの 他た くさん の 部屋を 化て わるう ちに 
ふと あは 世のを の 常 崎の あ 樣を化 ひが かべ 音した。 スペイン だけでは をく、 をョ I ロ ツバに ひ くい 
た イサべ ラ 女で が、 美々 しく 飾つ た 服を 若て、 をく のお附 きの 人を したがへ てこの 居間の お 丽に座 
し、 をの 前で コロンブスが 円かの 考 へて ゐる ことを を々 と說 明して むる のを、 一々 うな-ついて 聞い 
てゐ て、 をれ じ對 して 充分の が 助を 約束した ホ ばらしい がな を....。 この ことが 原因と なつて やが 
て スペイン 人が 化が 中の 海を 乘ら 廻は し、 大 スペイン. 王网を 築き k , げたので すが、 今は をの うらの 
商 乂謝阀 は 猫 立して し 今 ひ、 フイ リツ ピンは アメリヵに とられ、 をして み H 本の 軍政 T に 照 かれ、 
贿 された 領± と 君' へば わづ かに アフリヵ K 少し ばか b が ある だけの 小さを 阿に をつ てし 寺つ たので 
すが、 こうした 述 物を 化て おは 化 时の强 火を 阿、 世が 中を 乘 6 廻した 倦 おな スペイン 人のを を おひ 
出す のでした。 こ V を 化て みに セビラの な關に 巧き した。 熱帶地 ホの 樹木が たくさん あるので 珍 
らしいこのな脚の乂：：：のをばにあるが火な泌物をおして、 を巧人はみのやうれ話して吳れ1^<した。 
「こ、 は贿 巧エ喊 で、 あの 「ヵグ メン」 が 側いて ねたと 云 はれて わると ころです 。もしで をの 隣ら 
にある のが 「カグ メン」 の物說 なの 中 化 旧て 來る ドン ホとの おた と 云 ふ典懲 です。， 一と。 こ、 じる 
卜：： い 都 セ ピラの 一つの 物卽 6 が ある S です。 古い 物には 火妃 いろ，. 就し が お. 〇 ますが、 この セ 


巧ム硕 かの みが 
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ヒラ はがの 火 スペイン 壬 S 化か 含 雲？、 る やぅ 契く 3 食 あ 乏る而 

セビミ 人々 はこ？ 5 至〕 •い 驚、 をして 昔から 《大 雲が ある ことを 路 らに梦 ミる とち \ 
.はれ ます。 了 度 日華を へば、 お 都と 云つ々 とこ スで せぅ。 ’ 

數 々のがに い 物語 •りに ミ まれ カ セビラ。 をして 昔 S ひ 起 喜る たくさんの 謹 物の ある. セビ 
ラ お速 はこの セビラ じ 名殘ら がしい 思を 殘 して、 4 だ 陽の 巧い 午後と 時、 同じ ごに 乘 つて 力 
チ スのホ ブグに 引 揚げ した。 

スペインと フランコ 將軍 

バグ： ナ 、マド ジッ ド、* ビラ 直 物し々 なち をのち，^ だ 常時— しを かつた まを 船 S 
ぞを乘 6 廻し.、； リ* 、南； ろ 東が を どじ 《く ミ 《 f を？、 J スパー； 王 岡を 築 
至げ た スペイン も 憲を力 どつ て、 ぅた v $ の 威に ぅたれる のを どぅす る こと も 祟う せん 

ご ブ生力 死ろ のが 負で、 審を かさなろ 受墅を 化 向つ て 巧く 闕 かま 血を、 スぺ f 
ン 人を 部堯 つてなる 宴です。 をれ ですから— 《ミ ま蠢襄 つて、 冀 Q おを 波る を 
の 勇ゴ— たく 3 ん あつ & S です。® を 轟 スペイン 《夕を 5 & はれた 奎网 0 護は、 をの ホを 
牠 ぶじは あ f じ 編—— を ミす。 一二 語の？ のために 約 轟 人の スペイン 入が 倒れ、 をの 


ために 巧 邸には みのをい 子供が 力く さんむ て、 まだ 內亂の 化 仕 末が 出が h つてむ をい やぅに ぶえ る 
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- Is ! ろ？ す： 一二 年間 毒 愛た を 約 夏 人の スペイン A が賀 、をの 


こ - .二 ■ =一 - .f !&b. 

ために 俾斌 にはみ のをい 子供が たくさん ゐ て、 まだ 巧亂の 後 仕 ホが 出が 上つ てゐ をい 斗ぅ になえる 
のでず。 しかし、 かを 主義の 政府に 對 して、 巧 然として 立ち上つ の 英雄 フランコ 將 軍は イ 幾多の 闲 
難を の b こえて 遂に この 政 化を 倒し、 ドイツ、 イ タリ ー と 手を とら あつで、 な 前の やぅな 火' ス ペイ 
ン 岡を 巧泌 てるべく 懸命の 努力み して ゐ 咬す。 ナチ ス 幾、 フ アツ シスト 潑と间 じ やぅに この ス ペイ 

ン にも フランコ 化 带を溝 首と する フ アラン 
•へ 黛が あつて、 この 黨が 新ら しい スペイン 
阿を 建てが すため に 巧 動を してむ-? す。 化 
づ巧 一にすべき ことは 前に お前し 寺した や 
ぅに、 おのない 敏の 轟を 子供達の 救濟讓 業 
でした。 巧のと こス にある をの ホ 策 本 
部に、 これらの モ化 逢を 集めて、 食 尊を さ 
せて ゐ るのを ぶう し々。 との やぅを 仕が に 
.はフ アランへ 凝の 締人 部の ぶが 施を 活動 

しでむ ると おはれて わます。 典 他、 阀の 中の いス の 制 化 や 施設を 改める ことは たくさん あ 6 
す。 フ アランへ 哉は、 フランコ 將 がの 命の ま V 化 巧 勘して 改めを ければ ならを いこと を どし-^ 改 
め、 どんを W 搬な ことじぶ つかつ でも 始めの あへ を哇げ ないで、 必ず もとの やうな 火 スペイン 例を 
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I 懸命の 第— ける ことで？。 プラ •ンコ f は ドイツ、 イタ？ じ f ぉ趴 ぶに 
ザ I ミろ を ミ S を 威 じで.‘ 八 i ドイツと r ミ擊 じは ド. イツの ためじた くさん 

持つ てゐ ます。 于イ ツ イ タリ— とがのょ ぃ鬥榮 も—？ 

ラ^! いい パ r で 新ら しぃな 代阀家 をが 主げ や 一うと し ミミ ペイン、 ミを S して ゐるフ 

f iif U 、 一| し—ん 
、‘ ず、 な レう ち i すは らしぃ S として かれ 懸る ことで 甘う。 ちして、 t 、、 ドツ、 

い 靴へ て 、 f |が諾を ためじ 協力し、 M 軸邮 のた めじ 娶の て ド I 
プこ とふ 保 ひ 益 ミランコ 將器御 健蝴を 祈る ので お。 

ス ベイン 船カボ •デ •オル ノス 號 

♦ 

ょ 化/ゴ^ りい r は T ロツ， £fH でした。 ぃス/ 、の 商 倒を ホ總— 無事 じすろ ミこ 

L {がのを を 待つ はか 藻を ろ？ た。 愛 ホ 交 かけ 

|を待つ て羣 うで」 た。— ま 妾 r」llf こ 含 f 
ミトつて — f でて装蔓ぉ。 を送ぃ契だ今，、をくをつて‘ 遂福述ひをく^ 

■■ Bn »> npi ^ rfcrp >^ nir [ : r , ) • I'lr 



逮め乘 るべき ヵボ V テ. •ォグ ノス 號 とはつ きらわ かつた 睹 、一巧は ほつ とし 1>< した？ とにかく この 
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，た—? 了ぶ が K ました。 をの 5 契ぞ ，'主き く— て.‘ S — ひを くぉ 



逮め乘 るべき ヵボ V テ. •オグ ノス 號 とはつ きらわ か クた睹 、一巧は ほつ としました ひ-とじ かく この 
船に 乘れば ー ホ H 本に 近づく ことが 巧來 るし、 た 戰亂の 3 1 ロ ッバから 立 ものく ことが 巧 巧る' と‘ 
ち ふ お 持 もが、 さう した ものを 威 じさせた のでせ う。 しかし 巧 アメリヵに 到 煮して から、 ホして H 
本の 船が あるか どうか も わからを いのです が、 この 船に おつて お アメリヵに 波る ょら 他に 道が を か 
ゥ カので す。 

夜 十 時な 遠 一巧 十と ぶは ヵボ .デ •ォグ ノス 號の 船中の 人と を b ろし 力。 一夜、 姬 に協沾 しのこ 
の 船は 菊 二十日の 午前 六が 化 巧 笛を 商ら かに 梅ら して、 ヵ デス 雑を 巧 帆し をした。 租は中 おに 立つ 
て、' ホら 巧く 《ペィン 巧ョ I ロ ッバに 最後の さょ をら をし した。 いろ/、 の樂 しい こと や 旧つ た 
ことを どの 化 出 夕いョ ー ロ ッバ、 をして また、 も 一が がれる ことがある かどう かわから をい ョ ー ロ 
ッバを 見えを^ なる でが 化まで も 眺めて ゐ 寺した。 さょうを らョ ー ロッ パ、 をク かしい ョ ー ロッ 
パ、 さようなら. • ：〇 

大西洋 横斷 

■ 

朝を をす せて 5 •化に 出て 义今 ずと、 船の 前が た ホには 何もぶ えず、 たぶ 一而の 細 熟の がげ から 
で. す。 おは々 化が； 一一た' お洋 の‘ 一っ 火. 阳 がの ホ 上に おる のです。 船ぶ 化絳 一一‘： 十六 お 西經八 おの ぁた 6 
を' 刚 おに かつて 速力 十八 ノット 化で ホつ てむ 4 す。 この ヵボ •デ， •ォグ ノス 跳は 二 筋 二 千 嘶 も ある 


化 


少 

の 

か 

巧 

ふ 

巧 


望 ニ ミ i 晕人 If J 。 こ i 

大巧々 ょ；;^: / _ r ミ お i」f > i 阿へ f 、 ミ あと— の 
: .-, ク ヘイろ b 7 ラジン ノア V 七 ン チン じ愁 化する スペイン 人です。 今を— ぶ 

一 t 船—— る危 險があ るので、 驚— して— ぅ^ ン •阿 h 
す— す。 f こ S — 裏 if — sif つ f な ゎけィ^^ 

が^^^:!^:^。一 :;;:;;||られ.ること 
の横じ ミ xsuilgf ぺ イ 

くとつけ、 If ペイン 阀 —cr 

こち^^— 一^ 卜で〇 した ミミ かじぶ 强ぃ 旅を 線け る ことが 愛ました。 船ぶ 年 巧は ほんとぅ 
ぞ^;。 すてす— は 朝は とけから 化 時 迄、 お 巧が 一時、 蒙甚 

午" 爵时 には 拳と— を 巧す？ す。 其 他唤蕉 •か 裂 芝て が ミミ I をが。:: 

是—す j 眉 tllii ミ^一 f ミ § を 置 




uo 


み 

の 

が I 
巧 一 

ふ 一 
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ました。 な— じは— プ-グがあ って— 水を 
て 遊へ ft て あり ま.. ち こ IKS ろくを i あ — f なを 過ぎ 

!を^./、みきて來る 《です。 お居じこをを靈こミをらで言。 ここたは_ 
の^^ を さめで くれる ものは か"の¥ す。 ミミ 躺 愛 藻が 船— に’^ 
ここ 一 巧、 一つて はる 力 夢の 璧中 S えて 巧く さ 意、 T が 驚を 3 スげで 化の 
し らら走 やぅ 、で、 爸 S 七した。 をの ほか、 海脉ゃ 儀の が i : ミこと ミび くで 
風^た f 、 の^! U をく を ミみ ぃ ミる—— 事です。 しかし t した 靜 かな f 时 には 

力。 いき^ 波 す.^ と r あ 4 す。 出帆」 てから 一一 暑、 茜が 篇 中で 署 S に 遇 芝し 
' .」' 气 K ふっ 力って、 ミ 波 •か 前 W 警雙 様は 脊化概 で、 お だ やを 游が どぅし 
レ^ん、 を S れる S か 束 SS はれ—- です。 船は 前 嫁菜 をれ で、 ミた を f をっ 

とおち いつをの 乎々 もまれな いが 態です。 

.風に 一 蒙 ' f 妾 • r ミ 琴— 十畫— 星 I ぅ もの ィザ 

ス領 トリニ ダッドな へ 到着し 今した 。 扩 


リ 


英領 トリニ ダット 島 

馨に をつ てから 萬が—— る 船は、 イ？ ス阿？ 解を 梦言 こぞ 


st < し 力。 現 化は 火 



阳化 だけは、 だィ V リス 化 阀の势 力が 强 く、 をのた めに 中立 闽 の 船は ィギリス ホ树に 姑け 出て か 
>?- 也 巧と し 二 G 公 ことで. U :。 ィ ゲリ ス刘 よ， ごつ をと 1 慶巧詞 巧 こ 中 t で.、， ごこで 培 巧を、 ドむ 


li! 


巧が トリニ ダットな 


がー イキ リストの 了が を 巧る やう 化 をら 4 し 力。 現な よた 


脚 が だけは、 ゼイ餐 リス ホ 阿の 势 力が 强 く、 をの わめに 小な 阀 の 術は イギリス ホ 阿に 姑け 出て か 
ら .、航海を すると 云 ふこと です。 イダ リス 阿は をの 船を 一應巧 网領に 呼んで、 を こで 英 阿な 人が 術 
の 中を 檢査 する のです。 乘 おのう ちに 降し い ザが むる かどう か、 樹 荷の 中に 巧 ホ 岡に 巧つ て 巧く 物 
が ある 力 どうかを — 。 ‘ ' 、 . 

化 速の 乘 つた スペイン 船ヵボ •デ. ォグ ノス 辨乂 をの 檢 巧を なける ために、 この トリニ ダットむ 
にぶつ たわけです。 巧し 巧ら をいで が 接 目的地へ 向へ ば、 英阀 のが 艦に どんを 肖に 遇 ふか わかり ま 
せんから。 戰畔 なれば こを と 化 ふと M 時に、 戰巧 中の) 户 のをを 化る ことが が 來る ことを； 府 むく 化 
ひ 今した。 船が このむ に到荐 します とすぐ に 二三 巧の ランチが まわりに ホて、 なをぶ' > 化る ところ 
にが 诉さ せました。 をして 船 おにが 阀 の 役人 や耶 人が 乘心 这んで 巧て 蠻 ぶを 始め しわ。 化の 持つ 
でむる ものは 別 ド 大した もの もを く、 をの 玉 H 本歧 化から-のいた 旅が ('外 阿 旅が をす る ものは 必ず 
をの 阿の 政府から がた ホ帐の やうを 旅银 「バス ポ I 卜」 を 持つ でわなければ ならを いのです。 をれ 
にはを の 阿の 政府の 證吼 やら 旅行先 やり 的な どが 巧いて あ 6 す。) は 巧 通の 旅 おで、 おな 人の 旅 爆，. 
ではを いのです から、 がし 1><れ る 何もを いので、 さう ム配 をし 今 せんで しで。 をの 円は.、 おを くを 
つたら しく、 別に 何もを かつた のです が、 巧 H にを ると 火ぜ いのおれ ぶが ホで、 乘 がの 何物の おが 
を 始め 寺した。 化 も カバン 等を 閒 けて 巧つ てゐ すと、 やがて イザ リスの 巧 人が ちに 入つ て ホて-: 
池ら 加べ ましの が.、 何もな かつの のです r におを 出て 巧き 寺し 力。 化は E - 化に 川て、 檢 化の がすを 




ごて ゐ ま」 ちか、 ミ ミニー ニ人が お 人と 彦 ラ n まし 2。 、 

が一^ん を 人が 述れて なかれ たの だ— 化— ねて 見ます ち ミは 夢 メリ カの コロンい ヤ^ 

!わ く イタ リふ領 掌ん ち； ご チ ト 1 


か 

の 

が 

巧 

ふ 

戰- 


の 倾擎ん ち アグ ごこ 阿に 行くて ニ ア0外夕 せと.、 ミ 他 ドイツ 則の ス 
れた 人名し み。 氣の 毒— とじは グ ， マ 闽 のかを をち. 寒ん と^ 供 だ 
の i パ、 御み 人 だけ 述れて かを？ た夕 出帆 前に 無 養 船 ミミ 巧ら れた 
とじ 巧、 31。 ッ パの f 闽 ミ々 は嚴 著—— けたので すが、 ぉ逮一 

わの^ろ を _ト イツ 製 S 刀 奚十侧 ると をた 芝.、 •トイぶ S ミ Tf とられた u'l 
袭 をし^. in 寡— て f 」 たが、 ミは— f 零」 《 i ぶ 
;^^^1イごを持クミ艾窩| ホられてし達ミちか、 替なミイザッス^^ 

力み r 王ィて 7 ごン このを がに 送る ことにすると 5 ことで 前 おつき ミミ 
っ 全 云へ ば i でも 紳宗| れ il - しいので 知られで 拳。— 當 
をし^ す。 を f — i た 八 if ま’ iK 「f く f J と—' 
又 裏 向つ て 5 いです から 上 ホを とらせで 頂きの いです だと 許しを 颇 ふので 

すずろ 言 ど， i 若— て •、姑— f る—。 t 5 惡 f ぶこ 
し ミは る 言を こ.^ し,. せんで^た。— が おる と 「，大 へん 御迷惑を をて す 言^ん ミ 
す こを 役目 去む を蔓— ので、 どぅ ど惡 しからて 有らが たぅ ございまし をち T 寧に 


檢機 をして がて 巧 含 寺した。 私は、 さず が 紳±网 と 云 はれて むる だけ あつでを か-^ 立派な 態度 だ 


一 i 一と ク C . U ピ.‘ 


II ピ： U 5 * を 9 え、 〇 をら： こうし C 羣 こよ (冀 じと 
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♦ 


一 ミイ グ- マとう を恶 しからず 。をら がた うご ざいました。」 と、 _7 寧 こ 

-P J.)vf .•54-m-.^ .^rtrvi .—J.f, .. 

CJ - ' 70- rsj^ I 

挨楼 をして がで 巧き ました。 化は、 さすが 紳±网 と 云 はれて むる だけ あつでな か {立派を 態が だ 
と 化つ て 威 ふし 令した のです が.、 これがず るい イ， *リ .ス 人の やら ホです。 こうして 皆に ょい 威 じを 
與 へて ゐ 3 し而 ので.、 おはこれ をら ば 火した ことは ない と 化つ てゐ たのです が、 船が トリニ ダット 
むを 出帆し でから、 ふと おが 付いて 船の かがに 巧つ て ドイッ、 イ タリ） から 巧いた たくさんの バン 
フレット や、 寫あ帖 等を 入れて おいた トランクを 出して 開けて ぶ"？ したと ころ、 中は をに をつ て、 
僅かに みし ばからの 道具が 入、 つで ゐる げから、 パンフレット や 篇あ帖 はを にも あらませんでした。 
皆' イギリスの 役人が 敵 岡 (つ ずら ドイッ.、 イ タリ I のこと です) のを 傅になる か 料を 持つ て 巧く こ 
とは 出來 をい とちつ て、 とら 上げで し 令つ たとの ことでした。 おは 檢査 のとき の 堪废で 人々 の ふを 
や はらげ ておいて 皆を 巧 ふさせ、 をの か はらこの やうな ことは ホ きびしく やる、 これが ほんとうに 
ずるい.、 ち输を やら 方と 云 ふの だら うと 化 ひを した。 • • 

トリニ ダブ ドな で 巧 船す る こ' と 阿山 五晚 、植 軸阀人 四ぶ が 下船の 上、 イ が リスの 巧 人に がれて 巧 
かれた ほか、 別に 大し力 こ ともをく、 十 巧 lllR 午後 四時に みのを 灌 地々 ある ゲ H ネブ H ラ 阿の ラグ 
アイラ' 灌を おして 出邮し した。 

、 ラグアイラ 池 

十リ111;1:ザ前、 トリ ニ ダッ トをが帆し^><したヵボ ，デ . ォグノ ス號は、 巧に两じバナ マ述河の方 




少 


が 


巧 


職 



へ 進みを た。 乘を暮 ほつ とした 攀 でしち をは も ラ これでうる ミ 
化 調べ も すんだ こと だと 思つ たからで しち 誇 H 早朝、 船は 南アメリヵ 大 
陸の 獨立阀 ベネ グニラ 《ラグアィラ 雙雪 t ち 船は 一 H 溝し でゐ 4 
しち 數十 人の 人々 が この 池で 降ら t た。 蠢は 上陸して 散 ホを しやう と 
化つ て 係 S も 賴委爹 したが だめで し 《。る 舊は妈 らく 前 妻 日本 
の 船が 來 てむ たさう です ちを この 方面に ば 夏の 船は 來て むを いとのこ 
とで ブへネ ッユ ラ援巧 アメリヵ 巧罕ヶ 阿の 獨歲 のろち の 一つで、 
而賴は 晏の五 削 方 火き いさう です が、 鐵 道は 一本 おない とのこと です。 

かし、 お 細の 庵 出は 裳で 四 番目 ださう で、 雄には お油輸 露が たくさん 
ゐ t 々。愛 蓋 ごの 灌は强 い 太陽に 照らされて、 姐 物 や 山な ど ぎんと 
をく f ぶえ、 見 言け でを 籌 しい 言を 威 じがし ミち 石 仙で をつ て 
ゐるこ S ベネ ご ラ 网も他 Q 產 物は ぁ f 月き たを のはを いさう です。 

船は フラ ジグ 國の リオ デジ ヤネ イロ じ 着く 妻.‘ 十數 円の 刚 .、 X 餘 りの 
人が 力べ る 食が を こ— で赖み 込い のに 管 か、 つて ゐ を 《。み、 化、 f 
菜、 巧 物を 顧を 小さ 蠢が たくさん オグ ノス 號の巧 岡 じあつ S て 巧て、 

をを 霎 被で S 中 ミれ る？、 囊 は； J 宝 陸 梁を 备囊 が巧扳 



からぶ つめて む奇 した。 午後 八 時、 船は この ラグアイラ' 池を 出帆して、 を ほ 巧に 向つ てち 6 出し ま 


した。 オランダ 强キ ユラ ソ ー なへ 巧つ て 




み— 一 腔け 3 ろ レが を谨 が巧扳 



からぶ つめて むました。 午後 八 時、 船は この ラグアィラ； 池を 出帆して、 を ほ两に 向つ て ホ々 巧し ろ 
した。 オランダ 馈キ ュラソ ー 島/巧つ て —— 〇 


キ 


ラ ソ* ~~ 島 


ヵボ .デ. オグ ノス 號がキ ユラソ ー なに 到着した のは 翌 五日 早朝でした。 朝起きで 船の 窓から 海 
をぶ たと き 近くに 大きな 島が 化え てゐ 咬した。 船から 見える この おの 海岸に 船の 若く やうを 場所が 
をい ので どこ K 着ける の だら うかと 不思議に 思つ てむ ろす と、 やがて 船は をの 岛に 向つ V 眞商 r じ 
進み 寺した。 おは 船の 前の 方 化 立ヴで 乂でゐ . jK すと、 むの 中に T 度 川の や夕な 入な が あつて、 もこ 
へ 船は 進んで むる のです。 入江の 兩 犀を ク をいで ゐる 橋が 左右に 開いて、 一.1 萬 二 千 順の 大きを ヵ ボ* 
デ •オグ ノス 號 は、 この キユ ラソ ー 拐の 中に 入つ て 巧き えした。 脾 らく 巡む と.、 か をら 廣い下 度 湖 
水の やうな とこ スへ出 寺した。 見渡す と，^ の 湖の やうを 入江の 4 わらの 岸に お 油 タンクが たくさん 
じ 立 もを らんで むます。 一方の 巧には お灿を 精製ず るた めの 工場が 立ちを らんで 煙を はいて ゐ 3 す 
し、 精製す る 時 じ 巧る ダスを 燃やして わるので せう お ホを 火が 盛ん K 燃え 績け てむ 今す、 r お 油の 
なキ ユラソ ー」 とは 脚いで わ 今した が、 こんな じ 端ん を もの だとは ぶ ひ 令 せんでした 。オランダ 領 
である この キユ ラソ I むは、 ベネ ゾユラ 等で 出る 巧 加を 池 輸送船で このむ に 速び、 こ、 で 精製した 
U ガソ リシを み 蝴化巧 つて わるので す。 オランダ 佩では か すが、 をれ はぶ ばか 6 で、 オランダ 本 


な 



順は ドイッが のために 山が され、 をの 政府ょ 
ゥイ グ 'へ グミナ々 盘と 典に イギリス 阿に 逃げ 
てし 身つ たため、 このな も. が 際は イ •ホリスの 
勢力が かを 6 入つ てゐ 今す。 

ぶ 波す 限らの お灿 タンクが 行列して むる こ 
の 湖の やぅを 入な ご 隅の おじ 横 かけに なつ 
たォグ ノス 號 は、 こ、 で龜灿 と 水を 充 々じが’ 
み 込い のです。 船の の 外は ォランダ 巧が 潍備 
L てゐ ますし、 をれ kIK ぢ つて 巧 巧を 黒人 お 
北が ホいて ゐ るの も 變 つたが 玻 でした。 一 •り 
停つ てゐる だけ だと 化つ てむ たのに、 二 R 目 
にを つても 船は 出帆す る樣 子が ぶえ 4 せん。 
どうじた のかと 化つ てゐ ますと、 二 H 目の 午 
後 じな つて 術 內は忿 に騷が じくを 64 した。. 
，もれは トリニ ダットな から 英阀の 役人が 飛行- 
機で このな じ來 て、，. 船が のうちの 濁が じ關係 



ある 人々 を 降し じ ホ わからで しの。 十數 人の 人々.、 をの 中には 祕人も ぢ つてむ-? したが、 をれ ら 


機で このな じ 巧て、， '船を のうちの 獨 がに 關が 



ある 人々 を 降し じ ホた からでし の。 十數 人の 人々.、 をの 中には 締乂 も今ぢ つてむ したが、 もれら 
の 人々 の 荷物 も 船の かがから 述 ばれ 円 動が で述れ ホら れて ひ iKL た '0 をの 中にはな の 颜なぢ み 
の 人 もゐ奇 したので、 をれ から 後 時々 あ、 あの人は どうを つで％ る だら うかと ぶは ずには おられろ 
せんでした。 をれ が 仲 J しの ドィッ、 ィ タリ ー に 綱 係の あぶ 人み ですから か 巧の ことです。 幸 ひ H 
本人 一巧は 何事 もを くずんだ のは ほんとうに おしかつ たこと でした。 トリニ ダットな とキ ュラソ I 
なで 英蝴の 彼 人に 述れ ぶら れた樞 制网の 人々 は 介 計 二十 人でした。 . 

十月 八日 午前 ミ 珍ら しい お 仙の なと ともに、 いやを 化 ひがの キ ュラソ ー なを 出帕 して、 いょ 
ブラ ジグ 阿の リォ •デ •ジャネィ ロ灌 へと かひ-? K した。 この ネ ユラ ソ I むから パナマ 述河 寺で 
11 H 岡、 述 河を こえれば 太 ホが だのに と、 H 本人 一巧は みを 言 ひなつて 殘 をが つで わ したが、 船 
は パナマ運河 をな じしで、 寺の 火两洋 へと 進んで 巧く のでした。 ベ グリンを 立つ てから 一一 一十 お りに 
をら 寺す が、-^ だ H 本 4 では 五み の 一し か來 てむ ろせん。 

再び 大脚洋 を 南下して ‘ 


船は 两啡店訴むと巧 ァ メ リ ヵ 火帖 の 邮をが にか 0 て 火 阳が へ お る の で す。 こ S 邊は 1^<だ英网 の 勢 
力のぅ もを ので、 俩時 IK たどんを ことにを るか も かれない と 云 ふ 期 持が してむ るので.‘ 船の も ひつ 
_ ル をな してね したが.、 をれ でも 巧 n きまつ 力 やぅに 音樂舒 、映蒂 かが わ 6 皆した。 しかし をれ らも 


がふ 巧 かの みが 


]\S 


'スペィンを おて を 引き 織いて あるり で、 船 ff ど わさて」 つた やぅで お。 幸 S 惡巧 
闽の 勢力 髓闽を 通過して、 南 ァメッ 为$ 端を 蠢 なお 船が 一路 度 向つ で 巡む こ をら 船のは 
だんく S 」 やか K なミ來 をた。 をれ は 巧く 赤道を 通過す ミで、 ミ 時 《お f の 羊 備が始 
まつた ためです。 . 

ホ 道を と 云 含は、 船が 赤道を 蠢 する 時 船 內で雙 S らを 20 でて をは 實 同じ 言 
を こを 力ら 級蟲 へして ゐ る船內 S 加を う ぎら はを か 6 でを く、 靈を靈 した ことを お視 
姜 るので す。 赤議？ 去は を Q 國 々や 盤： 震ょ つて 宅異る やぅです が、 大驚 《神様が 大 
きを 魄を 船長に 波して、 船-おは をで 赤道 0 ブ—プ を 切ら f 海神から 赤道 靈 《許 3 を？ ふ 
の ださです る こ，^ らの役 じつ^ 人は 船 貝 か 船を の 中から え をれ て假裝 してやる のです。 ォン 
ノス 漉は 今を の 準備で 船を 達は 火縣 ぎです。 

十草晉 朝、 ォグ ノス 號 .は 赤證蓋 過して 船は 南半球 じ 入 4 しち ホ 道 磐は かぶを— 風 
帶 じある Q で、 船內 i 合 化しの ぎえ つ々 0 はな 化ょり でしち こ 0 H から f 閒ホ 道？ 大へ 
んな搔 きで しち 第一 日の 午が 船を の 中から えらばれた S の 一巧が、 船を じ ホ 逆 逝 過 證を與 へる 

祭 •か 擎盎 お。 SG 蠢望夕 Q — を 寨了讓 を 先 愛 船を 一 f 」、 ちかて プ— 

£ まが じど 2 と 腰をおろして 靈許 wf 渡す ことを 船客 一同 じつげ を ち 一番 繁に呼 
び 出された S は スィスのを' いが 人で しち 海神の 前 接？ ひざ ま •ついて 规を さげる とお 神は 7 ぶ 

、 I ■ - - ■ . II J* - I I 1. f 


の 許可 證を とら あげて、 をの 蹄 人に 通過の 許可を 典へ 寺した ひ 


,19 巧び 犬 西 巧を 南下して _ 


じけ さ f ブ K はス イスの 吊い 输 人で しち 懈 S 前装つ て ひざ まづ いて 锁を さげる と 海神は 一枚 


の 許可 證を とりあげて、 をの 蹄 人に 通過の 許可を 典へ 4 した。 
すると 從 をは 持つ てゐた バヶツから、 ゥ ドン おや、 お 齡水や 
卵を どを 海神に 波し ました。 海神は ちれら を 受け取つ て、 ろ 
づゥ ドンが をを の 婦人の 頭から かけ、 ホに 卯を. 頭. に 落し 令し 
た。 卯は 割れて、 黄が が锁 から 赞 中の 方へ 流れて 行く 
をの 上へ、 今度は お踰 水を かけ、 が 後 K をの 蹄 人を プ 
1 グの 中に ほうら 込んで しま ひ した。 見物の 船を 達 
は 腹を か、 へて 笑 ひ したが、 をの 邮人 はこうし たこ 
とを な 悟して ゐ たので せう、 海水 
着を 着て ゐてプ ー グに 化されても 
ホ氣 でが いで ■ 


上つ て 巧-?! < し 
た。 ぶ 物 人は 
やん やと、 火 
喝 巧でした。 
引き 紹 いて 二 


i 
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^ てばからの 人が 呼び出されて M じ やうな n に 八 ato みが、 中にはを くリ てこを いでぶ 者.。 
，.一 引きち じ T 人 も あり、 $ の藥 をし ミで をの tT グに 蔓れた 人を どで/くまで 大へ 
を じぎ やか さで お。 終ら じとうく 游神夫 葦で T 完 中た 暮れた 上、 あがらう とすると 
こス をす を 化を 引っぱられ るる ス をく 间茶裹 な 蹄ぎ が緻 きを お。 

巧 一て 良 午後 掌— S 震 行列’ か t 言み。— からい ろくと 考素 服— 言れ た 子 
化逮夕 船を？ をえ らばれ た審賣 《f 出て 來る 0 です が、 夕 r? る やらで たへ ふを 
骚 ぎ、 を 部 紙で がっ た— です が 芝畫 機、 ィン デァソ 、占 コの韦 棒、 さては— 脚の ピこ 
今で 出て？ 暑な をち 終っ で 子 蓮は 玩器囊 おを A ら ってを せびで お。 望り 主。 
後 船中 is を 言ち か、 H 本ぐ 二人 ば t 出 ご？ とら を《0 は模 で.：, 《。化^^ 

人 ii あって これが 一雪 やかでした。 馨逮 はい ミは i になる とど こも^^^ 
た^ ミに、々 n ばから 草 二 時 明まで 強ぎ まわ ミゐま お。 る 晉閒の おならで、 トリニ ダッ 
やキ ユミ， でう けたい やを 化 を. すつ から 吹き飛を てし 3 った やうで お。 

船は かも 楠へ と進委 、リオ デジ ヤ ネイ.； 向つ てゐ享 。こうお 晉阿 にわた る. お？ も 俯 
事 じすむ ちを 晉 ばからで ブラ ジグ 阀の リオ デ ジャネ： に f ので、 ブラ ジグで 陛 する 人 
人は ぼつく 降 6 る ま 化を 葱 言た。 と ミが ツオ デジ 卞 ネイ； ぶ 《大器から、 H 本な 
杳部 リオ テシ ヤ す。 で卜 船して、 を こで H ま 船に 乘る言 化との 電冀 着き J み。 おともと 



二人の 人は ブラ ジグ 阀に k 蛇す る 許可を もつ て わを かつた ためじ、 す r じ 大使 術へ をの ホ 機き をず 


が じ采る やう じとの 帶 報が 若き 3 した。 なと あと 



'二人の 人は ブラ ジグ 阿に L . 蛇す る 許可を もつ て わを かつた ために、 す r に乂化 郁へ をの ホ 結き をす 
る やうに お 願 ひする 带報 をが つて わき しの。 若し だめなら ば 化むな く アグ. ゼン チジ のダュ ノス ア 
イ レスに 巧く つもりに してむ 令した ところ、 阿 もな く假 トー 陸の 郁 ザが 降り ホから 下船し ろとの 霜 報 
がホ1?<したので、 一 巧十と人と 一 所に巧動することがぉぁるのを菩んでむ哇しの。 さぅしてゎるす 
もじ 批 はぶ 達の 降 6 る リオ デ ジャネイ 〇に十 巧 十九 H の 午前 二げ 到着し をした。 


リオ •デ •ジャネ イロ 


引 


十 パ 十八 H の ぉすぎに をつ て、 祗 速の 乘 つの々 ボ •デ. 才八 ノス 號 はもの HS 夜 おを くブプ ジグ 
网の首 巧、 ブ '才 •デ •ジャネィ， 口灌 じ乂诞 する ことが はつき らし 音した。. 夕を をす せてから なは 
义 達と 一所に が 板に 出て 化ました が.、 皆 だ陛 地ら しい ものが 化え せんので、 どうせ々 夜を いても 
明朝に をら をければ 七陛 する ことは 出來 をい の だから' と 化つ て.、 一たん 部屋へ かへ つて 休む ことに 
しました 。ところが 十 時す ぎじを つて 义 人が 私の 部 摇に來 て 「甲が に 出て 乂を さい。 リォ じ 若いた 
から」 と誘ぴ にぶえ したので、 述れ ホつ て kE - がに W ました。 船は 滩 化に 近づいて む 4 す。 化ぶ 
は 一而に 晴れて 巧 ホが め 化が み-一 ばいに 輝いて む ず。 はるかの ぶじ 遥 おの W の やうを おを した 巧 
十 か 化が お 阿を がる かの やうに 輝いて ゐ す。 リォの 巧は 山と 涧に阀 ろれ た円然 のでし い灌 だと 即 
いて ゐ したが.、 化で ある ためにを のでし さは わから 4 せ A でし 力。 しかし、 夜の 滩の かもが にす ば 



らしい をのです。 何十 ss をら 吏る とを 

兰重育 S n ごてぶ S 上に 立つ； 時 さ 

S - で パの キリスト 単 V むの 像が 堪饰じ 心つて 夜を こ 
くつき 6 浮び 上つ で ゐるさ 寺は リオ •デ •ジャネ 
ィロの 义 物の 一つです。 をれ じ鮮く 1 逃の 山み の 
中腹から お 岸 化かけ てのを々 の时 、コバ々 パナの 
巧 岸 通ら じ 行 化ょ く 阿を おいて 立ちな らんだ 巧 唯 
がを 船の 上から 站 ると 下. 找お珠 の 頸 飾ら (コパ 
ヵ パナ) S 言です。 火き な 触が 海 走に ゆつ と 
體を牛 八月 現は したやぅ を 珍ら しい 形の.、/ •ザ • 
ァス ッヵ ふのを 山の 侧を 船は ゆつ くらと 進み、 
やがて 岸錯じ 横付け 化を 63 した。 畔じ卜 九 打 午 
前 一一 時、 おは 刚 = の上陛 のた めを しでを？ 
と 部 尾に 巧り すした 0 

な •始めて ぶる リオ •デ •ジャネイ 。の 風光、 

空 も 巧 も ~ がに W るい 監を じつ、 まれ、 お 化 こぶ 


'入ら & ん だ灌灣 は、 自然の 防 化 堀を なし、 渡 巧に ある お々 の奇兒 .、をれ を 取 岡む 綠の 山々、 をの 
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リオ. デ •ジ卞 ホイ 



を も おも) がに 明るい 藍を じつ、 まれ、 お 化 こ" 



く 入ら 茲ん だ诞灣 は、 自然の 防化趙 をな し、 潜內 じある お々 のず 我.、 をれ を 化 圈む綠 の 山々、 をの 
中腹から 海岸に かけての ホ 巧の 近 化 的を 建物、 機內 とは あはれ をい 程き れいを 藍を の お、 白い お 山 
パン. デ •ア スッ 々 I グ、 n グ コバ ー ト 山- 识 の-了 度 雲上から 降ら 立たれた かの やうに 兩 手を 揽げて 
街を ぶ 下して ぬられる キリストの 像、 化 巧 一二 大美诞 (ィ タリ ー の ザ ポリ、 オ ー スト ラリ ャの シド ニ 
1、 ブラ ジグの リオ •デ. ジャネィ ロ) の 一つと 云 はれる の もなる ほどと 化 はれち した。 水が 深く 
幾 萬 暇の 大きを 船 も樂に 乂灌出 巧る、 この リオ •デ. ジャネィ ロは 「一 ぉの 炯」 と 云 ふ 意が をので 
す。 をれ は 西が 一ぶ oil 年 一月に ポグト ダグの 航海 業 お コ ユ リオと を ふ 人に 依って 發 おされた ので 
す 。 n H リオは こ、 を 敬 見した とき、 なく 陸に な ひ 这んで ゐる潘 機を 河 (リオ) と 見誤つ て 一 ぉ (ジ 
ャネ ィロ) におつ けたので、 をれ を 記を する ためにぶ 付けた の ださう です。 

朝食が すみ 4 したの 大使 瓶を の 他の 方々 が、 一巧を 迎 へに おおでに をち した。 上陸 許可を 得て 
居られる 日本人の 方は 皆 下船して、 H 本の 船を 待つ ことにを らました が、 私と あを 二人の 方は 大化 
解の 御 巧 力に も おは. ら ず、 ブラ ジグ 阀の 外務 巧と 內務 巧の 巧 違 ひから、 とう/、 上陸す る ことが が 
來奇 せんでした。 やむ をく 一巧と が 別れして アグ ゼン チン 國の ブユ ノス アィ レスに 向 ふこと K し-?* < 
した。 しかし 船が 遮を 出帆す る iK でには、 iK だが 閒が大 々あ 6 ましたので 水上 教 察の 方に お 願 ひし 
て、 巧 を 散 ホす る ことじし 今した。 

スペィンの ヵディス 巡を 出帆して から 了 巧 ーヶ月 目で、 火 地を 巧む ことの 出 ホた なは 化 ひきら 化 
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じを s して f 身した。 リオ •デ •ジャネ こ ホの 一 露 带累； 二— ご リオ •ブランコ、 幼帶 

樹が关 しく 築 S たが々 《蜜と、 f とお 擎 S 菜を 法 柿 S ? わら？。 ホを ぶ 

路 じは* T ク 《鑛 だてみ つた？ 珍ら しく、 術 S 子み 歐米 式で、 擎附の f とお 雄 物 

ものく さん あ I 

な、 ぶが をな 
級が や、 きれ 

レな タク シ — 

が 無數に ホつ 
てむ した。 

枝對侧 に瓣る 
のには、 十 ホ 
路 のお號 化ょ 
ら をければ 時 

脚が か、 る ほど. り 動が がいつ ぱいで、 をく ヨ— ロ ツパや アメリカの 义刚 都が とみし も 變ら 皆 せんで 
た。 小な SS - ぶ トン ネグ S 驚を 拔け ると、 ふこは SS 飾ら 窒 はれる。 ご カ パナの 
裘 です。 海岸 Q 砂-がに 沿つ て 數轩じ 被る ホ 派を ドライ' ブ繁が 化々 として 統 き、 をの 道 おを へさ 



て、 商いぶ 派を 雄 物が 立ちな らんで むジさ 令は 一寸 變 つの おを 風 おでした。 

十 巧と 云へは、 化 半球の 日本では 秋の 巧 端 6 であるのに、 こ、 リォ. デ. ジャネィ ロは お 候から 
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て、 商い 立派る 述 物が 立ちな らんで ゐ ，る さ 今は 一寸 變 つたが 岸 風 おでした。 

十 巧と 云へは、 化 半 ホの 日本では かの 巧 盛 6 であるのに、 こ、 リォ •デ •ジャネィ ロは お 候から 
云 ふと 丫度 ホです が、 赤 お 近い ためにな の兹 さでした。 T 度 H 本と 反 對な氣 候 じある 巧 ホに が留す 
る H 本人は、 なの 哉い 時に 新年を 迎へ るので.、 びを ふき-- -- r 新年 お扫 出おう」 とおが する のは 面 
口い ことで せう。 巧には，：：： 人、 黑 人、 半 黒人、 ィン' 巧 ァン 等を々 な 人 穂が ホいて お す。 他の 南米 
請阀 はを 部 スペィン 系の 人穗 ださう です が、 この ブラぶ' グ だけは ポグト ダグ 人です。 この ポグト ダグ 
人に おつて 他の 人 稀が 同じ やうに ホ 巧して ゐ るので すが、 而 むい ことには 時々 り 人の ホが が 巧ん 巧 
の 乎 供を 述れて ホいて むる のを 見かける ことでした。 一一 一巧 年 前から この 地へ ポグト ダグ 人が 移 化し 
て'、 盤 人と 一所に をつ た、 め、 帖化溢 傅と いふので 白人 巧 おの 間に 黒人が ホれ る ことが ょく あると 
のこと です。 

化を 一述 6 御 おのして ド さつた 朝日 新 閒胜の お 泥な、 荒 おさんは 「これから なのぶ へがつ て おを 
ばを 御馳走し てあげ せう」 と 云は れ哇 した。 こんなと ころへ 巧て H 本の おを ばを たべられ るとは 
化 ひ 4 せんでした が.、 ょく 考 へて 化 すと、 この イラ ジグには H 本人が 二十 一二 旗 人 もむ て.、 をの 人 
逢が 円々 逮の ホで 何でも こしら へて わるの ださう で、 円本のを 物は 巧ん ど 無い もめは ない と 云つ て 
もょ いとのこ とでし 力。 荒 おさんの みで かしぶりに、 おを ば、 叱增 汁、 おなお 等で さつ ぱら したお 
が 巧を 御馳 よに をクて H 本に かへ つた やう， な 化 ひを しました。 


巧ム巧 かの 少年 
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十な か 後 八 時、 上陸 出 ホを かつた 化 始め 二人ろ 緊 力 •ホ デ 文 ノス 號の 船中の 人と なつて‘ 

リオ •ダ •ジャネイ ロを 巧 帆し 寺した。 - 


サ 


ン 


ス 


草 一す 午前 八畔 、同じ ブラ ジ 萬の 避 サント； 入湛告 した。 サントス 灌の綻 泊ま トニ 時 g 
が だつ 力 Q で 暴 Q た 重睹 する ことた ま」 ち 大農 S 费出賢 0 方 S 誇で 燕を 見 
物し 寺し ち こ、 す才 •デ •ジャネ ィ。 化 くらべる ち T 度 器の 衔 とまつた 言を 感じです。 
おし、 こ Q 獲れ 零 約 二 時 脚 餘え遙 にあ 奚 I 、 サごゥ 。ホの 叟 S やう 蓋 所は 

なつて ゐ るた め大两 鏡路の 船は 必ず 寄る の ださう でて をして サごゥ 。州の 慕特 C 棉とコ 1 
ヒふ務 出 f して 有名です。 冀莫 きを 述 物は をく、 巧 幅 も— く、 f と ミに 熱 帶性 のお 
を繁 巧して？ しち 海慧砂 潰は 非常 K 硬く、 黨 際を 白— で ドラィ ダ 走 ことは— いを 
出で お。 課を. ドラィ ゲし 《とき C 叢 0 兩侧は 一而 3 ナナ 岛で 、おいし さう を.？ ナ が一 ば 
いぶら _卜 つて ゐま お。 取らう と 化へ ば、 いくらでもを さう をので 「茲 違れ をいで 甘う か？ 一と 
等ね てぶ 享と 「こ Q ± 地は パ ナナが 出來 過ぎて、 皆 《ベ 飽きて ゐ をです。 ですから ± 地の 人は 
泣く 子を おどかす S パ ナナを をはせ るち を J くらいです。 バナナを を はぜる とち はれる と 力'' 
ベ 飽きて ゐる 子供は だ？ て 泣 毒み づす 。璧 をのです をとの 馨 へで お パ.‘. 


じ 了 



サントスょ 6 と} 10^ のな 所 じある サン バゥ n ルは 熱帶 地方では あら， 今す が、 なさの 關 係で 涼しく 
火' へん 化み ょいと ころ ださぅ でず。 主鹏 から H 雌に かけで サンパゥロ ホの 人々 は.、 この サン. トスに 
遊びに 來 るの ださぅ です。 をのた めに サントスの 街と しては、 立が を ホ ブグが ニク ほど あるの も 遊 
穂 化と してで せう と 化 はれ す。 • . . 


をの： = のか 後 八时 、船は サントスを 出帆 化に 相-;^、 ァグ ゼン チンに 向つて 坂 おの 航海に ついた の 



がふ 巧が のかが 


じ S 


です。 この 驚 S 途 ぶか 阜もグ ニノ？ イ； から 榮 H 々斯 S 障 巧 築 1 から お 報が 
來 て. ブラ' ジ？ k 盛蔓 かつた な 速ち ご ノス アイぃ スで H 裘船 s る やぅ 謂せ ょと お 
つて 來 4 した。' おを は リオ. デ •ジャネイ ロで 巧 6 巧へ るは ずの H 本船が、 3 だ綻 治して ゐ るのを 
知つ て ほつ と」 一.0 た。 t て 1$ 乘船重 を S やぅ 襄 だて おさ 言た。 

オグ ノス 號ろ十 パ ニ 主= か 竺化南 アメブ カの 11 一大 如 ご. つ ラ •.プ ラタ 河の 河：：； 化 ある， ノグ 
グ アイ 阿のを 化 モンテ ビデ >滩 じ入泌 しました。 この モン ブ ビデオ 灌は略 和 十ぶ がみ、 ドイツの が 
艦 •クラ— フ •シユ 。へ— 號が をの 沖み で 俊 勢を 英 阿. の 軍 f 戰 ひ、 遂化 この 灌に 一" 乂姬 、數 H 後 こ 
の 池 外で お 化な n 燃を どげ たので 知られて むる ところです。 お 達は 巧が じがて 巧の 樵 子を 挑めで む 
ると を 場に たつた て Qnr 本人が を わが て 呼襄 けて ゐる 《をぶ ま た。 こ Q や 5 寡闻 のぶ 
の ド、 しかも 外阀乂 ばからの 中に、 M 胞 のをを 發乂 しのと きの 胳 しさ、 なつかし さは をん とも 京へ 
をい をのです。 をの 入ち 火阪閒 船の* ンテ ビデオが 張りで グユ ノス アこス との 述 絡が かせち 
ろを/、 船 妻 お出て 下さつ たのです 。"本船の 出帆が 一 Hi され、 をののを つくりと 乘 
ら巧 へる ことが 窠 ると 脚いて ほつ とし？ ちな 達 《幕の 計 零は ご ノス 了； で 船を 降 
ら 、商 アメリカを 揽斷 、こ デ. ス山 P を 越ろ チリ 1 阿に 化て 大本が 掉の雙 こ ライ. ソ から、 円 
ま 船に 乘る ことに」 てゐ言 ちが、 即く とこを よると A ミ ザ泮累 ら QH ま 船は をい との' 

こと、 ゲュ ノスで をの 船に 巧ら をければ が ひは む 流しになる かを しれを いと 云 はれ、 巧 こ b ぶを ( 


ことを して 來 たも かと W やらと しました ひ 

この 巧は 小商い おの h 一につ くられた 近代 都 ホで ず。 リォ •デ •ジャネィ ロの やぅを 菜し さは あ 6 
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ことを して 來の もげと ひやな とし 令 レた ひ 

このが は 小商いぶ の 上に つくられた 巧 化 都 ホです。 リオ •デ •ジャネイ ロの やうな 萊 しさは あり 
•^>^せんが、 をくの ョ ー ロ ッ パ式の都舍でした〇’この闕はブ ラジ グとア グゼ ン チ ンと云ふ二 つ の大闽 
の 岡に 俠嗦れ た 小さを 阀 なので ず。 產 物は 殆ん どなく 牧 燕で ちつて ゐる阀 ださう で、 いろ〜 \ の 物 
をは 欧米から 輸入して ゐ るとの ことでした。 大 闕に狹 ろれ た ル さを 阀 、おは ョ I ロッ パの スイス 阀 
を 思 ひ 出して 同惯 する のでした。 

夕方、 最後の 箭池 地で ある モン •テ. ビデオを 出帆した オグ ノス 號は終 點のグ H ノス アイ レスに 
向 ひました。 こ、 からは ラプラタ 河を 溯つ て 進む のです。 船中で モン •ブ •ビデオ 灌 から 乘 り 込んだ 
アグ ゼン チンの 巧 人の 板を をを けて 下船 準備を して 巧に 入 もました。 

ヴユ ノス アイ レス 

十 ぉ 二十 四 H 午前 八 時.、 グユ ノス •ァイ レス お'、 天候は 幸 ひに も 上巧氣 であり. 55^ した。 朝早く 甲 
おに 出て 見 嗅す と、 船は 寺 だ ラプラタ 河を 溯 クてゐ ます。 ラ •プ ラタ (銀と を ふなか) のぶは 大へ 
んに 美しいで すが 巧 際は 额 つた 泥水です。 ヴユ ノス アイ レスと 云 ふのは 「たきを」 とま ふな 化です 
ぇ 水力き たを いため •ない をの 戚 じが あ 違ら し 4 せんで しわ。 ヴユ ノス •アイ レスの ホ 巧は もう 
化え てゐ 4 すが 船は ゆつ く 6 と 進んで ね 4 す。’ をれ は ラプラタ 河が み 化から 流して 來 たがで 川 化が 


4 


賊ム 巧） がの み 平 


1：)0 


低く、 人き を舶の 出入. には 川の 中 かを 她 つて 述 河をから.- を' こを 化な して 述ら をければ をら をい か 
ら です。 をの 述 がの 兩侧 じと ころぐ ブィが あつて、 が 間が 燈 火が つきろ すので 船は をを 目 常に 
ゆつ くらと 進む のです。 I 

を稱じ 若く と 問 もを く、 大阪 商船の グユ ノス ァィ レス 出 眼 U の 近 藤さん がお乂 えに をつ て、 日本 
船に 乘船 ホ緻 きをす るから をれ がすみ ホ 巧-? r < た迎 へに 參り 4 すから、 をれ 今で この 贈で お 待ら ド さ 
い、 とを つて 出て 巧 かれました 〇盞 過ぎ 大阪丽 船の 方が 迎 へに 來られ たので、 手荷物を もつ て 思 W 出 
の 夕^クた ヵボ .デ. ォグ ノス 號 から 降ら、 巧 動 車で U 本船の 碗 泊して ゐる岸 鶴に 巧き 4 した。 

お、、 ぶえ た、 H 本の 船が、 n 常 顧が、 船 おじ 鶴へ る H 本の 旗、 お 側 化か、 れ 々 H の 丸の しるし、 
異 网の潘 で、 ボ 時なら いざから ス 化が 動 側の 賓 中に、 豐 の波閒 を乘ら 越えて、 ょくを こ、.^ 
で 航海して 巧た もの だ、 と 化 ふ 威 謝の 氣 持と 问 時化、 これ K ホれば もぅ 懐かしい 祖闽 H 本へ 歸 へる 
ことがが來るものと化ふ媳しさで、 目頌が熱くをるのをどぅすること，^>巧ホ，^せんでしと。 〇本船 
- 上に みを おく ことが お來て みめて、 人並の 乂 則に 立ち 還れた と 云ふ氣 持ら でした。 円本の もこ ちら 
さへ すれば 畑 闽に歸 つたと 间じ であらう と、 前から 考 へて わ 3 したが、 をく をの 通りで、 もう、 レみ 
ともに 肖 ホで し々。 乘 らうつつ た 常 初、 ft 本 語で いろ-^ のぶが 足りる のが、 むしろ 不思議に 化つ 
たかでした。 H 本人の 船 貝、 R 本文 字の 注な を 等、 がから 何. 5,<でり 本式で あるの がほんとう こだ。 し 
くて’ くた-^ な 1 t < せんでした。 


閒け るく 束を 日々 新 削の 鈴 木さん、 讚资新 削の ホ 田さん がぶ えられた ので、 御 二人の 御 讓內で ダ 
エノス •アィ レブの 巧 街を 化物す る ことじし.？ した。 / 
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閒^ るく 巧を 円々 新聞の 鈴 木さん、 識巧新 削の ホ 田 さ A がぶ えられた ので、 御 二人の 御を 內でゲ 
エノス •アイ レスの 巧 巧を ぶ 物す る ことじし.？ した。 / 
グ エノス •アイ レス ホ、 こ、 は 南アメリヵの パリ. I とも 云 はれる すばらしい 都です。 近代的を 堂 
堂た る ビグ デ イングが 立な び、 道 おは 立派を 鋪裝 た、 蹄 除が 巧き 盾いて ゐる ため 化つ てむ 4 し 力。 
リォ. デ. ジャネイ ロょ らも も ウと南 K 下つ てゐ るので、 T 度を の氣 候で 樹木は 新綠で 炎し く'、 刚 
るい 美 ■しい 都です。 リォ. デ •ジャネイ ロは 自然の 美の 都です が、 この ゲユ ノス •アイ レスは 人工 
の 美の 都と 忌 はれて む す 。あるが 路を どは 述 物の 高さが 一を してむ るた め、 をの 一隅に 立つ てな 
通す と、 逮 物の お 目が わからを い稻 、整然とし てむ 音す。 南半 巧の 阀際都 巧と 稱 して ゐる だけ あつ 
て、 巧路 のぶ 前の 中 じ 衆 京が、. 大阪 通、 神 戶通等 あ も、 違た 日本な 圃 のぶ 前の 遊園地 も あ した 
のは 始 しかつた ーク です。 この アグ ゼン チンは 前の世が 大戰の 時、 戰爭 終了まで 中立を ずつ ただけ 
あつて、 現在で も 南アメリヵ 随一の 强大网 を 誇 ツてゐ 3 す。 この 都の 特徴は いろ.^ の 文化、 衞生 
等の 設備が 巧 おいてむ るた め、 恐ろしい 傳染 病が 絕對 におを しを いこと ださぅ です。 この 一つ だけ 
でも ヴユ ノス •アイ レス ホ 巧は 巧 商々 で おる とを ふこと でした o ' この ホ內 を一迴 らして 驚いた こと 
は 父，一 助^の 夕 いこと でず。 円 家 用 巧 動 本も夕 いのです が、 すばらしい 商級タ クシ ー ( メ ー タ ー 
制) がが おに 氾濫して む-^ ず。 狹い 道路は 向 動 車で 巧く ょ.^. 、ホいた 方が 早い 化、 數が夕 くて なか 
--><-ホれないのです。 巧弛槐關はを部で冗つ、 このタクシ）の外に巧內常単、 地下鐵お、 乘か扫動 


巧 ふな) かの みが 
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が、 凹太郞 バスが あら 1>< す。 则太郞 バスは アグ ゼン チンの H 本人が さう 云つて ゐ 咳す。 火き さは H 
本の バス ょら 小型で、. 一を の 路線が あつて 走つ てゐ奇 すが、 便利を ことに 乘る ときは 巧つ たお 留場 
が あら 奇 すが、 降 6 ると きじは 合 岡を すれば 自 かの 降 6 たい 場 巧で 停めて おれる ことです。 地で 鐵 
道は 巧の 中 かから 郊外 で四述 八達して.、 どこ 今でも 均一 料金で' す。 入口のと こス化 十を の 刪が あ 
つて をのす リ化十 錢乂れ ると、 四々 の 一姬轉 して 一人つ、 ホ I ムの中 じ 入れる やう じを つてぬ-^ 
す。 電 がは 質に きれいで、 防音 裝厳 がょく 出 來てゐ るた め、 やかましい 音が 如ん ど あ 6 寺 せん。 を 
か 化 パンタグラフと 巧 線.、 及び 鐵路の すれる 音が みし ばから する だけです。 この 設計は がく 外闽じ 
まで 懸貫裳 麗した さう です が、 をの 一等 當逃 にを つた 人が アメリカに ゐた H 本人 ださう で、 ものた 
めじ わざ/、 アグ ゼン チン-^ で來 て、 この 工事の 監督に あたつ たと 云 ふ 話を 削いて.、 円本の ためじ 
萬 丈の 氣を がいて； 卜 さつた をの 人に 敬な を おする とかじ、 H 本人の 務ら を窩く 持つ ことを 甚び 今し 
た。- 

今の この 巧 民の もう 一つの 誇らは •、目で 述設 中の ホの 中央を 貫ぬ くた 道路で あら 4 す。. この 道路 
の 幅は 巧 五十 米と 云 ふから 一寸 世が 化を 珍ら しい もので せう。 反 對侧の 家が 小さく 化え たの 化は 教 
きろした。 一部 お 巧 上つ たこの 道路の 地下は 五 千 臺め同 動ずが 入る すばらしい 巧が が あら、 一朝を 
事の 際には 巧 民の ための 防空‘ おとも なるやう 化 作られて ある さう です。 こうした 施設を 誇る アグ ゼ 
ン チンに も网 つた ことがある のです。 をれ は 瓦斯、 電氣 、電請、 水道、 交 述槐關 等 ホ 民のを の 円を 

一’.' 

の H に缺 くことの 出來 をい ものの なみは、 姑ん ど ィギリスから 出て わると 云 ふこと です。 また 大迸 
路の述 哉 巧 も 火 部分 アメリカから 出て むる のです。 アメリカは 化づ 、南米 謝 阿に お 化逃設 巧を 贷し 
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の H にがく ことの 出來 をい ものの 资 金は、 殆んど ィザ リスから がて ゐ ると 云 ふこと です。 寺た 乂 通 
路の述 哉 巧 も 大部々 アメリカから 出て むる のです。 アメリカは 化づ 、南米 謝树 にお 路速設 赞を贷 し 
て、 道路が 出來 上つ た 時 向 動 巧を 質ら.、 ホに ダ ソリンを 贺ら 込んだ とち ふこと です。 この 阀 のを 源 
は ホ だが が あるか 解ら をい さぅ です が、 をれ を閒發 する ことは アメリカが 醬 ばない のです。 おし、 
いろ/ \ の 唐物が がて、 この 阿が 一人ぶ ちが お來る やぅ 化を つたを らば、 今ょ 6 もつ と强 くを つて、 
アメリカの 云 ふこと を閒 かを くなる からでせ ぅ。 ですから、 工業は あ 咬ら 踏逮 しでむ ろせん。 碟業 
ちとして 化 おで 立つ てぬるの です。 化 おはがい 円然 のま、 の化踢 でかし 飼 ひに しでむ うず。 牧場に 
は小馆 を どは をく、 關が 降れば やおは 火き を樹の 影に 避けて ゐ 今す。 ーヶ所の 巧を をべ 終る と、 
つぎ/ \ に 鬥然の 巧を 追つ て 巧き 皆す。 一猶 6 して 巧た 時々 には 父 前のと こスの 巧が 牛： えてむ るの 
です。 牧場 ホは、 時々 歸つ 'て 來た中 や 指の かから 充 々化を をした ものを 钓る だけの. 化 尊し かを いさ 
ぅです。 如何に 廣 いかが 解る でせ ぅ。 柳が あつても、 時には 隣ら の 化 場の 小を どが 化ひ达 ことが 
あら ずし、 今た 歸 つて ホた 時に 子牛 や 手 馬を 速れ てゐる こと も あると 云 ふこと です。 円 巧の in 、 
のぶ 化です から 體もホ ホです し、 をのた めか こ、 め 中み は 化 ホー おいしい のです。 

一姻 らしを がら、' こぅした 而 白い 話を 削いて、 夕方 古田さん のをへ 參 6、 を こで 化 ホーの 小 かを 
御馳走に を 6 を がら アグ ゼン チンの 巧恼 をを ほお 伺 ひし 皆した。 

アグ ゼン チンは お 捣二巧 七十 化锅と 千阿餘 がで、 日本の 約 gl ほ餘 6 の廣 さを かしながら、 人 n は 化 
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か 一で 円 巧 人で.、 もつ ともつ と 
人を 入れて あらゆる 巧萊を 起せば 
立派を 阿に をる ことは 碰 がに とを 
ふこと です。 スペイン ぶの 人 補で 
すが.、 あ 寺ら 他 阿 人を きら ふこと 
はなく H 本人が ホいて ゐて も、 こ 
の 時化で もを にを ない とのこと、 
をれば か 6 でを く、 この 都では ド 
イブの 新 脚が ドイツ語で 敬 巧され 
て わるのは 他の 网 では 一ず 化ら れ 
をい こと だと 請され 皆し の。 

夕を 後、 おは H 本人 か 本部へ 參 
ら 皆した。 アグ ゼン チンには 円本 
人が 六 千 人 餘りゐ て.、 いろ-^-^ な 
事業を して 活觸 して ちられる さう 
です。 この 本部の 二階は H 本人 小 


を 校で、 芋 供 速が 巧 H 勉 强に來 てむ ます。 部屋は 狹 いです が、 化、 腰掛 等充み 揃って わて、 をの 上 
掛陶や 地 岡 や 本を ど 何から 时 まで、 H 本の ホ學 校を 化る やぅな 威 じでした。 H 本とは T おお 反對の 


I ; 巧 ヴ エノス •アイ レス 


學 校で、 芋 供 速が 每 H 勉强 に來 てむ ぇす。 郁 厘は 狹 いです が、 化、 腰掛 等充み 揃って ゐ て、 をの 上 
掛岡ゃ 地圖ゃ 本を ど 何から 何 で、 H 本の 小學 校を 化る やぅな 威 じでした。 日本とは T 度 お 反對の 
しかも 南半 巧の 異网 のをの 下で、 H 本の ことを 勉强 してなる 子供さん 逮の いぢら しいを をな ひ、 幸 
多 かれと 祈らず じは むられ ろせんでした .〇 この アグ ゼン チンでは H 本 語の 新即が 二、 一二 出て ゐ るの 
もたの もしく 化 ひ 4 した。、 

この 本部で、 私は 化 ひがけを く 昔の 學 校ぶ 建に を ふこと が出來 ました。 あ の 巧 遇に 驚 含、 巧 
H が 帆の ため、 一所に ゆつ くら 話しな ふこと が出來 ない のを 殘 念に 化 ひを がら も.、 他の 人々 と 別れ 
て 二人 だけ だを^ て 夜の 術， を 化物し ました か 時計は 十二時が かつた ので、 あ なおくな つては と 化 
ひ、 ぶ人じをのことを請し1><しのとこス.、 こ、では十11時は1^<だほんの宵の口だとのこと、 映藍舘 
が 終る のは 夜中の 十二時 半、 喫 あ 店の 閒巧 がか 前 二 時、 ビャ ホ ー グの巧 店が 午前 四時です から 夜の 
ヴ H ノスは これからです ょと 閒 かされて びつ くらし"？ した。 ついでに ホ 巧の 日 巧の 生 巧を 閒 いて 見 
ろす と、 朝を が 八げ から 九 時、 巧が 一時から 二 時、 をれ から 四時 巧 身で ゆつ く 6 化んで、 ろた 化 事 
にみ、 ら 、六が が お あの 時 問で、 夕な は大體 夜の 化が 巧、 もれから 巧 化 出て、 おる のが 午前 一時 か 
ら二 がの だとの ことです。 ところ 變れ ばな 變る 、とを ふこと です が、 どうも こうした ホ 巧は、 私達 
H 本人には あ な喊ム 出がない とな ひすす。 ぶ 人の なじ よれば、 この 巧 巧は 化を 大變に 逆ぶ さう で 
すか、 この 巧 化は かんど H 本人の 獨ぃ U 巧萊 で、 化 年 巧し いな 棟を 出す ので ホ - k に 大猶笛 ばれて ねる 
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さぅ です。 为— ネ—シ 3 ン、 シクラメン をの 他の 巧 裘化琐 にきれ いじ 飾られて をのを おして、 
「これは 殆んど 円本 人の 狀閒 でがられ のる のです ょ、 外网乂 にはこぅ し たかをを がみが 出來 をい の 
で ^本人'じ獨IIされてしまつたのですJ と說された崎、 こ 、じもけ本人の巧徵を站がして、 とて 
も 脂し く 化； S 寺した' で 

'加阀 を述く 離れた 孽器 SQ をを 眺 ろ、、？ しい 努を 城け る 我が ss を 日の あた 
ら化 見て なは がしく 受 と： 一; 時に 威谢 のを ご ぱいで しちを してち の义 々の 御祕 がと 御幸 福を 
お腑 6 しを がら 船に 歸 へらました。 
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十月 二十 五を 望 時、 な 速の 乘 つた 夏の 船ち ご ノス. •アィい スを 招して リオ •デ •ジ 
ヤネィ 。化が た。 お 始さ乂 とこ、 から 乘 船した 二人の 円 人を 巧せ て — 、たつた 1 雲 
の遷 でた がいろくの 漫夕い ゲ ユ ノ ご アィ レス’ から、 口 本人 おの 方々、 鈴畫ん 、苗 さ 


■ / / づ { - ' ' 1 ノ 、 < / - r 、 t 

ん をの 他 -K 累方 s? をぶ けて こ s を ホ 6 を 《。蠢 は H 本 Q 船が 今後し ばらく は 訪れを 
.いふぶ はれる 《ろ 常 か 漂し をければ &ら をい 禀 同胞 § 福を？、 うた議 《題は お 速の 
が 事を 妒 つて、 お 一直 ひじ 萬 歳を 叫び、 手を おら、^ ン 々チを 振つ て 感激^ お別れを したので した。 
濁つ たラプ タタ 河を ドろ、 豐を 化に 向けて 一路 リオに 机‘ ひ 皆し ちを こで.、 化に リオ •デ •'ジ 


ャネィ n で',^-船して、 この船を巧つてがられる夕くのホ々を巧せるために； ：。 

十月 二十 九：！： 午後 二 時、 リオ •デ •ジャネィ 甘 着。 私は おひが けなく、 巧び ブラ ジグの 止 地を 踏 


r • , • • 
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ャネ イロで 下船して、 この 船を 待つ て おられる 夕 くの ホ々 を乘 せる ために.：.。 

十月 二十 九 目 午後 一 一時、 リオ •デ •ジャネイ n 着。 なは 思 ひがけな く、 巧び ブラ ジグの 尘 地を 踏 
むこと が出來 たのでした。 こ、 での 礎袍は lllH 間と ち ふこと でした ので、 大阪 商船の 方に お 願 ひし 
て、 サン パウ n ホを 訪閒 する ため、 上陸の 許可と 號巧 機の 切符を おつて 頂きました。 ブラ ジグには 
H 本人が 二十 一二 谋も 居り、 をの 殆ん どが サン パク n 州に 化つ てね るので、 一が 巧 クて见 たいと 化つ 
でむの のでした。 リオ •デ •ジャネイ ロ ホと サンパウロ ホは、 T 度柬 京と 大阪 のが 離が あるので、 
巧 車では とてる 巧け をい ので、 化複 とも 飛行機を 利 化し 今した。 楠 米の 鐵 道が だ あ t ら騷 建して 
むう せんので、 瓣巧 磯が 非 巧に 發 達して むて、 この 兩ボの 間を 一 H にの 阿 も 化 化して むる のです。 

サンパウロ 市 

一二 十日 午後 一一 一帖、 巧の 中央、 機內に 突出た 飛行場を 飛び立つ て、 眼下に ち 然の萊 しい ボ 巧を ぶて 
r ん {上が、 大両 がの ち b め' 樣の 海上を ホる 船を 玩具の やぅに ぶる ぅら、 飛行機は 商 度を 巧 
して、 ついに 二平义 のな さに 逢し うし々 W 眼； 卜 K 化え る 一面の 原始が、 大昔から 今 だ 一度 も 斧を 乂 
■れ たがのを いが 火を 樹海の k を 飛ぶ こと 一げ 刚 四十々 で、 ホ 去の 放い 飛行場 化 着陛し 3 した。 海が 
と 巧 ホの この サン バウ ロは、 リオ •デ •ジャネイ ロ 化 くらべる とずつ と 涼しく、 火 へん ぉみょ いと， 
ころの やぅです。 巧迎 へて ド さつ 力 中に おのぶ 人、 上野さん がゐて 久しぶ. 〇 の. 對而じ 常び 合 ひまし 
た。 夕を は .H 本人が の 「巧 柳」 とち ふ 料 測 庭に 呼ばれう した。 H 本文 ザの 巧 おを か、 げ力 化が、 軒 
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化に 化ち ホんで むる： r 本人 化の 中 辟に あるぶ でした。 外部の ホ 孤な 述 物に 似ず、 中は 令 部 U 本 作 
ら 、が、 隙 子.、 化 紙、 化の 脚、 緣侧 等を くの U 本 S 座 救で、 おも U 本 風、 をの 一隅に おおが さん 4 
で つつて あ 6 ましの。 やがて 化された 料理は 純粋の U 本 料 削.、 ちれを 述ぶ 女中さん も H 本人、 化 
唯、 慨 仙は 勿論、 ぬかぶ の お 新 巧 で 出て ホる のです。 歡迎の 
>^^めじホ中さんが和服を着て111化線を卵を、 け本の地ホぉ謠を 


歌つ で 下さつ たげ にはな の 頭は 銷 かを おこし、 H 本になる 様を 
氣 がして をら を かつた のでした。 をれ もものは づで 
す。 この サンパゥロ 巧を がふと して この 州を 體に約 
十九 巧の 巧々 M 胞 がを 巧して ゐ すので、 H 本人の 
平です ベての U 本 まの な 料を 作つ てむ るからで す。 

をして この 傲の H 本人 巧には たくさ A の H 本人 
の お庙が あつて、 を こじ 巧けば をんでも 
円本 語で 川 事が たせる のです。 

翌 早朝、 おは 大阪補 船の ホに が 願 W し 
て、 巧 巧 邦人の 嫂 民の ホ 巧の が 子を 化る 、/ 

ために.、 n 動が を A ら せて ホの 郊外 、、一 



ス襄 ^ 

一‘ 一^,, 一いお む 養 ホを さ‘. vv 、！ 

输 を " S ^ 


IK 


にがき 1一< した。 ブラ ジグを 訪問し々 時、 この こと だけは 是非共 見たい と 化つ てむ ir< したので.：.。 
単は 岡 もを く 郊外に 出で 旧を 道を おみました 。ところ に 人の 手 じか、 つ 力 畑 や、 また 撰 家ら し 
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じ 巧き した。 ブラ ジグを 訪問し々 が、 この こと だけは 是非共 見たい と 化つ てね したので：：。 

車は 間 もを く 郊外に 出で 旧 お 道を 進み.？ した。 ところ に 人の 手に か、 つの 畑 や、 3 た 農家ら し 

いさ、 やかを 述物 も见— えろ したが、 火 部 かは 巧ぼう の お 地でした 。ろ だ未閒 がの ± 化が 多い の 

で f 。 一時 問 ばから まつた 頃、 畑ら しい ± 地に、 をい 蹄 人が 三歲 化の 子供を 速れ て娥を 動かし、 を 

の 近く じ 一人の 巧が 立つ てむ るのを ぶかけ ました。 どうも 目 本人ら しいので、 巧を 降りて 戟を かけ 

ると や はらさう でした。 が 瓦を 鶴み 重ねた がいみ の 中は 殆んど 十 一間で、 ブ ー ブグネ 椅子 もず 作らの 

ものら しく、 荒壁で しきつ た 隣室には 手 作らの ベットが あら 令した。 

しかし、 ブ I ブグの ある 部 尾の 壁に 兩陛- ホの 御為眞 と、 この ホの 御兩 親の 御 為 あとが かざられ 

をの わきに 支那 事變臘 をに 對 する 我が 大蹲 大臣の 威 謝 狀が额 じを つて か、 げて あるのを 见て 、私は 

ふと 肖 頭の 熱くなる のを お ぼへ まし 力。 ’ 

灿 には 巧 鈴黎が 立派に 化來 てむ 今す し、 鷄 、腺、 お 等が ゐ て、 かを むの ± 地を 耕 やして なるやう 

でし 力。 私は 前に 脚いて むた 「•奥地に なるお 巧 姓さん が一 H の 仕事で 疲れは て、、 が 崎い 较宰 のべ 

. 、： . 

ット じいき をら みを 揽へ ると、 をれ ょら 先にを こに 來て 、と：.^ ろを をいて わた 哉 化 K を ひつ かれて 

死んだ ことがあらました 〇」 と 云 乂韶を 化 ひがして.- 都を におく、 をして 隣ら 巧 所の ある この 附近で 

は 轟 蛇は むを いでせ うが、 この 方の 巧 力で もつ となみょ いみ じする やう 祈る のでした。 もう 一軒 お 

ぷね しまし たがやは じ やうな 化 巧を しでむ した。 か 論、 火き な 拱瑞を 絡な し r ブラ ジグ 人を 
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たぜい 化つ て n I ヒ ー、 棉 、をの 他の 胜を 物を 火々 的に 作つ て 
わる H 本人 もたく さん あるので すが、 殘 をを ことに 時 岡が を 
くて.、 をめ 搜 場を お尋ねす る ことが が 巧，？^ せんで し 力。 棘 巧 
巧 じ 向 ふけ 動が のを かで、 「みは ft ホで も灿 がきらん と 綺战じ 
作られて あるのを 乂た とき、 をれ は 日本人の 搜を だと 化つ て 
閒違 ひは あらません」 と 脚 かされて、 术 へん 捣 しく 化； 51^ し 
た。 

午前 十一が.、 す ンパウ n 飛行 踢發の 旅を 機 じ馳け 込む やぅ 
にして 乘 6、 あわた < しい サンパウロ 訪閒を おへて、 リオ • 
デ •ジャネィ ロ じ 向 ひ 今した。 

ブラジルの 事愤 

ブラ ジグ 网 はり 本の 牺 横の 約 二十 二倍で、 人口は 二十 憾を 
收を する ことが 巧來る さう です が、 现 がは， 阿 千萬乂 ださう で 
す。 ホと して ポグト ダグ 人に よつ てつ くられた 蝴 をので.、 を 
の 人々 が この 岡の 中ム をな してむ す'。 而稱が 巧い 上に ホ閒 


骇の出 地が 多い ので、 政府は 世界み 脚の 移民を 阀 巧に 入れて、 この おい ± 地の 開 敬を はかつ たので 
す。 現な を 岡の 移 おのぅ ちィ タリ ^ が 約 昔班乂 、ドィッ人 がと 十 萬 人、 H 本人が 二十 一二 萬 人ゐる 
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發の出 地が をい けで、 政-肘は 世界を 闕のお 巧を 脚 巧に 入れて、 この 扱い ± 地の 閒敬 をはかった ので， 
す。 現が み 岡の 移 おのぅ ちィ タリ I 人が 約 巧 萬 人、 ドィツ人 がと 十 萬 人、 H 本人が 二十 一二 萬 人 わる 
さぅ です。 廣大を この 励の 鐵道 はま 喪が 線が たった 一本な のを 見ても.、 ホ即 敬の ± 地が どれ だけ あ 
るかが わからで せぅ。 岡內を 十一の 州に かけ、 み 州 おでを の 州を がめ、' をれ を ブラ ジグ 政府が 統率 
して ゐ るので す。 をのぅ ちの 一州で ある ナンパ ウ n 州が 國內 でもつ とも 發 逢して むて、 ブラ ジグ 闽 
の 豫算の 六 割を この 州が 化して わるので す。 をして ブラ ジグ 网 巧のを 捣の乂 部々 が この 州で 產 がさ 
れ聋 す。 ブラ ジグ か 化の H 本人 二十 S 萬り ぅち、 十九 萬 人が この 州で 働いて わ 音す。 もして をれ 等 
の 人々 は サン バウ n ホの 附 巧では まとして 野菜、 奥地では 棉、 コー ヒ ー 等を 作つ てむ す。 

H 本人が 乂も 始めてから、 殿 作物が ょく 出來る やぅに をっ て來 のさぅ で、 W 化が こぅした 方而に 
も 俊れ たよ 能を もつ てぬる 證據 です。 ゲグ ガス 火 統領 や 農林 乂芭 (この 义 はもと サンパウロ 州の お 
官 でありました) 等は、 H 本人の 巧 絡を 充か 認めて むる さぅ です。 サン バウ P 化の 野菜 ホ 場の 巧 鈴 
裳の 俯 段は H 本人の ホに ょっ て、 をの の 相場 お 定まる とのこと、 皆た 典 地の コ I ヒ ー 閒は、 
が 人 經稱の ものは 他の 所の ものと 述ツ て、 コ I ヒ ー 樹が 仲み と 巧くなら 萊が繁 巧して 一 肖で をれ と 
解る とのこと、？； 化 しいが 人の 巧 力に 威 謝せず じは おられ 过 せん。 サンパウロ 州 だけで も H 本人の 
巧が が 叫 巧 五十.、 が 牢新閒 がぶ 術 あったので すが.、 この 九 ぉにを 部 腹 止されて しう ひました。 をの 
邵 かは、 ゲグ ガス 火 統領が ブラ ジグ 脚棉 神を が も 立て やぅと 巧 力して わると き、 网內 にかて かみが 
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じ 化 阿り 昔 策 

I をを へたら、 

I 他 阿の 柿 神を 
'‘ がら 这む やぅ 
を 印 W 物を が 
巧し 力 6 する 
ことは、 ブラ ジグ 
阀 のために ょくを 
いと 云 ふこと で、 
これは 打 本人に 對 しで 
ばからで はを く^ ィタ 
ィツを の 他の み闽の 
移民に 對 してを 同じ やうは 化 
6 あつか はれた のです。 お 人 
な 上の子 供を 娘め て 何 かおへ' てみ、 
もれを 學校 とぶ をされ 罰せられ るの 


ださう です 0 

こうし 力 ことは をにから 巧て むる のでせ う。 日本人の 巧 猜を充 々かつてむ る 火 統領が、 H 本人に 
對 しても、 この やうを 庭 原を 収ら をければ なら なくなつ たことは、 をの 巧な に アメリカの 力が r ん 
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ださう です 0 

こうした ことは をにから 來 てなる のでせ う。 日本人の 巧 構を 充分 知つ て ゐる火 統領が、 H 本人に 
對 しても、 この やうを 處趕を 取らを ければ ならを くな つたことは、 をの 巧な に アメリカの 力が r ん 
と、 のし か、 つて ゐる からです 〇獨ぶ 阿とは 云 つても を 源は ホ閒發 、現 化の 生活に をくて は をら をい 
錫、 おお、 お 油 等 殆んど アメリカから 入つ てぬるので す。-?^ た アメリカから々 で 化 一億と で 萬 弗 
の おみを 借らて、 いろ/、 の 仕事を しを ければ ならを い事悄 にある この 闽は 、アメリカの 言 ふこと 
を閒 かなければ どうす る こと もが 來を いのです。 一例を あげれば 道路を 造らせ' 日 動が を贺 6、 ガ 
ソリンを 資 つてむ るた め.、 言 ふこと を 聞かを ければ、 ダ ソリンが 入つ で 巧を い。 さう すれば. 交通 機 
關 は巧ウ てし ふこと にを るからで す。 アメリカの 言 ふこと を閒 いて、 コ I ヒ ー を资 br お 仙 •お 
おを 巧 ふょり 方法が をい のです。 お 違は た' と ブラ ジグを 惡く化 ふ ばからで をく •、アメリカの やら 方 
を 惟み、 この 网に问 情すべき だと も考 へられ す。. •‘ 

ブラ ジグと 云へ ば、 す C じ 口 ^ — ヒ ー と 侃を 化 ひ 浮かべます。 なんとを つても ブラ ジグ コ I ヒ I は 
化 ホ 的に が 名です。 コ I ヒ ー の樹は 腐さは を々 あつて、 裔 いのになる を 人め ホ ょらは るかに おへる 
もの も あ 5 ます。 枝は 細く 典 おで、 葉と 化に をの 木の やうを 威 じがし 3 す。 水の 蒜 命は 一一1 十ぶ 年 か 
ら四 十五が がを 述 ださう です。 地 おに 小さい 力ての' 巧を 掘ら、 をの 中に 補 子を 投げ 这んで おくと 师 
もな < ザが がて、 をれ から 阿 年た ツて 化を 姑び 始め、 六年扫 から コ I ヒ I を 化る ことが 出 ホる やうに 
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なら 寺ず。 この n I ヒ ー 樹を化 おて るた めの 巧 働 おを、 やとい 入れる 約束. を コロ I ノと京 ひろず が 
H 本人の 移 化 ザで、 裸 一な で ブラ ジグに 波- 〇、 ぶ 巧して 搜踢 を締裤 する やうに なつた 人の 火 部 か 
は、 この；！。 I ノ巧侧 おから 叩き 玉げ たの ださう です。 コ ー ヒ！ のがを とる のじは j をの 崎 期が あ 
つて、 早くても おくても いけない のです。 一 化に みつしら とついて ゐ るを くの せを 姑る と、 綠 をの 
未熟なもの、 がをのか熟をもの、 峭がをの成熟！ の、 また黒く夕つたものがあ61><すが、 をの中 
で 略な をの ネ のが 一番ょ く、 これを 撰ら みけて 摘みと つたの が、 最もょ い 品 巧の コ ー ヒ ー にを るの 
です。 しかし、 巧 働 力の 不足して ゐる ブラ ジグでは、 をう した ことを やつて ゐ たのでは 削 じな はを 
いので、】 枝に ついて むる 巧を わけず じを 部し ごいて 化る の だと 云 ふこと です。 現 かでは コ I ヒ！ 
の 輸出が あ 今ら なく、 をのた め 政ぶ では 生 ホを 制般 したら、 阿を でな ひ 上げて おへがで たら、 おか 
が はらに 燃やした らして ゐ ると 云 ふこと でした 〇’ しかし、 現 巧は コ ー ヒーの 利用に ついて 骗 んじ硏 
究 して ゐる さう です。 をして、 コー ヒ ー から 化 や 椅子が 巧來 ると 云 ふこと を 削き ました。 ブラ ジグ 
人が n — ヒーを 飲む のは、 n 本人が お あを 飲む のと 同じで、 をの ホ 法は 小さを コ ー ヒ ー 茶碼 じ械糖 
をを の 半分 お入れ、 どろ----- に 渡い コ I ヒ I をつ いで、 かき わさずに をの 1^6 、飲む のです。 後に 
が 微か S かの 一程殘 つで も、 かき 身わず とコ ー ヒ ー か 本 當の巧 6 が なくなつ てし ふとを つてむ 
す。 ‘ 

コ I ヒ！ じついで 兜耍 をを-物は 棉で すが、 この 网の おは 世 巧で 巧 二の 品質を もつ てゐ す。 摘の 


を 巧を 決める のは、 楠を 巧 化で しごいて 、巧の 棘 化の やぅ じした 
繊維の なさを 計る の ださぅ です。 南米 ペグ I をの ものが 最もょ く 
一二 四から S 六 ミリ、 ブラ ジグが 二八 ミリ、 ホ词お 二と ミら、， ■ぶ 
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を 巧を 決める のは、 袖を 巧 先で しごいて、 巧の 穂 化の やう じした 
纖 維の なさを 許る の ださう です。 南 ホ ペグ ー をの ものが 最もょ く 
一二 四から ご 一六 ミリ、 ブラ ジグが 二八 ミリ、 乂阀が 二と ミり、 印 お 
が 二 西 ミリ、 支那は 一六 ミリ だを うで、 ペグ— 棉 がが 
上で、 支那 棉 がが 惡 であら 寺す。 これ 等には n 化、 雨 
嚴 等の いろ'^-^ のこと が 影 盤： する ことは 
勿論です。 南ザ踩 のこの 阀 では、 棉 化が 
化れ る 時期は 网=; から 六月、 化 半が 化 ホ 
支那、 印 お.、 等は 十一 ぉ 明を ので、 化 半 
巧で 棉が 取れを い 時期 化 南米では 化 6 乂 
れで 輸出ず る ことが お來 るので ず。 

南ァメ 
リカと お 
へば、 嗦 
だ R 本人 
の閒 には 



ri 
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ァ スフ ァグ トの やうを 色の 黒人が 大地の 上で 裸で おを べつて ねる。 をして 黑人途 は熱帶 をのみ 巧を 
をべ ては おてば から わる 等と 舌つ てむ る 人 も あ すが、 認識不足 もな だしい と 化 ひます。 勿論 リ 
才 •デ •ジャネイ ロ じは 黑 人が 多い ことは 碰か であら す。 しかし 裸の 黑 人は 一度 も 見ません でし 
たし、 また 裸では いられを いのです。 若い クラ ジグで さへ、 盛夏の 候で もこの 闽の 人は おお 儀が ょ 
いのです 。サンバ クロの 巧 地の 田を 列車め 一等を の 中で、 或る H 本人が ァメリヵ 式に 上ぶ を脫 いで 
ゐ たと ころ、 が 掌さん じ 注 恵され たと 云 ふ 話を 閒き した。 してを 府 である リォ％ テ •ジャネイ 
口で、 が 路で上 おを 脱いで ゐる人 じ 一人 もを はな かつた のは 當然な ことです。 

南の 倒は おいと こスと 一般に 考 へて ゐ す。 我い ところと 云ふ义 とは、 巧始の 生活と か、 文化が 
化い と 云 ふことの やうに 考 へます が、 大きを 間違 ひです。 おの 訪れの リォ. デ. ジャネイ ' n はが 常 
に若いですが、 サンパゥロやゲユノスァイレス等はがに住みょいと^^スです。 りみのやうにがな秋 
冬が あら 違す が'、 をい と 云 つても 內 地の やうを 蒸しを さとは 違つ て、 氣 候が 快で あ ら著 おを 威 じ 
をい 程でした。 サンパゥロへ 參り す とき 注意され て、 メリ ャスの シャッを 持つ て をら 呼し 力が、 
もれを 着て T 度よ かつた 位です。 

甫 アメリカ 大陸の 地勢は アマゾン、 オリ ノコ、 ラ •プ ラタの 一二 大河の 流域に あつて、 大職 山地 ま 
たは 高原 地方と 云つ てよ いでせ う。 けれどを、 南米 卽ら アマゾン' が、 をして を こには 熱 帶樹の お 姑 
か、 ならしい 巧が、 毒蛇 や 人を をふ饌 か、 マラ リャ 熱を して 卡 人と 云 ふぶ 方を、 を然 かへ をければ 



をら をい と 化 ひます。 勿論、 4 だ 末閒錢 のみ 地は さぅ したが 態です が、 化 巧 的の 文化 都 化、 俾染祸 
のない 都ゲユ ノス. アィ レス や 化 あ 一二 大美 避の 一つ、 肖然 のを 岡と も 云 ふべき リォ. デ. ジャネィ 
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をらない と 化 ひます。 勿論、 4 だ 来 開發の 奥地は さぅ したが 態です が、 世界的の 文化 都 ホ、 傅染摘 
のない 郝ゲユ ノス. アイ レス や 世界ー ニ大 美港の 一つ、 巧然 の公闻 ともち ふべき リォ. デ. ジャネイ 
口 等の 立派を 都が あ もこと、 ちた 前大戰 であく 号で も 中立を ザり 續 けの アグ ゼン チンの やぅを 立派 
を國 家が ある ことを、 はつ きらと 知る ことが 大切な ことです。 をして 了 度 H 本を 巧 對の化 置に ある 
この 南アメリヵに 萬 里の 波頭を 乘 越へ て、 はる と波航 し、 南 十を あの 下で H 本のた め 活跑を 
して をら れる幾 十 萬の 同胞の ある ことを 片時 も おれて は をら をい とな ひう す 0 ‘ 

るつ か^ ~ ^ の 祖國へ 

十一 巧 一 H 午後 一一 時、 一一 一十 人の 船を を乘 せた R 本の 船は、 一路 祖闽巧 本を おして リォ. デ •ジャ 
ネイ n を 出 化しち した。 日本う で どこに も 寄港し をいで..：。 こ、 でも 當 々滞が しを ければ ならを 
いが 留 同胞の 端乂 をぶ 送 6 をを け、 船 上と 岸壁と で 力の 限ら 萬 歲を阱 びながら、 感激の お別れを し 

しち 船は 一路 南へ 南へ と 進んで 行き 3 ス 今度は を 部が 円本 人を ので、 船中 も 誠に のん び 6 と 
した 航海が 攒き 咬した。 

十ー リー IIH 、 火阳 洋上で を U が 化つ て遙 かお 方を がし、 購肅な 明治 節遙砰 まを 致し 咬した。 船は 
南 十. 第を 船ぜに 仰いで 器 巧に S、 王 w 八日 巧 アメリヵ 《嚴 ■ i ® 端、 をして また 地 巧 上、 陸地の 
最南 端で ある、 ヶ ー プホ I ンを述 過して 太が がに おまし 力。 この 附近は 南 氷が から 抑し 巧せ る 寒流 
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と、 南アメリヵの 太 ザが なを ドる 隙 流との ぶつかる ところで 、がに お 風と K 浪が あるので、 船乘ら 
の 一巧 搬 かしい 踢所 とされて わ IX す。 私達の 通過した とき も お 面は E 火を ご一 巧 化が おれが ひ、 をは 
邱が 降ら おしみと 化 ふと 刚も をく 隙が 輝き、 と 化つ てむ る 岡に 卷 がが がを た、 きつける、 と 舌 ふが 
態で、 船は 前後た 右に ゆれて、 令る でも まれて むる やぅでした 。横の 倾斜 が兰十 度、 中 がを ホく の 
にも、 つかまつて ホかなければ 轉ス がされて しま； S 3 す。 火き を 波が 船侧 にぶつ か 6、 がには 5 •板 
を 化 W おつて、 をの 化觀 は. 質に すばらしい ものです。 リオ •デ •ジャネィ ロを出 帆し でから U 本 じ 
つく Its で、 陸地を ぶたのは こ、 一個 所 だけ、 あとは 刚 けても おれても おとお ばから。 夜に をる と 巧 
で 南 十字 化を 眺めたら 、南半が かなが 次がに お 上から をを 消し、 をれ に變 つて 化か 巧の 化 なれた 巧 
が 次がに 現 はれて くるのを 樂 しみな ふので した。 さぅ した 變化 のをい 献 海中、 时 々お 速の 罔を Sr 
さめて くれた ものは、 ヶ I プホ ー ン 附近の 飯の 群、 太が 洋上の がか、 いるかの 大 がと 夜光 强’を どで 
した。 II 

十一 一巧 八 H 朝、 ゥユ ー キ むのは るか 南の ホ h _ を 逝 過、 日本の 勢力 巧に 近づきつ、 あるのを 常び な 
つて ゐ ました、 をの 日の 午後、 H 米英 お戰 のニュ ー スが乂 しの。 我が 術 巧は' ソ ワイ、 マニラ、 シ 
ンダポ I グ 、ウュ ー キな 等を 爆擊 、大成功を 收 めのと の 報道、 ウ H 1 キ 島の 附近を 逝 過した ばから 
の お 達 一巧は、 よくやって でさつ たと ぶふ 一方、 一つの 不 巧が おり した。 米英の 飛行機、 軍艦、 
ホ ひは 潜水 船 等に 發 化され、 ばもう が 後です から。' お侧の H の 丸の マ ー クも 菊に をら つぶされ、 救 


命ボ ー トは いつでも 降ろされる やぅに 用意し、 夜、 叩が で 煙 巧を のむ こと もが r せられる 完 をな 燈火 
管制 下に、 た. く 神助を 祈つ て 太平洋を 突破し 咬した。 十四日が 豆と なを 通過した とき、 わ だ 海軍の 



命ボ I 卜 はい ク でも 降ろされる やうに 用な し、 夜、 E - おで 趣 革を のむ こと も 禁ぜられる 完 をな 燈火 
管制下に、 た<神助を祈って太平洋を突破し1^<した。 十四日が豆となを通過し力とき、 わがお軍の 
哨戒機が、 わざ--^ お 達の 船の まわらを 化 空飛 巧して 下さった 時の 感激は、 今 化 W 出しても 何にも 
例へ やう もない 程でした。 留 

祖國目 本に 無事 歸 着、 潘の 沖を で祕沾 したを の晚、 E - 板からは るか 京 im 地方を 見た 時、 完 をを 燈 
火 管制 T にある ものと 化つ 力 おは、 ポ ー ッと 叫る く 姬の燈 ではっ きらと 眼に うつった 喜びは 例へ 
ょう も あら.？ せんで しの。 上陸して 見た 祖岡 H 本の 變ら をい を、 敵を も 怖れぬ 悠 々たる 葵を 化て、 
神闕 円本の あながた さを しみ'^ と 感ずる のでした。 
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木醬 出版に ついてはが 年 四 巧 頃 ワット 社の 西が 巧から 交渉を をけ 戰爭 ドの 特に ドイッと イ タリ ー の少 
年少 女の 鍊巧 振りに ついて 詳しく 巧く やぅに との 輔で したが、 おとして は獨伊 のみでを く經 由し をを 國 
の 事情、 ことに 大 東亞 戰爭 になつて わらの 化が 情勢の 變 化から、 出 來れば 南 ホの 事淸 まで 書いて 少闊お 
のをめ に、 幾分で も 貢献 出來れ ばと おひ、 西が 巧の 了解の もとに 足跡を 印した み 齒の 事情まで 聲 いたを 
め、 ドイッ、 イ タリ！ について 深く 黃 くこと が巧來 なかつ をのを 遺憾に 思つ てゐ ます。 起稿して から 極 
々の 事情で 遲れ /、 になり をに 昭か 十七 年 も 終る 頃 やつ- 書き終る 姑 ホ、 筆 お 蹄の あには とにかく 大き 
な 仕 おでした 。をのた め 西 村 氏には 少な 如らず 御迷惑を おかけし ました ことを こ、 で 深く お 読び 中 上げ 
ますと： g 時に、 をの 間み しもなら ず 粒の 我儘を いつも 受 入れ' て 下さつ を ことを 厚く 感謝 致します。 拙な 
いなの 著 w が戰 時下の 巧 劇の々 國 民に 幾分で も 禅な すると ころが ぁれば、 望 ホの 窩び とすると ころです。 

この 出版に ついても つと も殘 念な ことは、 トランク ーが につめを 獨 がの 貴重な 資料 •寫眞 及 パンフ レ 
ット 類を、 英領 トリニ ダット 島で ち 官蔥が 敵國の 宣傳巧 巧を 持ち 歸 へる ことは 許されな いとの 理ホ でを 
'部 押收 されて しまつを ことで しを。 をのを め 記憶に ょつ てまと めを こと 巧、 不備の 點が 多々 ある ことを 
御請び 致し まナ。 

〇 

なりに 臨ち ドイッ 大使館の ベルダ ル かを あび 森 氏、 げ太利 硏究の 大家 下位を ま 巧、 お 巧 工業 大學お 
授の 防空 建 集硏究 のを 斗、 田 邊平學 氏の# 位が 貴重な な眞 及びを 料を 御 提供 下さつた ことを 深く 感謝を 
します。 尙 挿* 巧び 裝帖 について 衛 藤を 臣 氏が々 ない を 巧から をむ して まとめ 上げて 下さつ たこと を 御 
報 吿と间 がに 厚く 御禮 中し 上げます。 - ■山 旧 巧郎 
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